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　抉えぐられた左目が燃えるように熱い。

　黒髪の少年が魔ま物ものの足元でうずくまり、傷口を押さえている。その手の隙すき間まから滴したたる血が、仕立てのいい装しよう束ぞくを赤く染そめていく。

「──ア────ッ！　ア──ァアッ！」

　ただの引きつった悲ひ鳴めいだ。けれど、心まで壊こわれていく錯さつ覚かくを味わう。

　音を愛する仲なか睦むつまじい双ふた子ごの神は、この世のすべてを音より編あみ出した──そんな神話が根づくムジカ大陸では、音とは尊とうとく神聖である反面、時に恐おそろしい牙きばを剝むく存在だった。

　ゆえに、その痛みから広がりゆく感覚は錯覚ではない。

　黒々とした影をまとう獣けもの──ラー・シャイの魔物がまた吼ほえた。

　かの魔物の声は悲鳴ではなく、歌。心を持つ者ならば、誰しも一度は覚えがある虚きよ無む感かんを煽あおり──こちら側へ堕おちてこいと、ラー・シャイの魔物は手て招まねいている。

　数時間前まで陽気な農民たちの笑い声に溢あふれ、のどかで豊かだった荘そう園えん。それが今では恐怖におののく人々の叫きよう喚かんで埋うめ尽つくされ、田畑は蹂じゆう躙りんされていた。

　まだ十歳だった少年も例に漏もれず、魔物の誘ゆう惑わくに負けそうだった。

　自分を助けようとしていた父はどこにいる。なぜ、自分はこんな目に遭あっているのか。

　跡あと継つぎとして、父の仕事を覚えようとついてきただけなのに。

　少年の懐ふところで、かすかな靄もやが生じる。恐怖が憤ふん怒ぬに転じかけたその時、声が聞こえた。




「音は美しいモノ、それがたとえラー・シャイの歌声であっても」




　しゃん、と声によく似た鈴すずの音ねが続けて響ひびく。あどけないのに大人びた口く調ちようだ。

　色いろ濃こくなった影を不ふ審しんに思い、一つになった目で必死に見上げ────息を、吞のむ。

「ラー・シャイ、もう大丈夫。ひとりにはさせません。わたくしがおまえの観客になってあげる、だからおまえもわたくしの観客におなりなさい」

　さざなみのように輝くプラチナブロンドに縁ふち取どられた、小さな顔。階調のような緑に染まった切れ長の目は神秘的で、ミルク色の肌はだは薔ば薇ら色いろの唇くちびるをよく際きわ立だたせた。額ひたいできらめく水晶クオーツといい、華きや奢しやな肢し体たいをつつむ薄うす絹ぎぬといい、少女を取り巻くすべてが神こう々ごうしい。イタズラっぽく笑む目元と泣き黒子ぼくろだけが、彼女をかろうじて子供らしく見せている。

　少女が両りよう腕うでをかかげると、また鈴が鳴った。手首のバングルに小鈴がついているのだ。

　少年とさほど歳としは変わらないだろうに、誰もが怯おびえる魔物を前に堂々としている。

　少女が再び口を開くと、よどんだ空気が震ふるえた。




「─────、───────……」




　まるで歌声に呼応するように、額を彩いろどる石が七色に光っている。

　少年には理解できない音。それもそのはず、少女は意味のある言葉を発していない。

　なのに、激しく胸を打たれる。これほど情感豊かな歌を、少年は聴きいたことがなかった。

　ある人は黄金の田畑を、またある人は抱きしめてくれた両親のぬくもりを思い出す。

　一人として、その歌声を耳にした瞬しゆん間かんに過よぎった、切なくも懐なつかしい情景は重ならない。

　魔物のそれと同じく歌のようでもある。魔物との違ちがいは、挫くじけかけた心を励はげますのだ。

　夜道を照てらす星のごとき輝きをもって、少女の歌声は聴く者すべてを圧倒する。

　ずっと吼えていた魔物たちも、気づけば大人しくなっていた。

　そして、みたび鈴の音は鳴り響く。







「──無にして全

　　　すべてを生みながら　すべてを失くす

　　　影ある場所より出いづる　おまえの名

　　　ラー・シャイ　哀あわれなるけだもの」




　しゃんしゃん、しゃんしゃん。少女がくるくると踊おどるたび、ヴェールがなびき、鈴も楽しげに歌う。そして少女は躊ちゆう躇ちよすることなく、人々が厭いとう魔物を抱きしめた。




「──迷いまどい　行き場を失った子らよ

　　　優しい眠りにつくがいい

　　　今こそ音に帰し　音に還かえれ──〈封印ケトム〉！」




　パァアン！　光につつまれた影が破は裂れつし、やがて霧む散さんした。

　ラー・シャイの魔物たちは消え、領民たちはひれ伏ふしてすすり泣いている。その中で、朝あさ露つゆのような光をまとう少女だけが微び動どうだにしない。

　少女はただ悲しげに吐と息いきをすると、すぐさま指示を飛ばす。

「おまえたち！　まずはけが人の手当てをします、素早くうごきなさい！」

「ハッ」

　少女の叱しつ咤たに、複数の男女の誇ほこらしげな声が即座に答えた。大人さえ従わせる少女の正体を、少年もおぼろげながら摑つかみつつある。

　遙はるか遠い昔──神々と精せい霊れいとヒトが共存していた黄金時代が潰ついえると、大陸ではラー・シャイの魔物がはびこるようになった。

　その時、双そう神しんの妹神──〈神しん王おう〉が地上を護まもるため、まずは十二人の御み使つかいを送り出した。それが歌で自然を操あやつる、〈楽師カンタンテ〉と呼ばれる能力者たちのはじまりである。

　ゆえに、ムジカ大陸ではもっとも尊ばれる存在である。

　水晶だと思った額飾りも、特別な歌声にだけ反応するムジカ石に違いない。

　ムジカ石を身につけているということは〈楽師〉の中の〈楽師〉、〈歌姫デイーヴア〉の証あかし。

　貴族でさえ、式典や有ゆう事じでない限り拝おがむことのできない存在だ。オリヴィエ領で大量発生した魔物を浄じよう化かすべく、駆かけつけてくれたのだろう。そんな少女が、少年の前で跪ひざまずいた。

　少年の潰つぶれた左目に手をかざし、小こ首くびをかしげる。

「あなたは、どうされたい？」

「……ど、うって……」

「わたくしがいかに力を持とうと、あなたの片目は戻らない」

　幼おさなくも凜りんとした声こわ音ねが、過か酷こくな現実を突つきつけてきた。

　普段なら、恐ろしさで取り乱みだしたかもしれない。

　こうまできっぱり断言されると、逆に冷静になってくる。

「……なくなったものは、元に戻せない。たとえ戻ったと思っていても、それはまやかし。有形無形問わず、以前とは少し形が変わっているもの」

　囁ささやきはひめやかに、甘く聞こえた。場違いにも、少年は見み惚とれてしまう。

「わたくしは、傷を癒いやすことはできる。でも、それは目の傷だけ……望むなら、今日の記き憶おくもなくしてあげる。試ためしたことはないから、失敗するかもしれない。どうする？」

　歳の近い子供ではなく、人間そのものを超ちよう越えつしたなにかと対面しているようだ。

　しかし少年が感じたのは畏おそれではなく、陶とう酔すい感かん。叶かなうことなら、その声をずっと聴いていたい。少女を構成する、すべてが輝いて見えた。

　だから、少年は首を横に振る。今日という日を、忘れるわけにはいかない。左目の疼うずきはひどくても、なんとか言葉にする。

「……忘れたく、ない。心に残ったものは、傷だけじゃない……から……」

「そう、なら聴いていらしてね。わたくし、あなたのために歌ってさしあげるわ」

　にっこりと笑い、かわいらしい唇をほころばせ、天上の歌声を朗ろう々ろうと響かせる。

　少年は黙だまって耳をかたむけていた。そのうち眠気に襲おそわれ、意識が暗転してしまう。

　次に目め覚ざめた時、少年は自室のベッドに横たわっていた。屋や敷しきに帰ってきたのだ。

　頭に包帯を巻いた父親、〈神しん王おう〉に感謝する母親の祈いのり、泣きつく弟のぬくもり、涙ぐむばあやに家か令れいにそれから──なじみのある面々は、一様に少年の目覚めを喜んでいた。

　けれど数分後、無事生せい還かんした愛まな息子むすこの衝しよう撃げき宣言に、たおやかな侯こう爵しやく夫人は卒倒した。




　ラー・シャイの魔物は心を盗んでいくという。

　確かに、少年は心を盗まれた。ただし、盗んだのは魔物ではない。自分を、いや領民を救ってくれた美しい少女──他を圧倒しながら魅み了りようする、あの歌うた姫ひめに。

　少女の力になるためならば、すべてを投げ打っても惜おしくはない恋をした。




　──のちに、この日の出来事は『オリヴィエの奇跡』と称される。

〈楽師カンタンテ〉たちを率ひきいて現れた、齢よわい十歳の少女。イリス王国有史以来、史上最年少となる〈歌姫デイーヴア〉の歌声によって田畑は実りを取り戻し、人々の穢けがれも祓はらわれた。

〈音おん律りつの双そう神しん教きよう〉フィデール宗派の次期最高司祭プテイ・エトワールと名高い〈渓けい星せいの歌うた姫ひめ〉の、偉い大だいなる功こう績せきの一つとして数えられることとなる。
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　テラスで書物を読んでいたエルネスティーヌは顔を上げた。

　エルネスティーヌの世界は音で溢あふれている。人の声ではない、音だ。

　たとえば、テラス先に広がる中庭に降り注そそぐ陽ひ射ざしは、豊ほう穣じようを願う子守唄。

　さらに広大な王宮の敷しき地ち内ないにある、この優美な小アトリノン離り宮きゆうを満たす音ね色いろは、乱みだれることなく流れる川のせせらぎのように聴きこえる。

　なのに今、調子はずれの不ふ協きよう和わ音おんが耳じ朶だを打った。王宮に引き取られてから十年、こんな音を聴くのは初めてだ。ドレスの袖そでをめくると、鳥とり肌はだまで立っている。

「…………なにかあったのかしら」

　閉じた書物をテーブルに置き、裾すそをからげて室内に戻った。

（面倒だけど、確かめに行かなくちゃならないわ）

　エルネスティーヌは真っ先に衣装簞笥ワードローブを開け、お役目の時に着る薄うす絹ぎぬを取り出す。

　大きな一枚布から作られた衣装は、いたって簡素な意い匠しようだ。

　首筋と胸むな元もとを露ろ出しゆつし、わざと切りこみを入れた袖を、二にの腕うでから手首にかけて真しん珠じゆの玉飾りで留とめている。袖口から垂たれるドレープも優ゆう雅がな、洗練されたドレスだ。

「まったく……たまの休みに、変な音を奏かなでないでもらいたいものだわ」

　独りごちりながら鈴のバングルをはめ、花はな模も様ようが透すけたヴェールをかぶる。そのうえから雫しずく型がたのムジカ石が揺ゆれるラリエットをかけた。

　次いで鏡台の前に座り、最終確認に入る。

　首から下げた、白鳥と菖蒲イリスの紋もん章しよう。裏面に二つ名が刻きざまれたそれは、イリス王国の〈楽師カンタンテ〉という証あかし。胸元で、誇ほこらしげに輝いていた。

　腰元まで伸ばしたもみ上げはそのままに、編あみこみにした白金プラチナの髪はシニョンにしている。右目から頰ほおにかかる前髪さえも芸術的に整えられており、一分の隙すきもない。化け粧しようをせずとも輝かんばかりの美び貌ぼうである。それにしても、ああ──

「わたくしったら、今日もなんて完かん璧ぺきに美しいのかしら！　惚ほれ惚ぼれしちゃう、ふふ！」

　十六歳には見えない、﨟ろう長たけた容姿。

　どこからどう見ても、王宮の奥深くで大切に育てられた儚はかなげな姫君にしか映うつらない。

　ただし、黙だまっていれば、だ。ひとたび音声がつくと、夢を抱いだいた分だけ幻げん滅めつするだろう。実際、幻げん想そうが壊こわれるから下へ手たに話すなと高官から厳げん命めいされている。

　口こう角かくを持ち上げれば、鏡の中のエルネスティーヌもたおやかに微笑ほほえむ。

　どんな堅かた物ぶつな聖職者であっても、赤面必至の笑顔である。完全に完璧だ。

　エルネスティーヌが美しさのあまり悦えつに浸ひたって笑っていると、肩をつつかれた。

「なぁに。今、わたくしはとっても忙しいの。見てわかりませんの」

「なにもかもがわからないよー。きみってホント、鶏にわとり並なみの記憶力だよね。自じ己こ陶とう酔すいしてないで、早く働いたらどうなのーこの牛娘！　働かない牛はただの牛だよ！」

　けらけらとからかう甲かん高だかい声に振り仰あおぎ、片かた眉まゆを跳はね上げさせる。

　橙だいだい色いろのスカーフを巻いたひばりが、天てん井じよう付近で旋せん回かいしていた。

「じゃあ、おまえは焼き鳥ね。小さいから食べどころがないでしょうけど」

「怠なまけ者のきみと比くらべたら、働き者のおれの方が数百倍はおいしいよ！　うん、すっごくおいしいよ！　早く歌ってきなよ、っていうか歌え！」

　鏡台に降り立ったひばりが口ばしをかちかちと鳴らす。

　エルネスティーヌはそっぽを向き、だるそうに腰を浮かした。

「まったく、精せい霊れいの歌好きも困ったものだわ」

「一番その恩おん恵けいを受けているくせに、よく言うよねー。おれ、びっくりしちゃうよねー」

　やれやれと肩をすくめるエルネスティーヌに、ひばりは呆あきれたように突つっこむ。

　そう、この流りゆう暢ちようにしゃべるひばりの正体は精霊だ。

　今は鳥に変へん化げしているが、本来の姿は見み目め麗うるわしい人型である。

　エルネスティーヌの世界は音で溢れている。同時に、精霊や妖よう精せいとも関わりが深い。

　世界を創つくった〈音おん律りつの双そう神しん〉と同じく、彼らも音をこよなく愛する生き物だからだ。

　特にひばりに扮ふんするこの精霊とは、王宮に引き取られる以前からの──十余年の付き合いになる。エルネスティーヌにとって、ある意味親代わりともいえた。

「当然の恩恵でしょう。それに年中歌わされたら、わたくしの国宝通り越して秘宝級の喉のどが潰つぶれてしまうというものよ」

「おれたちがいくらお願いしたって、聞き入れたためしがないくせによく言うよー。そういうの、ヒトの言葉で恩着せがましいっていうんだよ！　しかも最近歌ったのだって、先々週じゃん！　今日こそ歌え！」

「あんっ痛い！　もう、口ばしでつつかないでちょうだい！　本当に焼き鳥にして食べてしまうわよっ」

　攻撃してくるふわふわもこもこの小鳥を鷲わし摑づかみにし、エルネスティーヌは自室を飛び出す──が、出で端ばなを挫くじかれる。

「まぁ……ヴァラン、いかがなさいましたの？」

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、幼おさななじみ──イリス王国、第二王子ヴァランタンが立っていたのだ。

　武芸に秀ひいでた第二王子は国王直属の近この衛え隊たい長ちようだが、今はエルネスティーヌの身辺警けい護ごも務つとめている。氷の美貌と評される彼が、肩で息をする姿は初めて見た。

　黒い騎き士し服ふくで気づきにくいが、押さえている右腕に血が滲にじみ、気配まで乱れている。

「ぐっ……魔ま物ものが──ラー、シャイが、出た、んだ」

「ラー・シャイが!?　まぁ……」

　驚おどろきで、握にぎりしめていたひばりも解放してしまった。

　鉄てつ壁ぺきの守しゆ護ご陣じんを誇る王都、それも王宮で、魔物が出るなんてありえない出来事だ。

（でも、先ほどの不協和音のことがあるものね）

　彼ほど噓うそがつけない人間を見たことがない。

　魔物と遭そう遇ぐうしたなら、濃のう厚こうな影の気配をまとっているのも納得だ。

　息を整えた彼の砂色の頭がうなだれる。

「この離宮付近で遭遇し、応戦したのだが……近衛隊だけではまるで歯が立たず……体を休めている最中にすまない。どうも、精霊がラー・シャイ化したみたいだ」

「精霊なら、仕方がありませんわ。ラー・シャイがどちらに向かったかはわかります？」

　時間を無む駄だにしないよう移動しながら問うと、遅おくれてついてくるヴァランタンが答える。

「温室の方だと、思う。部下には他の〈楽師カンタンテ〉も呼びに行かせたが、貴女あなたが一番近い。応おう援えんは来る、だからどうかそれまでは……」

「無む論ろん、騒さわぎになる前にけりをつけますわ。それよりもヴァラン、あなたのことです。わたくしが浄じよう化かして差し上げたくとも、時間が足りませんわ。……その傷、ラー・シャイにつけられたのでしょう？　案内は結構ですから、手当てを優先してください」

「だが」

「穢けがれは、肉体より心を蝕むしばむ。人の心に闇やみが巣す食くう限り、ただちに処しよ置ちすべき穢れでしてよ。すでに傷口からイヤな音がしますもの、危険ですわ」

　王家の人間は多かれ少なかれ、国の守護神たる聖フィデールの血を継ついでいる。

　そのため、魔物に対する耐たい性せいは一般人よりもあるだろう。

　だが断だん末まつ魔まにも似た、色いろ濃こい翳かげりを帯おびた旋せん律りつがかすかに聞こえた。

　魔物を生む要よう因いんは、心を持つ者ならば誰もが秘めている。魔物の歌は心を弱くするが、傷を負わされた場合、適切に処置しなければ人を害する存在になってしまう。

　二つも年下の女性に諭さとされて情なさけなくなったようで、ヴァランタンは渋々と頷うなずく。

「それが最良の選せん択たくというものでしてよ、ではのちほど」

　そう返すが早いか、エルネスティーヌは足にまとわりつく裾をたくし上げた。驚きの声をかけられた気もするが、そのまま走り出す。

　全速力で温室に向かっていると、ついてきたひばりがチルルと鳴く。

「なぁんかイヤな予感がするなー、悪い音がするなー！　うぅ、ホント最悪だぁ」

「そりゃ、ラー・シャイが現れたんだもの。神経に障さわる音もまじっていて、わたくしだって気分が悪いわ」

「……鋭するどいんだか鈍にぶいんだかわからないよね。下手に音を認にん識しきできるのも良よし悪あしかー」

　ふぅとこれみよがしにため息をつく。

　睨にらみつけてやるが、ひばりは懲こりずに続けた。

「そういう、悪いじゃないんだよー。鈍どん感かんなヒトにはわからないだろうけど！　気を抜くなよー。おれは歌に用があっても魔物はきらいだから、どっかで隠かくれてるけど！」

「…………決めたわ。今日の晩ばん餐さんには焼き鳥を出してもらいましょう、ひばりの」

　そんなやり取りをしているうちに、ガラス張りの温室が見えてきた。

　同時に、悲ひ鳴めいにも似た旋律が風に乗って流れてくると、ひばりはイヤそうな声を上げて離り脱だつしていく。

（今でも信じられないけど、ラー・シャイが現れたのはどうやら事実のようね）

　魔物特有の哀あい愁しゆうと愛あい執しゆうに満ちた音階が、絶たえることはない。

　エルネスティーヌがためらうことなく温室の扉を蹴け破やぶると、かぐわしい花のかおりが押し寄せてくる。

　深呼吸してから、ちょうど対角線上にたたずむ存在を見み据すえた。

　季節によって色を変える美しい花か壇だんは、今は白一色に染そめ上げられている。しかしある一点、まるでインクの中身をぶちまけたように黒ずんだ一帯があった。

　原因は明白だ。

（なるほど。この大きさで精霊なら、近衛隊の手には負えないわね）

　現在、イリス王国で確認されている〈楽師カンタンテ〉の数は三千にも満たない。

　そのため、近衛隊でも対魔物との戦せん闘とうに心得はあるのだが、〈楽師〉には力が劣おとる。

　魔物がまとう黒い靄もやは、高い天井まで届きそうなほど膨ぼう張ちようしていた。

　近衛隊の心に巣食う闇を吸っただけで、これほど肥ひ大だい化かするものだろうか。

（でもまぁ、応援が来る前には終われそうね）

　喉の調子もいい、すぐ片はつくだろう。

「ラー・シャイ、おまえは美しいモノがお好このみなのね。わたくしも美しいモノは好きよ」

　語りかけながら、努つとめて優雅に歩み寄る。

　魔物は精霊や妖精と同じだ。美しければ美しいモノほど愛めでたくなる。

　ただ、その愛情の発はつ露ろが正反対なのだ。

〈音律の双そう神しん教きよう〉の双神とは名ばかりで、実質の信しん仰こうは〈神しん王おう〉スヴェトリースのみ。

　兄神ザハディオーンの記述が少ないのは、二に柱ちゆうが意見の相そう違いから仲なか違たがいしたためだ。〈楽師〉のみが教わる神話では、兄神は〈魔ま王おう〉と名を変えている。

　今より神々の存在が身近だった黄金時代の終しゆう焉えんは、破は滅めつの旋律こそ至上とする〈魔王〉の出現によるものといわれている。

　地上は荒れに荒れ、無む秩ちつ序じよと化した。しかし〈神王〉が一度は退しりぞけ、地の底に追いやったものの、〈魔王〉は己おのれの正しさを証明するためにラー・シャイの魔物を生み出したのだという。

　だからこそ、魔物が発する音色はいつだって切実だ。

　身内に遠ざけられた痛み。認みとめてくれ、愛してくれと心に訴うつたえかけてくる。

「花はな盗ぬす人びとに罪つみはないけれど、枯からしてはならないわ。構かまってほしいのなら、わたくしが聴いてあげる。だから、安心して楽になるがよろしいわ」

「グルルルルルゥ……」

　不ふ意いに、例の旋律がやむ。

　魔物が大きく口を開けたのだ。その奥で青白い光の塊かたまりが滞とどこおっている。

「──アァア……ゥギ────ア──アアアアッ」

「──るるり　るるら　衣ころもは花　花は恋　恋は心　心は護まもり！」

　エルネスティーヌはバングルの小鈴を打ち鳴らし、絶ぜつ叫きようにかぶさるように歌う。

　刹せつ那な、風が吹きこんだ。まるで粉こな雪ゆきのように舞い上がった花びらが視界を覆おおえば、魔物から放たれた冷気によって凍こおりつく。

　精霊の魔物化が厄やつ介かいなのは、〈楽師カンタンテ〉のように自然を用いた攻撃を仕掛けてくる点だ。

　ぱらぱらと落ちていく氷の花びらを踏ふみ越え、エルネスティーヌはすかさず突進する。




「──無にして全！」




　今度は鋭い爪つめを振りかざされたが、絶え間なく振しん動どうする小鈴の音色が防ぼう御ぎよ壁へきを作った。




「──すべてを生みながら　すべてを失くす

　　　影ある場所より出いづる　おまえの名」




　詠えい唱しようを繫つなげるたび、額ひたいを彩いろどるムジカ石の熱が高まる。

　まず赤色の閃せん光こうが逬ほとばしったのを皮切りに、異なる光が次々と辺りを照らし出した。

　峻しゆん烈れつな赤を下地にまじり合う青、藍あい、緑。

　今度は鮮あざやかな菫すみれ色いろの光が膨ふくれ上がりかけた、その時だ。




『ァア──ナント麗うるわシキ魂たましいヨ、コレゾ美ノ象しよう徴ちよう』




　それは魔界から湧わいたように低く、瞬時に意識を断つ名剣のごとき鋭さで、けれど身じろぎをためらうほど甘い声だった。いささか不ふ明めい瞭りようだが、秘められた魔ま性しようは隠せない。

　すぐそばから聞こえてきたその声はエルネスティーヌの鼓こ膜まくを震ふるわせ、脳のうみそごと揺さぶった。意識が逸それるには充分な衝しよう撃げきに、隙ができてしまう。

「きゃ────ぐぅっ!!」

　魔物から伸びてきた黒い触しよく手しゆに、エルネスティーヌの細い顎あごが摑つかまれる。

　喉を震わそうとするも、かすれ声しか出てこない。

（まずいっ、油断した！）

　いつもの魔物だと、甘く見積もりすぎていた。

　魔物化したら忘れるはずの言葉まで話しているというのに！

　気づけば魔物の全長は縮ちぢみ、成人男性ほどの大きさしかなくなっていた。

　喉元に力が加わり、エルネスティーヌの体が持ち上がっていく。息苦しさで喘あえぎながら、とにかく手足をばたつかせた。

　そんな抵抗は無意味だと言いたげに、魔物との距離が詰つめられていく。

『捕つかマエタ、吾あガ麗シノ花嫁……我われガ見み初そメシ、人ノ娘……』

「な、にを」

　ラー・シャイの魔物を覆っていた靄が晴れ、エルネスティーヌは目を見開いた。

　精霊は大低、理性を粉ふん砕さいしかねない美貌の持ち主ぬしばかりだ。

　しかし、明瞭となった視界におさまった容よう貌ぼうは少々趣おもむきが違ちがった。

　そこには、裾を引きずるほど長いローブをまとった青年がいた。

　無む造ぞう作さに伸ばされた髪は闇色。目元は包ほう帯たいで覆われ、青白い頰を這はう蔓つる薔ば薇らの刺青いれずみは不ぶ気き味みだ。

　魔物だったモノが身じろぎすると、石の首輪から垂れ下がった鎖くさりがしゃらりと音を立てる。声をなくすエルネスティーヌの頰を、ひんやりとした指先が撫なでた。

　が、ぴりっと痛みが走る。壊え死しした長い爪に引っかかれたのだ。

『愛シテオル、愛シテオルゾ──サレバ、歌ッテオクレ。汝なんじノ嘆なげキヲ、痛ミヲ、愁うれイヲ……吾ガタメノミニ』

　寝床で囁ささやく睦むつ言ごとのように甘いのに憐あわれみを誘さそう。魔物と同じ、ひたすら希こいねがう叫さけびだ。

（影は、影はもうないはずなのにどうして!?）

　あれほど熱かったムジカ石は沈ちん黙もくし、光の包ほう囲い網もうも消しよう滅めつしている。

　こんな精霊は見たことがない。いや、そもそも精霊なのだろうか？

　苦労して持ち上げた両手で、近づく顔を押しのけながら問うた。

「お、まえは……だ、れなの。精霊、ではない、わね」

『ナント聡さとイ娘ヨ。イカニモ、我ハサヨウナ下等種族ニハアラズ。ソウ、我ハ──』

　けれど派は手でな物音にかき消されてしまう。

　複数の靴くつ音おとが駆かけこんでくると、眼前の輩やからは瞬時に黒い靄をまとう。

「プティ・エトワール様！」

　やって来たのは見慣れたヴァランタン率ひきいる近衛隊の面々と二人の〈楽師カンタンテ〉だ。

　一様に顔色は悪く、どういうことかと眼まな差ざしで問いかけてくる。

　──プティ・エトワール。

　その呼びかけで、今まで呆ぼう然ぜんとしていたエルネスティーヌも我に返った。

（こんな無ぶ様ざまな姿を見られるなんて！）

　わたくしは誰よりも美しく、誰よりも完璧で在あらねばならないのに！

　まなじりを決し、形ばかりの拳こぶしをラー・シャイに叩たたきこむ。

　よろめいただけでも、喉元の拘こう束そくは弱まった。

　すかさずエルネスティーヌは呪じゆ文もんの続きを謳うたう。

「──優しき、眠りにつくがいい！

　　　今、こ、そ──……うぅっ」

「おぞましい化け物め！　プティ・エトワール様を離はなせッ」

　呻うめけば、近衛隊の一人が果か敢かんにも斬きりこむ。しかし、簡単にあしらわれてしまう。

　続けて〈楽師〉が動きを制しようと歌うも、突風に薙なぎ払はらわれ、壁に叩きつけられる。そのいたぶりようで理解する。

（こいつ、わたくしたちで遊んでいるんだわ！）

　カッと頭に血がのぼる。なんて屈くつ辱じよくだ。

　駆けつけてくれた面々は満まん身しん創そう痍いで、エルネスティーヌの胸につかえができる。

　自分の慢まん心しんが、彼らをも窮きゆう地ちに追いやったのだ。

　諦あきらめずなんとか脱出しようともがけば、魔物はうっとりと囁く。

『ォオ、魂ガ奏デルソノ音色ノ甘かん美びナコト──汝ニ問オウ。汝ハ音ノ何ヲ信ズルヤ』

「え……」

　エルネスティーヌは抵抗を忘れ、魔物を凝ぎよう視ししてしまう。

　靄に隠れて本体は窺うかがえない。けれどその奥から、確かにじっとりとした視線を感じる。

（なんでラー・シャイがそんなことを訊きくの）

　覚えている限り、一番古い記憶の中でもエルネスティーヌは歌っていた。

　誰に教わるまでもなく、歌いたいから歌ってきた。それを人は才能と呼んだ。

　頭の芯しんがぼやけてくる。儀ぎ式しきの時しか酒は飲まないのに、酔よっているみたいに。

「……音の歌……」

　気づけば、そんなことを呟つぶやいていた。

　音の中に、歌がある。大抵、他人には理解されない。歌は音でしかないからだ。

　だからわかりやすく説明すれば、それは魂のようなもの。

　生きているからこそ、音はあれほどまでに輝き、人々を魅み了りようしてやまない。

　どれほど境きよう遇ぐうが変わろうと、エルネスティーヌは今も昔も変わらない。歌さえ響かせられれば、そう。人の世のしがらみなんて────その時、魔物が吼ほえるように笑った。

『ソウカ、音ノ声。ク、ハハハ……ナレバコソ一ツ、契ちぎリノ証トシテイタダコウ。ヨリ深キ絶望ノタメニ……』

　疑問を挟はさむ間もなく、囁きが甘い吐と息いきとなって首筋を伝った。

　そして喉元に柔やわらかな感かん触しよくが押しつけられた瞬間、全身に衝撃が走る。




「────あ、あ、あああああああああっ！！！！！」
















　ぐっと極限まで両目を開く。ヴェールがはためく音がした。

　痛みでぼやけた視界の端はしで、燃え上がる光の柱が弧こを描えがくように連なっていく。

（なに、なにが起きているの!?　わたくしになにをしたの!?）

　口を閉じたいのに、体がいうことを利きいてくれない。声を上げるたびに身近な音たちがゆがみ、ひび割れ、自身の中からなにかがこぼれ落ちていく。

　歌うつもりもないのに、歌いたくないのに、エルネスティーヌは謳わされていた。

『今ハ時ガ足リヌ……次ニ逢あウ時コソ、汝ハ地ノ底ヘトイザナワレル。迎むかエニコヨウ、吾ガ花嫁ヨ。ソレマデ魂ガママニ、嘆キヲ増ヤスガヨイ────』

　魔物が空気にとけるように消えれば、支えを失った体は倒れこんだ。

　光の残ざん滓しが、火の粉のように舞っている。両手をつくと、乱れた前髪が視界にちらつく。

　エルネスティーヌはうずくまったまま、力の入らない両手で喉をさぐる。

「わ、たくしは……」

　しぼり出した声は老ろう婆ばのようにしわがれ、艶つやがない。

　慌あわてて発音し直せば、普段の透き通った声に戻っていた。

　けれど、なにかが違う。なにかが致命的におかしい。

　癖くせで、〈楽師カンタンテ〉の証を握りしめる。何度か小声で歌い──背中がぶるぶると震えだす。

（ムジカ石が、熱くならない）

　愕がく然ぜんとするエルネスティーヌの耳に、慣なれ親したしんだ低声が流れこんだ。

　ゆるゆると首をめぐらせば、無理やり激げき情じようを抑おさえつけた青目とかち合う。

「これはいったい、どういうことなのか説明していただきたい」

「……え……？」

　ぼんやりと聞き返す。声の主──ヴァランタンは長剣を支えに立ち上がると詰きつ問もんしてきた。

「貴女は──貴き殿でんは、無傷だ。あれほどラー・シャイと接せつ触しよくしていたのにもかかわらず、貴殿に異変は見受けられない。これにはいったい、どのような意味があるのか」

「い、みとは、いったい」

「誰も声こわ高だかには口にしないが、貴殿が現在のエトワール殿より優すぐれた〈楽師〉であることは周知の事実。……そして、これまでラー・シャイが王宮に出現したことはない。考えたくもないことだが、こたびの騒ぎ、貴殿が一枚嚙かんでいるのではないのか」

　エルネスティーヌは意味がわからず、首をかしげる。

「ヴァラン、タン殿でん下か、わたくしにはなんのことだかわかりませんわ」

「ええ、そうでしょう。我々凡ぼん人じんに、プティ・エトワール殿の深しん遠えんなるお考えなどわかりようがない。……お前たち、プティ・エトワール殿を捕ほ縛ばくしろ！」

「どうして!?」

　部下たちに命令を出すヴァランタンにうろたえる。それに戸と惑まどいながらも従おうとする隊員も、冷たく見つめてくる〈楽師〉のことも──なにもかも、理解できなかった。

「千年前、我が国の守護神として遣つかわされた聖フィデール様以来、ムジカ石を虹にじ色いろに輝かせた〈楽師〉は貴殿で二人目だ。そして、並みいる〈楽師〉を蹴散らし、フィデール宗派の次期最高司祭というプティ・エトワールの称号を得た」

「それは事実ですわ。ですが、その事実がいったいなんだというの？　意味はないわ」

　周囲の空気が冷えこむ。彼は心苦しそうな表情で、けれどきっぱりと言いきる。

「もし、もしこの大陸で、ラー・シャイを手なずけることが可能ならば、それは貴殿──プティ・エトワール殿しかありえない。人の欲とは計はかり知れない。貴殿が才覚の使い道を誤あやまり、国そのものを手に入れようと画かく策さくしたところでさして不思議ではない。彼らを呼びだしたが、私たちに見つかったから、ラー・シャイに捕まっている芝しば居いをしてみせたのかもしれない」

　先ほど魔物に覚えたのと同等の怒いかりが再燃する。疲ひ労ろう感かんも忘れて立ち上がり、ヴァランタンに詰め寄った。

　エルネスティーヌは常つねにかぶっている三匹の化ばけ猫ねこを引っぺがし、痛つう烈れつに非難した。

「いくら殿下であろうと、聞き流せない妄もう言げんですわ！　わたくしは〈渓けい星せい〉の二つ名を戴いただいた〈歌姫デイーヴア〉よ、だれがそんなマネをするものかっ！　そもそも、音に比べたら国自体に屁へほどの価値もないわ！　おまえの推理とやらは的まと外はずれよ。音のなんたるかも知らない常人のくせに、わたくしを決めつけるな！　妄もう想そうならば夢の中だけでしているがいいっ!!」

「……それが貴殿の本ほん音ねか。話ならば、独どく房ぼうでゆっくりと聞かせていただこう」

「────あーあ、だぁから気を抜くなって言ったんだよー」

　事態が膠こう着ちやくしかけた時、けたけたと揶や揄ゆが降ってきた。

　場違いなほどのんきなその声は、いっそ滑こつ稽けいだ。

　張り詰めた緊きん張ちようの糸をぶった切った声の主──ひばりが窓から入ってきた。美しくさえずり、天井を飛び回る。

「精霊さまの助言を聞かないからこうなるんだよー。きみはダメな子だなー、おれがいないと真ま人間にもなれないんだから！」

「おまえこそ空気を読みなさいよ！　本当に焼き鳥にするわよっ鶏頭！　下りてこい！」

　いきり立って地じ団だん駄だを踏むと、なぜか啞あ然ぜんとした視線にさらされる。

　そんな中、ひばりがすぅと降下してきた。独特の節回しでひと鳴きし、エルネスティーヌの頭の上で羽を休める。ひばりは毛づくろいしながら、ヴァランタンに苦言を呈ていす。

「きみねー、憶おく測そくだけで物を言っちゃいけないよー。この子の肩をもつわけじゃないけど！　言葉には魂が宿るんだよー、だからこそ〈楽師カンタンテ〉は音で奇跡を起こせるんだからね！　神話にも、ちゃんと書いてあるじゃないかぁ。音は生命のはじまりだよー」

「精霊殿、よもや貴殿も本件に──」

「え、おれにまでそんな濡ぬれ衣ぎぬを着せるつもり？　おっどろきー」

　腹を立てていたエルネスティーヌも、ヴァランタンの様子がいつもと違うことに気づく。

（……ラー・シャイと精霊が相あい容いれないってことくらい知っているでしょうに）

　基本的に、ラー・シャイの魔物は破滅の旋律が形を取ったものだが、ヒトから派生した場合と、精霊や妖精が影えい響きようを受けた場合もある。

　ヒトから派生した場合、人間が魔物化することはない。悪意が具現化するか、負の感情が増して攻撃的になるだけだ。

　対して精霊や妖精は世界の理ことわりと密接に繫がっているせいで、精霊自身が魔物化してしまう。だからひばりも、温室の中までついてこなかったのだ。

　ヴァランタンの言いがかりが正しければ、ひばりは魔物化していなければ不自然である。

「……ジャン──王おう太たい子し殿下が授業を抜け出すのに先んじて、逃げ道を塞ふさいで回ったあなたらしくありませんわ。いつもの論理的なあなたは、どちらに置いてこられましたの？」

「口先で逃のがれようとしても無駄だ、私たちが目にした現実が変わることはない。……あくまで白を切るつもりなら、こちらにも考えがある！」

「……あー、こりゃ話が通じないね」

　ひばりのぼやきにはおおいに頷くところだ。

　近衛隊の騎士たちはひたすら困こん惑わくし、まごつくばかり。そこで、ひばりが再び飛び立つと、今度はエルネスティーヌの頭ず上じようをぐるぐると回りはじめた。

「〈楽師カンタンテ〉殿、あのひばりを──精霊の方を先に捕まえろ」

「ハッ、御ぎよ意いに！」

　二人の〈楽師〉は一礼すると、各おの々おのが媒ばい介かいとする楽器を取り出した。

　奏でられようとした音色を遮さえぎるように、ひばりは高らかに歌う。




「──────、────……」




　詩のない歌には黄金の翼つばさが生はえ、そのまま神々が住まうという天界にいざなっていくようだった。場違いにも聞き惚れてしまう。

　そんなエルネスティーヌを囲むように黄金の粉が降り注ぎ、閃光がまたたくと、次の瞬間には見覚えのある室内にいた。

（ひばりもたまには役に立つじゃない）

　うんと小さい頃は何度も訪おとずれた部屋だ。

　あたたかな陽射しに溢れる窓際で、青年が猫ねこ脚あしの椅い子すに腰かけていた。

　いるだけで存在感のある、嫌いや味みなく整ととのった面おも差ざしの彼こそもう一人の幼なじみ──王太子のソンジャンテだ。

　突とつ如じよ出現した人間に驚いてもよさそうなものだが、あくまで優雅に紅茶を楽しんでいる。

　いつも糸のように結ばれた、夏の森色をした目がまばたく。それから波打つ癖がついたサンディブロンドを揺らし、男らしい喉仏を上下させた。

　中身を飲み干した陶すえ圷つきをテーブルに戻し、きっちり一分は数えてから口を開く。

「おや、エスティ。君が本当に妖精だったとは驚きですね」

「…………ジャン、あなたってば相変わらずですのね」

　とぼけた返答に気が抜けてしまった。頭に止まったひばりが、ふわぁとあくびをする。

「これは大物なのか、たんなるバカなのか紙一重なクソ度胸だねー。きみ、今離宮の温室でなにが起きていたかわかるー？」

「ほう、君がエスティを避ひ難なんさせるような事態が起きている……そういうわけですね。外が騒がしいような気はしていましたが、王宮に魔物でも出ましたか。それとも、エスティに危険が迫せまったことで弟が暴走したとか？」

　どこか少年じみた青年──ソンジャンテはにこにこと笑っている。

　今は夏の終わり。彼が笑うと、室内に春が訪れたかのごとく明るくなる。一片の邪じや気きすら感じさせないのに、ほぼ正解を言い当てたのだから恐おそろしい。

「……どちらかで見ていらしたの？　頭がめでたくなければ、できない発想ですわよ」

「おや、当たりでしたか。単純な推理ですよ。エスティが婚約者に夜よ這ばいを仕し掛かけにきた解釈もできますが、用があってもなくても会いに来ない、そんな君が精霊の力を借りるだなんて想定外の出来事が起きている証しよう拠こ。ありえなそうでありえることを想像してみたまでです」

「夜這いってなにを言っておられますの！　あなたに羞しゆう恥ち心しんってモノはない、の……あ」

　取り乱したのをごまかすように咳せき払ばらいする。今はそれどころではない。

　温室でした魔物とのやり取りを口にするのは避さけ、客観的な事実だけ述のべる。

「この王宮に──その、わたくしの離宮近くで、ラー・シャイが現れましたの。それで、浄化し損そこねてしまって……」

「それだけで、俺のところに逃げこんでくるとは思えないですね」

「……逃げこむ？　わたくしが？」

　かちんときたエルネスティーヌは、素直に事情を話す気が失せ、鼻息荒らく踵きびすを返す。

「休きゆう憩けい中ちゆうのところ、邪じや魔ましましたわね！　わたくし、離宮に戻りますわ!!」

「ちょっとー！　王太子さぁ、わざとこの子の逆げき鱗りんに触れないでよー。余計なことをすると、陽だまりの王子さまじゃなくてカエルの王子さまに変えて捕ほ食しよくしちゃうよー」

「はは、ちょっとした冗じよう談だんですよ。エスティ、からかってごめんよ。ちゃんと聴くさ」

「冗談に聞こえないのよ！　まったく、あなたが陛へい下かのご子し息そくでなければ今すぐ叩きのめしているところだわっ」

　引き戻されたエルネスティーヌは抗こう議ぎしてから、勧すすめられた椅子に荒々しく腰を下ろす。

　すると、ソンジャンテは複雑な微び笑しようをのぼらせた。

「エトワール様相手でもろくに敬意を払わない君が、父上だけは素直に敬うやまうね」

「当然だ……です、わ。陛下は、わたくしの恩おん人じんよ。だからあなたとの婚約だって、陛下のご下か命めいですから受け入れましたのよ」

「これでも俺は一国の王太子で、ご婦人やご令れい嬢じようがたには人気があるんですけどね。そんな不ふ敬けいを口にして許ゆるされるのは、世界広しといえど君だけだ」

　不敬と言いながら、さして気にした素振りは見せず、とっておきのイタズラをしこんだ少年みたいに、無む邪じや気きにくすくすと笑っている。

　その楽しげな姿は、なるほど社交界で「おかわいらしい、陽だまりの殿下！　護って差し上げたいっ」と貴婦人たちに囁かれるだけの魅み力りよくがあった。

　親しみをこめた眼差しを受け、エルネスティーヌは強こわ張ばっていた肩から力を抜く。

「……よく、わからないことだらけですの。ヴァランが、わたくしがラー・シャイを引きこんだのではないのかと……王宮への反逆の嫌けん疑ぎをかけられて。そのうえ独房に拘束しろと、捕縛命令を出されてしまったの」

「捕縛命令？　……そのヴァランというのは、ヴァランタン・ル・イリスで間違いないですか？　俺の弟の？」

　常に笑っているソンジャンテが勢いよく開眼し、指を耳の穴に突っこんだ。

　こういう反応からしても、真ま面じ目めな弟とは似ても似つかない。いっそ人類の神秘を体現したような兄弟だ。エルネスティーヌは腰が引けたが、ためらいがちに頷く。

「え、ええ。わたくし、ヴァランはその一人しか存じませんわよ。このひばりのことも、共犯ではないかと勘かんぐってきて……ヴァランが、精霊とラー・シャイの因いん果が関係を知らないはずがないでしょう？　あれほど直情的になったヴァランは見たことがありませんわ」

「……確かに、わからないことだらけだ。あのヴァランが、君に対して手荒なマネに出るとは信じがたい。それ以前に、君はプティ・エトワールだ。本当に独房に入れたりでもしたら、瞬またたく間に他国に知れ渡る。せいぜい離宮で謹きん慎しん程度だろうに。……なにか裏がありそうだな」

　顎に手を当てて考えこむ姿に、エルネスティーヌは前のめりになって主張した。

「ジャン！　わたくしは、誓ちかって言うわ。身に覚えがないと！　俗ぞく世せのことに興味なんてこれっぽっちもないですし、恩人の顔に泥どろをぬったりしないわ」

「それは、わかっていますよ。他人が思うより、君が意外と義ぎ理り堅がたいことはね。……ですが、事が事です。王太子としては、公平な判断を下くださなければなりません」

「……でしょうね」

　ヴァランタンが落ち着いてから仲立ちしてほしかったが、無茶だという自覚はあった。

（わたくし、どうなるのかしら……）

〈楽師カンタンテ〉に血筋は関係ないといえど、エルネスティーヌは平民の中でも貧ひん民みん街がいの出。

　そんなエルネスティーヌの境遇を、多くの国民は単純に羨うらやむだけだ。

　けれど血統至上主義な貴族からは疎うとまれているし、同じ〈楽師〉には妬ねたまれている。

　つまり、エルネスティーヌがこんな失態をやらかしたとあれば、事じ情じよう聴ちよう取しゆや謹慎だけですむわけがないのだ。周りが黙っていない。

「早はや合が点てんはいけません。王太子としては、と常識的に言ってみたまでです。……異変が続きすぎているのが、逆に怪あやしい。エスティを疑うたがえと言わんばかりの状況ですからね。こうまでお膳ぜん立だてされると、物事を真正面から見つめる気すら失せます。俺は非常識なので」

「まぁ……じゃあ、仲立ちしてくださいますの？」

「いや？　しません。というかできません。なのでエスティには王宮を離れてもらいます」

　窓から吹きこむ風で、ソンジャンテのふわふわの髪がそよいでいる。

　今度はエルネスティーヌが耳の穴に指を突っこみたかった。

　テーブルを引っくり返したい衝しよう動どうを抑え、両手をついて立ち上がる。

「ど、どういうことですの？　わたくし、逃げも隠れもしませんわ！」

「ふふ、エスティは甘いですね。イチゴの小菓子プテイ・フールより甘々ですよ。どうせなら、投じた一石で二羽と言わず、三羽四羽と打ち落としたいではないですか。宮中の害虫をあぶり出す、またとない機会です。この状況を、有効活用しない手はありません」

「わー、こいつ一番敵に回したくないタイプだよー。ホント、ヒトってこわいよねー」

　ひばりは呆れたように鳴いている。

　にこにこ。花が飛んでいるような笑顔を浮かべて、ソンジャンテは平然と言い放った。

　エルネスティーヌほどではないが、外見と発言が見事に嚙み合わない。人じん畜ちく無む害がいな王太子と侮あなどったが最後、尻しりの毛までむしり取られそうだ。

「俺はね、エスティ。人の裏の裏をかくのは好きですよ？　特に口うるさいだけで鼻持ちならない輩の間抜け面づらは、溜りゆう飲いんが下がります。だけど、はめられる側に回るのはごめんこうむりたい。ええ、かわいい弟が相手でもない限り騙だまされてあげる気にはなれない。小うるさい蟻ありは、そうと気づかないうちに踏んであげるのが親切というもの。特に、見た目より純じゆん朴ぼくな弟を悪事に使う輩には念入りにお礼をしないと」

「……あなたが王太子なら、この国も安あん泰たいでしょうね。陛下も安心して、いつでもぽっくりと逝いけることでしょう」

「わお、君にしては珍めずらしい賛さん辞じだ。ありがたく受け取っておこう。だからこそ、エスティには隠れていてもらいます。もちろん、父上にだけは話を通しておきますから安心してください。ほとぼりが冷めたら呼び戻しますから、長期休きゆう暇かとでも思って楽しむといい」

　終始楽しげに励はげましてくれるが、エルネスティーヌは素直に喜べない。

「……本当に、わたくしを信じてくださっているの？」

　ひばりがソンジャンテを頼り、ここに飛んできた選択は最良で間違いない。

　けれど、あまりに話が上う手まく運びすぎている。〈楽師カンタンテ〉の証を握りしめた。

（……ヴァランは、わたくしに疑念を抱いたわ）

　昔は嫌っていたが、幼なじみといえる二人は別だ。

　氷の美貌と評されようと、いつだって優しかったヴァランタンのあの眼差しはこたえた。

　表情を曇くもらせるエルネスティーヌに、ソンジャンテは優しく微笑む。

「もちろん。疑う理由がない。……俺にとって、君は妹のようなものだ。弟と同じように、いつだって幸せを願っているよ」

「ジャン……」

「だからエスティ。君が約束してくれるなら、俺も護ると誓おう。この頼りない両手でも、できる限りのことをすると」

　柄がらにもなく胸が熱くなる。

「でも、ジャン。わたくし、自分に敵が多いと自覚しているつもりよ」

「ええ、その自己分ぶん析せきは否ひ定ていしません。ですが君が残ったら残ったで、うるさく合唱するカエルがいます。さすがの父上も、日ごろ溜ため続けた鬱うつ憤ぷんを晴らす貴族共を御ぎよしきれないでしょう。プティ・エトワールだからとお咎とがめがなければ、逆に父上の治ち世せいの汚お点てんになる。つまり、君の独房行きは免まぬがれない。最悪の事態です」

「結果、牽けん制せいに使っていたプティ・エトワールの醜しゆう聞ぶんによって国家間のパワーバランスまで崩れると、そう言いたいわけね。……理り屈くつはわかりますわ。でも本当に正しい選択といえるのかしら。そもそも身を隠すといっても、どちらに隠れればよろしいの？」

「……木を隠すなら森の中、人を隠すなら人の中。なら、答えは一つ」

　にやりと、口角が凶きよう悪あくな吊つり上がりを見せたのは気のせいか。ふわふわとした空気を撒まき散らすソンジャンテの緑りよく眼がんは、生まれたての小こ鹿じかのように無害そうだった。
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　楽がく術じゆつ都と市しフィデールの上空では、いくつもの花火が咲いていた。

　ラッパが吹き鳴ならされる中、大通りの四よ　つ辻つじに菖蒲イリスの花びらが降り注ぐ。

　さらに道の両りよう脇わきを出店が埋うめ尽つくし、いつにない賑にぎわいを見せていた。

　今日は国王の生誕祭でもなければ、特別な祭日でもない。けれどフィデールで暮らす人々──郊こう外がいの住民でさえ、半年に一度の公開行事を楽しみにしていた。




　そこはイリス王国に一つしかない、〈楽師カンタンテ〉の養成教育機関──聖フィデール楽がく院いん。

　大昔、王族が冬の遷せん都とのために建けん造ぞうした城じよう郭かくが基もととなった楽院で、侵しん入にゆう者しやを妨さまたげる外そと堀ぼりには水が流れていた。

　しかし、今日は違う。普段は堅かたく閉ざされている跳はね橋は下ろされ、楽しげな住民たちが行き交う。城郭に囲まれても閉へい塞そく感かんを覚えないほど広大な敷しき地ち内にある、小さな扇おうぎ形がたの歌劇場──普段閑かん散さんとしたオーブ劇場に、見物客が押し寄せていた。

　リュクシオル・ド・オリヴィエもまた息を切らし、扉とびらが閉まる寸前に劇場内へと駆かけこんだ。

　今日は半年に一度の、聖フィデール楽院の入にゆう楽がく試し験けん。

　その楽院の高等部に通うリュクシオルも、毎回この公開試験を見物していた。未来の〈歌姫デイーヴア〉や〈歌王デイウース〉となる〈楽師カンタンテ〉の誕生に立ち会えるかもしれないからだ。

　やっと見つけたスペースに体を滑すべりこませた頃、ざわついていた客席も静まる。

　真まっ赤かな緞どん帳ちようは下ろされたまま、一人の男が舞台に進み出てきたのだ。

「初めに言っておく、音はヒトの命を握にぎっている」

　身もすくむような低声が、第一声として場内を打つ。高い鼻び梁りようをまたぐように走る古傷が、男の凶きよう相そうを強調していることもあるのだろう。ホールの空気が二段階ほど冷えこむ。

（今回の受験者たちは、試験早々ツイてないな）

　左目を隠かくすために伸ばした前髪を撫なでつけ、リュクシオルは苦笑した。男は楽院でもっとも容よう赦しやないと有名な教官、ダミアン・ゴメスだ。

　厳げん格かくを絵に描いたような教官は、会場を睥へい睨げいしながら続ける。

「音とは、世界のすべてだ。この世は音によって構築され、五大元素が支配する。たとえば心臓の鼓こ動どう。これは五大元素の『火』に属し、命の脈みやく動どうそのものだ。音が途絶えれば、屍しかばねでしかない。今発している言葉もまた、音である。人を癒いやし、傷つける力がある音だ。名前とて同じこと、名がない存在は存在していないに等しい。世界に認められていない自己と考えれば、自身の名のありがたみを嚙かみしめられることであろう」

　常に簡かん潔けつに話す教官にしては饒じよう舌ぜつといえる。

　ゴメスは鬱うつ々うつとした長息を吐はき出し、力強い声で言い切った。

「元々力を持つ音に、さらなる命を宿やどす能力者──それが〈楽師〉。ゆえに惰だ弱じやくは許ゆるさない。それを踏ふまえたうえで、これより葡く萄が月つの試験を開始する！」

　緞どん帳ちようが左右に引かれはじめると、わっと歓声がはじける。

　演奏家も誰も控ひかえていない舞台の中央に置かれているのは、小さな演えん壇だん。五ご芒ぼう星せいの形に切り出されたムジカ石でできている、特別なステージだ。

　舞台の端はしにはけた教官が、まず一人目の受験者の名を呼ぶ。すると、袖そでから赤しやく銅どう色いろの髪の少女が出てきた。緊きん張ちようしているのか、両手両足が一緒に出ている。

　少女はぎくしゃくと歩みを進め、ぎこちなくお辞じ儀ぎをすると演壇にのぼった。

　教官の険けん相そうを見てしまったようで、顔色は死人の方がマシなくらいだ。

「あ、あーあー」

　少女は怯おびえたように背中を丸める。

　それでも音を取るために声を出す。この時点では、ムジカ石は反応を示さない。

　ここでの試験内容は毎回同じだ。言われることは一つ──『自分の好きな詩うたを歌え』。

　少女は体を左右に動かしながら口を開いた。




「──遙はるかなる　地平の彼方かなた」




　舟ふな歌うたを選んだようだ。玻は璃りをはじいたように、どこか神経質な歌い出しである。

　頼りなく響ひびいているが、耳の肥こえた聴ちよう衆しゆうは「おや」と思った。

　リュクシオルも感かん嘆たんする。けれど、歌に感じ入ったわけではない。




「──輝く海が　器となれば

　　　輝く星は　導みちびきとなれ」




　ぽぅと、ムジカ石の中心にあたたかな光が灯ともった。

　初めは蛍ほたる火びのようなほのかなものでしかなかった。しかし歌が進むにつれて、光が強まっていく。




「──自由な風は　軽やかに

　　　嗚あ呼あ──……」




　ひときわ甲かん高だかい声が振り絞しぼられた瞬間──内側で滞とどこっていた光が破は裂れつした！

　四方八方に散ちっていく鮮あざやかな紫むらさきは、歓かん喜きに満ちた聴衆の顔も照らし出す。

　次ついで、少女の髪から色素が抜けていく。

　赤銅色から黄金こがね色いろへと染め変わる光景は、たとえようもないほど幻げん想そう的てきだった。

　このホールで試ためされるのは、歌った時にムジカ石が光り、髪色が変わるかどうか。

　つまり、〈楽師カンタンテ〉の才能を問う試し金きん石せきの舞台なのだ。

　リュクシオルの髪も今でこそ銀ぎん灰かい色しよくだが、元々は宵よい闇やみの色をしていた。

　その後に筆記と実技の試験も待っているが、ここで門前払いされることはほぼない。

　どこの国も喉のどから手が出るほど〈楽師〉を欲している。なので、楽院に関わる費用はすべて国が負ふ担たんしていたし、入楽試験は建たて前まえとして行なわれるだけだ。

　ただし、ゴメスが試験官の場合は、一定の点数を取らなければ入楽できない。その分、彼が試験官の時に入楽した生徒の多くは優秀で、リュクシオルもまた、その一人だった。

（紫だと、属性は『水』か。だが本当の試験はこれからだな）

　心の中で応おう援えんしていると、ちょうど歌も終わり、ほとんど泣いている少女が一礼する。

　一呼吸置くと、溢あふれんばかりの拍はく手しゆで劇場内は沸わいた。

　試験はまだまだ続く。その間に何度かムジカ石が光るも、髪色の変わらない受験者は多い。そういう受験者はもう一曲歌わされるが、まずなにも起こらない。

「あーあ、また〈吟遊詩人トルバドウール〉だわ。〈吟遊詩人〉って、本当に〈楽術ネウマ〉を操あやつれないのね」

　そうこぼした女性の視線の先には、落らく胆たんする黒髪の受験者の姿があった。

〈吟遊詩人〉は〈楽師カンタンテ〉より数が多く、その分だけ腰も軽い。イリス王国だけでなく、時には他国まで散らばり、その土地の様子を詩にして国王に報告することが役目だ。

〈吟遊詩人〉も入楽は許されているが、やはり花形の〈楽師〉を志願していたのだろう。

（石が光っても、五大元素──〈楽術〉を操れなければ、資格はないからな）

　可か哀わい相そうなことだが、同情はしない。リュクシオルは眉まゆをひそめ、ため息をつく。

（どちらにせよ、今回も胸を打つ歌は聴けなかったな……）

　リュクシオルが求める歌の基準が高すぎることもあるのだろうが、不作としか言いようがない。これでは、と考えたところで最終コールが響く。

「……番、本日最後の歌い手！　イヴリーン・シラク、前へ」

　再び舞台を注目すると、黒髪の娘が袖から出てきた。

　まったく靴くつ音おとを響かせることなく、滑るように台座まで辿たどり着いた。そのあとを、ひばりのような鳥がついて飛んでいる。

　娘が着ているのは、どこにでも売っている質しつ素そなワンピースだった。その裾を持ち上げ、膝ひざを折りながら自然に身をかがめてみせる。

（どこぞの貴族の子し女じよなのか？）

　野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけ、二つに分けて編あんだ髪を垂たらした垢あか抜ぬけない印象からは想像もつかない優ゆう雅がさだ。今のお辞儀を自然にこなせる令嬢は滅めつ多たにいない。

　台座に立った娘は、どんな受験者よりも自信に満ち溢れていた。すっと伸びた姿勢に、すらりとした長身が強調される。堂々たる立ち姿には貫かん禄ろくすらあった。

　ざわっと、ホールの空気が一変するのを肌はだで感じ取った。

　そうして、「もしかして」という聴衆の期待を背負った娘は静かに開口した。




「──闇が生まれ　光が出いずる」




　その歌い出しで、席から転がり落ちる客が続出した。

　当人は気持ちよく歌っているようだが、ツッコミどころしかない。

（下へ手たくそすぎる！　なんだこの音おん痴ちはっ!?）

　リュクシオルも手すりがなければ転落していただろう。それほどひどい歌だった。

（な、なんなんだ……わけがわからないぞ……まるで瀕ひん死しのアヒルじみた、むしろ息の切れたロバ……いやいや飛ぶ鳥も失神しかねない殺人的な音痴だ！　無む駄だに情じよう感かん豊ゆたかに歌い上げているから余計に性た質ちが悪いっ）

　娘の頭ず上じようで旋せん回かいしているひばりも、心なしか遠くなる意識と葛かつ藤とうしているように映うつった。

　声量も発音も流りゆう暢ちようではっきりしているのに、上うわずりすぎて金切り声と化している。

　これほど筆ひつ舌ぜつ尽つくしがたい音痴は、もしかしたら大陸中を探したって見つからないかもしれない。耳の肥えた聴衆も悶もん絶ぜつしている。

　美意識を破は壊かい寸前の歌声は鼓こ膜まくにこびりつく。最低一週間は悪夢に魘うなされるだろう。

（だれか音痴だって教えてやれよ！　いい恥はじさらしじゃないか！）

　リュクシオルは耳を塞ふさぎながら息をついたが、目を疑う光景に仰ぎよう天てんした。




「──聖なるかな　聖なるかな！

　　　とこしえに坐まします神の王」




「うぉえええええっ!?」

　歌っている最中にもかかわらず、客席にどよめきが走る。

　教官が咎とがめるような一いち瞥べつを投げかけてきたが、リュクシオルもそれどころではない。

　彫像のようにたたずむ教官の強きよう靭じんな精神力よりも、驚きよう嘆たんに値あたいするのはその台座。

　なんと、光を発しているではないか！

「あ、ありえない……」

　呆ぼう然ぜんと見つめるリュクシオルの顔にも、場内の隅すみ々ずみまで満たす光の雨が降りかかった。

　強く発色する赤に、うっすらと青色がかぶさっている。

（半人前の分ぶん際ざいで二色なんて──それも、完全な別色で光るなんてありえない！）

　ムジカ石が発する光の色は、魂たましいの属性そのものを表す。

　一人前の〈楽師カンタンテ〉でも魂の属性と異なる色──つまり複数の属性を操るのは至し難なんの業わざだ。たとえ二色以上光っても同系統の色なのに、それが今、完全なる別色を帯びている。

　こんな音痴なのに！　会場に充満する心の叫びが一体となった頃、娘の歌は叩たたき切るように終わった。どやぁ！　という顔で、彼女はホールを見渡している。

　野や次じが飛んでもよさそうなものだが、今の歌で気力を根こそぎ奪うばわれていた。

　リュクシオルも手すりに縋すがりつき、舞台上の娘を殺意をこめて睨にらみつける。

（歌？　あれが歌なのか!?）

〈楽師〉を目指す一人として、あんな歌は認められない。

　それに、髪も黒いまま。この娘だって、きっと〈吟遊詩人トルバドウール〉に違いない。

　それでも形式上、教官は『火』を讃さん美びする詩を再度歌うようにと指示を出す。

　娘は頷うなずくと、再びあの脳みその細胞ごと消しよう滅めつさせる歌が響き渡る。

「──血染めの荊けい棘きよくに　赫あかき薔ば薇ら　焰えん火かのごとく燃え上がれ！」

「うっそ──！」

「静せい粛しゆくに！」

　とうとう教官の注意が飛んだ。観客のざわめきは最さい高こう潮ちように達していた。

（火が出た!?　噓うそだろ、なにが起きているんだ!?）

　赤々と燃える火の玉が、娘の周囲を飛び交っている。

　それは〈楽術ネウマ〉──自然を操る歌声を持つ〈楽師カンタンテ〉にしかできない芸当だった。

　黒髪のままなのに！　娘は当然といったようにお辞儀をして、舞台からはけていく。

（この楽院に、コネで入楽するヤツが現れるだなんて……）

　ぎりぃと奥歯を嚙みしめた。

　ムジカ石にどんな小こ細ざい工くも通用しないことはわかっている。けれど、この判定は間違っている。どんなからくりがあるのか知らないが、なにか裏があるに決まっていた。

「……どうせ、どうせこれっきりだ」

　リュクシオルは腹ふく腔こうに満ちた怒いかりを、ゆっくりと吐き出す。

（あんな音痴が、あのお方のお役に立てるわけがない）

　何度も自分に言い聞かせながら、オーブ劇場をあとにした。




　すぐに忘れ去られる受験者の中で、印象深い合格者となったイヴリーン・シラク。

　最後まで席を離れなかった根こん性じようのある聴衆は、この日の椿ちん事じを『葡萄月ヴアンデミエールに訪れた美意識の死神』やら『〈楽師〉の革かく命めい児じ』だのと名づけ、長いこと語り草となった。

　翌々日、リュクシオルは現実がそうそう思おも惑わく通どおりに運ばないことを思い知る。
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「首尾よく入りこめたわ」

　イヴリーン・シラクは黒く染めた三つ編みをほどきながら、鼻唄まじりに呟つぶやいた。

　あのあと筆記に実技と見事切り抜け、聖フィデール楽院に入楽をはたしたのだ。

　簡単な説明を受けたが、設備は大中小と分かれた歌劇場に礼拝堂。それから四よん棟とうを渡り廊ろう下かで結ぶ寄き宿しゆく舎しやなどを、楽がく舎しやである城郭が囲んでいるらしい。

（ま、わたくしの実力でいえば当然の結果だけどね！）

　全ぜん寮りよう制せいなのでそのまま入寮をすませたが、にしても、と室内を見回す。

　聖フィデール楽院の由ゆ来らいとなった、〈神しん王おう〉の御み使つかい聖フィデールは双そう頭とうの白鳥で降り立った逸いつ話わがある。ゆえに楽院には鳥に関連したモノが多く、校章も双頭の白鳥と音おん符ぷ。

　この部屋とてそうだ。小花模も様ようが散ちった淡たん色しよくの壁紙に、白鳥が浮うき彫ぼりにされている。

　こじんまりとした調度品も押しつけがましくない、イリス風のかわいらしい内装。

　しかし、贅ぜい沢たく慣なれしたイヴリーンの感想はただ一つ。

「この部屋、すっっっごく地味だわ……それ以前に、狭せますぎやしない？　この狭さなら、わたくしの衣い装しよう部屋の方が広いくらいだわ！　ウサギ小屋の方がまだマシよ」

「……きみ、その率直な意見は外で言わない方がいいよー」

「おまえは感じないの？　狭くて息苦しいじゃない。壁をぶち壊こわして、増築したいくらい。今は一人部屋だけど、本当は二人部屋だというでしょ。信じられない！」

「いやいやー、マジでマジで。きみ、王おう太たい子しとの約束を忘れたわけー？　人類のくせに鶏とり頭あたまだなんて悲ひ惨さんだねー、下等生物だねー」

　なぜかげっそりした様子で毛づくろいしながら、ベッドにいるひばりはけたけたと笑う。

（こいつ……近い将来、絶対焼き鳥にしてくれる）

　自然と半はん眼がんになったイヴリーンだったが、もちろん忘れていない。

「大人しくしているじゃない！　目立つなと言われたから、変へん装そうまでしているのよ？」

「その言い訳が、王太子に通じるか見ものだよねー。聴衆があんな反応したの、きみだけじゃん！　超目立ってたよ！」

「あら、そんなに目立っていたの？」

　怒ったように口ばしを鳴らされ、イヴリーンは頰ほおに手を添そえる。

　しばらく目をぱちくりさせてから深く首しゆ肯こうした。

「おまえの言いたいことが、ようやくわかったわ……ええ、目立つに決まっていたのよ。いくら変装してもわかる、この美び貌ぼう！　気品に満ちた身のこなし！　隠しようもない美声……！　ああ、わたくしったらなんて罪つみなのかしら！」

「美声、ねー。確かにいろんな意味で罪だったな」

「あのラー・シャイと遭そう遇ぐうしてから違い和わ感かんはあったけど……ムジカ石は光ったし、いらない心配だったわ。ふふ、聴衆だって感動のあまり、涙ながらに聴いていたものね！」

「きみ、視力はだいじょうぶー？　みたいな。例のうそっこ眼鏡を新調すべきだよねぇ！　まぁ……光に関しては、おれが二色程度に抑おさえてやったけどー。ていうか、あの歌声でも完全な別色が光るってことにびっくりしたよー」

　つやつやになった翼を羽ばたかせて、意味深にため息をつく。

　先ほどから含みを感じるが、ひばりはいったいなにを言いたいのだろうか。

「光るって、当然じゃないの。なにを言っているの、そこまで耄もう碌ろくしていただなんて知らなくてよ。精せい霊れいは軒のき並なみ年寄りって本当なのね」

「あ、おれムっカついたー。くけけ……きみがイヴリーンを名乗るだなんて、天変地異の前触れかなー！　イヴリーンだった頃、忘れたいんじゃなかったのかなー！」

「……おまえ……」

　こめかみがぴきぴきと音を立てる。

（こいつは本当の本当に性格が悪いわ！）

　イヴリーン──王宮に引き取られた時、歴史の闇に葬ほうむり去った本当の名前だ。

　神秘的なプティ・エトワールの名前にはいささか不向きとして、かわりにエルネスティーヌと名づけられた。この名を知るのは、実の両親を除いては国王夫妻だけだ。

　エルネスティーヌことイヴリーンは眉根を寄せ、胸むな元もとの硬こう質しつな感かん触しよくを確かめた。

「……それしか、思いつかなかったのだから仕方ないじゃない。まぁ、本当はシラクなんて家名も持たないけど……今だって、ただのエルネスティーヌだものね」

「うへぇ、いきなりしおらしくなるなよー。ま、これはおれが悪かったかな。めんご！」

「絶対、悪いと思っていないでしょ。……別に、よくてよ。わたくしが貧ひん民みん街がい出身であることは周知の事実だし、おまえたちのおかげで、あまり会話は覚えてないもの」

　イヴリーンはベッドに腰かけ、鼻から抜けるように笑うと目を伏ふせた。

　生まれて間もない頃からだろう、イヴリーンは精霊や妖よう精せいに気に入られていた。

　だから両親が口くち汚ぎたない言葉を発した時、彼らは大人になってから意味を理解しないように音を遮しや断だんしてくれた。でも、イヴリーンは知っている。

　もし王宮に引き取られるのが少しでも遅ければ、今の自分がいないことを。

（〈吟遊詩人トルバドウール〉が歌うわたくしを詩にして、陛へい下かに献けん上じようしなかったら娼しよう館かん送りだったわ）

　王宮に引き取られる六歳まで、野宿が当たり前の生活だった。

　イヴリーンが歌って稼いだ金は、すべて親の酒代に消えていった。

　毛布にくるまって眠ったり、お腹いっぱい食べられたら、不幸の先触れだという日々。

　今では内装にいちゃもんをつけられるほど、イヴリーンは恵まれている。

　それもこれも、便べん宜ぎをはかってくれたイリス国王と〈吟遊詩人〉のおかげだ。

　ベッドに体重をかければ、ぎしりと音が立つ。

「プティ・エトワールの地位に未練なんてないわ。もちろん、エトワールにだってね。でも、わたくし、真ま面じ目めに楽生を演じるわよ。罪なまでに美しいわたくしだけれど、目立たないように精一杯がんばるわ。陛下に迷めい惑わくがかかるようなマネはしない、絶対に」

「……きみ」

「ひばりも協力して。なんだったら、おまえのためだけに歌ってあげてもよくてよ」

　小鳥はつぶらな瞳で見上げてきたが、やがてゆるゆると息を吐き出した。

「歌は遠えん慮りよするけど、きみって……ホント……バカだよね。ホント、バカだ」

「まぁ、それはそれとして。問題は今よ今、重要なのは未来だけよ！　どうすればわたくしの素晴らしさを隠せるのか、建設的な知恵を出しなさ……あ、痛いっなにをするの！」

　ぐっと握りこぶしを作って力説すると、なぜかひばりが手の甲こうを嚙んでくる。

　咄とつ嗟さに振り払えば、ひばりは白しらけきったように言った。

「けっこーいい話としてまとまりそうだったのに、台だい無なしにする発言きたねー。だからきみ、口を開くなって言われるんだよー。うっかり同情しちゃったし、一生の不覚！　そもそも、きみに演技なんてムリムリ。無自覚でどうかと思う発言するしー」

「おまえの精霊らしい非常識さと比くらべたらまともな方だわ。わたくしほど、常識的な人間はいなくてよ！」

　えへん！　胸を張れば、ひばりは生温かい視線を注そそいでくる。

「自分自身の姿は、得てして正しく見えないものだよねー。ま、いいや。で？　きみはどこに編入するわけ？」

「専せん攻こう楽がつ科かは『火』で、高等部二年の……なんて楽がつ級きゆうだったかしら。ええっと、制服や授業に必要な道具はもらったのよね」

　イヴリーンはベッドに放り出していた袋を漁あさり、受け取ったモノを広げていく。

　鈴すず以外だと、日用品やささやかな装飾品は持ち出せたが、服は寝しん衣いと質素な数着だけ。

　教本や帳ちよう面めん、筆記用具はどうでもいい。問題は制服だ。

　それと思おぼしき水色を基調としたワンピースドレスは首筋を隠す意い匠しようで、膨ふくらんだ肩先から幾いく重えにも重なった袖飾りラツフルが垂れ下がり、フリルが控えめな裾すそは動きやすそうだ。

「赤いリボンと脚絆ゲートル、これは革帯ベルト？　ブローチに手袋とマント、ブーツ……礼服も兼かねているのかしら。媒ばい介かいとなる楽器は見当たらないけど、及きゆう第だい点てんをあげてもよさそうよ」

「きみってばマジ何様ー？　みたいな。楽器は卒業時に、証と一緒に授じゆ与よされるんだよ！　で、楽級はわかったわけ？　ブローチに描かれた記号を早く言いなよ、グズ！」

「おまえって鳥類は、よほどわたくしに縊くびり殺されたい願望でもあるようね。……ブローチには牡お羊ひつじを図案化した記号が描かれているわ、これがなに？」

　ふむふむと頷いていたひばりは飛び上がると、イヴリーンの肩に乗り移った。

「高等部、二年、〈白ベ羊リ級エ〉ね……ふぅん。どうやら、きみは相当前途有望な〈楽師カンタンテ〉と見なされたようだよー。あの歌を聴いて判断がとち狂くるった可能性もあるけど、こりゃ確実に目立つねー。王太子が知ったらどうなるかな、わくわく！」

「わたくしが優秀なのは世界の真理に等ひとしい常識だけれど、目立つって？　そんなわけないじゃない。十七歳として申告したから、普通の学院と同じく二年生なんでしょうよ」

「それが、そんなわけがあるんだよね！　十六歳って言うと逆にウソっぽいきみだけど」

「ちょっと、ケンカを売っているのかしら。売っているなら千倍にして買って差し上げるわよ。わたくしのどこが、十六歳に見えないというの」

　頰を膨らませると、ひばりはにこやかに否ひ定ていしてくれた。

「だいじょうぶだよー、くだらない心配だよー。むしろ、十六歳で入楽したら年ねん齢れい詐さ称しよう疑ぎ惑わくをかけられるってばー。きみ、見た目だけなら百ひやく戦せん錬れん磨まな美女に見えるし！」

「……わかっていたことだけど、おまえの物言いって心底腹立つわ……」

「ちなみに、楽がく年ねんと年齢は関係ないんだよー。言っておくけどおれ、きみより楽院に詳くわしいからね！　未熟でも上質な音が聴ける数少ない場所だしー。よく遊びに来ていたんだぁ」

　どうしてそれを早く言わない！

　殺意で両手をわきわきさせるイヴリーンだったが、ひばりは得意げに続ける。

「初等部、中等部、高等部と段階を踏むってことは知っているよねー？　初等部では〈楽術ネウマ〉の基き礎そと制御方法は学ぶけど、一般教養や礼儀作法が重要視されるんだよ」

「〈楽師カンタンテ〉は王侯貴族と接する機会が多いものね。粗そ相そうしないよう徹てつ底てい的てきに躾しつける必要があるから、妥だ当とうと言えるわ」

「そうそう、だから初等部にいる生徒は平民出だけなんだぁ。貴族の子し弟ていもいるにはいるけど、〈楽術〉の基礎と制御方法を学んだらさっさと中等部に上がっちゃうしー。おれとしては、どうでもいい楽舎かなぁ。で、中等部から一般教養や礼儀作法の授業が減る反面、〈楽術〉の授業が本格的にはじまるんだよ！　進級は試験の結果次第だけどー、高等部からはより専門的な課程を学んでいくって寸法だね」

　おちょくるために脱線するかと思いきや、至し極ごくまともな解説である。

　明日は確実に暴雨の到来だ。そんなことを思いながら、素す直なおに首をかしげる。

「そうなの。……で？　それが目立つこととどう繫つながって？　わたくしが美しいから？」

「きみの美貌なんてどうでもいいよー。高等部三年は、すべての集大成なんだよ！　就しゆう職しよくに向けた環境を作るため、目指す職別に初めて楽級が分けられる。つまり、二年ってことは卒業の一歩手前だよ？　初等部も中等部も、高等部一年だってすっ飛ばしてさぁ。注目してくれと言っているようなモノだよねー。……きみ、筆記試験でなにをやったわけ？」

「な、なにって……普通に、真面目にやったわよ」

「あー……きみ、珍めずらしく手を抜かなかったのか……どこに出ても恥はずかしくないプティ・エトワールとして教育されてきたきみが、普通に、真面目に試験なんて受けちゃったらダメに決まっているじゃん！　王宮に戻ったらゆっくり叱しかられるがいいよ！　くけけ、おーれは知ーらない」

　けたけた。まるで悪魔のようだ。ラー・シャイの魔物だってここまで邪じや悪あくに笑わない。

（さ、最悪だわ……そして、こいつは最低だわ……）

　血の気が引いていく幻げん聴ちようを聞いた気がした。

　次いで、忠告が脳内で再生される。




『まず、一つ目。〈楽師〉を隠すなら〈楽師〉の中、つまり聖フィデール楽院に入楽してもらいます。ちょうど来月──葡萄月ヴアンデミエールに試験がありますから、打ってつけの隠れ家がです。試験の時は精霊に協力してもらい、ムジカ石の光をどうにかごまかしてください。ムジカ石の光が少なければ、エスティと繫げる輩やからはいないでしょう。二つ目、くれぐれも目立たないように！　言っても無駄な気はしますが、目立っては本末転倒です。三つ目、プティ・エトワールの不在をごまかせる半年以内にけりをつけるつもりです。いいですか、エスティ。目立たないよう、影を薄うすくして、休きゆう暇かを楽しむんですよ。そして自由を知るといい、父上もそう望むはずです。きっと、君の世界が広くなることでしょう』




　一いち言ごん一いつ句く、きっちり思い出したイヴリーンはいっそ記き憶おく喪そう失しつになりたかった。

　にやつくひばりに対し、必死で自じ己こ弁べん護ごする。

「で、でも、のちのちわたくしがプティ・エトワールだと知られた場合、陛下の恥になるようなことはできなくてよ。それに、落ちこぼれなんて言われたら……」

　いったん言葉を区切ってうつむく。

　あまりにおぞましい未来予想図に身み震ぶるいした。

「た、耐たえられない……！　金食い虫だの口を開けば棘とげしかない薔薇と言われても『負け犬の遠とお吠ぼえってすてき』って悦えつに浸ひたれたけれど、落ちこぼれなんてあだ名だけは耐えられない！　斜しや陽ようのプティ・エトワールなんてたとえられた日には、わたくし……」

　がたがたと体の震えも大きくなっていく。

　顔を覗のぞきこんできたひばりをひっ捕つかまえて、ぎりぎりと締しめ上げる。

「ぐうぇっ」

「そんな日が来たら、全人類、呪のろってやるわ……わたくしだけ斜陽なんて……許さない……まとめて、不幸のどん底よ……ふふ」

「お、おれも死んだら、きみを呪ってやる……く、苦しい！　うぐぐ……」
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　聖フィデール楽がく院いんは初等部から高等部まである全ぜん寮りよう制せいだ。遅刻の心配は必要ない。

　城じよう郭かくそのものが楽がく舎しやなので、等とう間かん隔かくに配置された塔とうを区切りに、初等部、中等部、職員室や医務室に食堂などがある特別棟とう、実技棟、高等部、図書館と用途別に分かれている。

　高等部は城門近くの区画にあり、その二階が二に楽がく年ねんのフロアだ。

　入にゆう楽がく試験から二日後のその日。

　イヴリーンは一番奥の教室、〈白ベ羊リ級エ〉と彫ほられたプレートの前で待たい機きしていた。

　両肩から垂たらす編あみこんだ髪も、目元を隠かくす前髪も、そして古くさい黒くろ縁ぶち眼鏡めがねも、野や暮ぼったすぎて趣しゆ味みではない。が、イヴリーンの美び貌ぼうを隠し通すには必要な変へん装そうだった。

「朝礼をはじめる前に、紹しよう介かいする生徒がいる。……入れ」

　しばらくして中から促うながされ、扉とびらを開く。

　教きよう壇だんに立つ、険けん相そうに古ふる傷きずが走った教官──今月の試験官だったダミアン・ゴメスは、この楽がつ級きゆうの担当教官だという。

　イヴリーンは背せ筋すじを伸ばし、滑すべるように歩いた。なびく白地のマントを払い、ゴメスの隣となりに並ぶ。集まる視線に、後おくれ毛げを耳の後うしろにかけてから一つ頷く。

「初めまして。わたく──わたしは、イヴリーン・シラク。十七歳です」

　名乗った瞬しゆん間かん、ざわめきは最さい高こう潮ちように達した。その合間に、意い味み深しんな囁ささやきが聞こえてくる。

「……イヴリーン・シラクって、まさかこの間の試験で美意識に革かく命めいを起こした……」

「……聴ちよう衆しゆうに死神が頭ず上じようで鎌かまをもたげる幻覚まで見せたっていうあの、稀き代だいの音おん痴ち？」

　音痴？　なんだそれは。内心頭をひねっていると、騒さわがしい物音が耳じ朶だを打つ。

　発生源を一いち瞥べつする。物音は、椅い子すを蹴けり上げた音だった。日に透すけた銀ぎん灰かい色しよくの髪をきらめかせた窓まど際ぎわの男子生徒が、驚きよう愕がくもあらわにイヴリーンを凝ぎよう視ししている。

（まさか、知り合いじゃないでしょうね）

　同い年だろうか。腕うで利ききの名めい匠しように手がけられた彫ちよう刻こくのように、細部まで整ととのっている。かすかに残った潔けつ癖ぺきな少年らしい幼おさなさが、かろうじて彼に人間味を与えていた。

　中でも印象的なのは、猫のようにきらめく黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんだ。顔の左半分は前髪で覆おおわれているが、心臓ごと射い抜ぬくような目力に鼓こ動どうが跳はねる。

　あきらかに他の生徒と一線を画かくした雰ふん囲い気きで、ひやっとしたものの心当たりはない。険が走った猫目に胸むな騒さわぎを覚えながら、正面に視線を戻す。あとは冷静に自己紹介を続けた。

「初めての楽院生活なので右も左もわかりませんが、卒業までよろしくお願いします」

　にこりともしないで、こうべを下げる。

　話し声は大きくなる一方だったが、ゴメスの一声によって再び静かになる。

「静せい粛しゆくに。オリヴィエも着席しろ。……シラクは中央の列の最さい後こう尾び、空あいている席に座れ。周囲の生徒は慣なれるまで面倒を見るように」

　中央の列？　最後尾？　隣りん席せきと思おぼしき女子生徒が、半泣きで猛もう然ぜんと首を振っているのが見えた。いやがっているのはわかるが、気にせず近づいて椅子を引く。

　左側頭部から赤みがかった金髪を一つに垂らした少女は、かちんこちんに固まっている。

「……あなた、お名前は？」

　水を向ければ、女子生徒は椅子ごと飛び上がった。いちいち反応が大きい生徒である。

「……ミ、ミレイユ、マルソーですぅ……」

「そう、マルソーさん。しばらくお世話になりますが、よろしくね」

　棒読みになってしまったが、友好的に返せたはずだ。

　女子生徒は目をぱちくりさせてから、頰ほおを上気させて何度も頷く。

　嬉うれしそうだったのも束つかの間、なぜか怯おびえたように身をすくめる。

　いったいなんなんだ。疑ぎ念ねんは尽つきないが、ゴメスの号令で朝礼がはじまった。




　曜日を問わず、一時限目は祈いのりの授業だという。といっても一章節ほど聖せい歌かを諳そらんじたあとは、〈楽術ネウマ〉を操あやつる際に使う古ムジカ語を学んだり、発音の矯きよう正せいが主おもだ。

　編入早々当てられたが、プティ・エトワールであるイヴリーンにはどれも簡単すぎた。

　一時限目が終わり、十分休きゆう憩けいに入る。途と端たん、イヴリーンの周囲に女子生徒が群むらがった。

「シラクさんってこの間の試験の合格者だよね？　わたし、あの日の試験見てたんだ！」

「え、この間って……二日前のアレ？　まさか、初等部も中等部もすっ飛ばしてうちに入ったの!?　そんな生徒、初めてじゃない？　すごいじゃん！」

「聴衆のお一人でしたか、その節はどうも。そんな、たいしたことではありません」

　当然の結果だけどね！　本ほん音ねを隠し、折り目正しく謙けん遜そんしてみせる。

　ひばり曰いわく、入楽試験ではできるだけ早く、一人前の〈楽師カンタンテ〉を輩はい出しゆつするための工夫を施ほどこしているらしい。それぞれの楽舎で徹てつ底てい的てきに叩たたきこまれる知識が出題されるのだ。

　つまり、知識に見合った楽級に編入させることができる。効率重視というわけだ。

「やっぱり、シラクさんの専攻楽科って『火』なんだね。わたしと同じだ！」

「そうですが……なぜ、わかったのですか？」

「だって、首元のリボンが赤いじゃない！　ほら、この子は『水』だから紫だし、あっちは『木』だから青。男子は腕わん章しようだけどさ。ね、わかりやすいでしょ？」

　なるほど。高等部に上がると、魂の属性によって専せん攻こう楽がつ科かを振り分けられると聞いていたが、リボンで区別していたのか。イヴリーンは納なつ得とくした。

　魂たましいの属性もまた、五大元素に当てはめることができる。それは音から世界が創造され、五大元素──自然に支配されているからで、人間も自然の一部というわけだ。

　人格にも影えい響きようする魂の属性は、ムジカ石が強く発する光で判別できる。

　イヴリーンの場合、赤はそのまま『火』に通じていた。

　変装の自信は持てたが、面倒には変わりない。頃ころ合あいよく鳴った予よ鈴れいにホッとする。

　イヴリーンの席に集まっていた女子生徒たちも慌あわてて散っていく。

　そうして、二時限目の授業がはじまったのだった。
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（ふふっ、どいつもこいつもちょろっちょろね。わたくしにかかればこんなものよ！）

　三匹の化ばけ猫ねこを念入りにかぶり直し、イヴリーンはほくそ笑む。

　高等部二楽年は三さん楽がつ級きゆうあり、イヴリーンが編へん入にゆうした〈白ベ羊リ級エ〉の生徒数は十三人。

　どうやら少人数編成で、生徒とじっくり向き合っていく方針らしい。

　隣席の女子生徒は快かい活かつな印象とは裏腹におどおどしていたが、御ぎよしやすい分には問題ない。他の同級生もおおむね好意的である。

『きみのような味方も敵にしちゃうヒトでも、距離を置いた敬語を心がければ無む闇やみに反感は買わないと思うよー。それで袋ふくろ叩だたきにされたら、それはきみの性格の悪さが滲にじみ出たってことだから諦あきらめるといいよね！　うけけ』

　そう言われた時は癪しやくに障さわって握にぎりつぶしかけたが、ひばりの助じよ言げんを聞き入れて正解だった。

（謙けん虚きよに謙虚に、事実は言わないように気をつけて……）

　そんな風に言い聞かせ続け、五時限目。

　専攻楽科別に受ける選せん択たく授業の一つで、編入初日の授業はこれが最後となる。

　二楽年『火』の生徒全員で行なう授業で、実じつ技ぎ棟とうの一室に集まっていた。

　担当教官は無む駄だに色っぽい女性だ。石造りの部屋には結界が張られている。

〈楽術ネウマ〉を操り、『火』に関連する事象を引き起こすのが、本日の授業らしい。

　植うえ木き鉢ばちを持ってきた生徒は時季の過ぎた杏あん子ずを実らせ、金きん塊かいの生徒は溶とかしてみせ、また違ちがう生徒は室内の温度を上昇させた。すべて、歌うことで引き起こされた奇跡。

　擬ぎ似じ太陽を作り出した生徒を見て、イヴリーンは呻うめいた。

（目立ちすぎちゃいけないって、今さらだけどキツイ制約だわ）

　優秀すぎても、落ちこぼれの汚お名めいを着てもいけないなんて実に面倒だ。

　あれこれ考えているうちに、イヴリーンの番がやってきた。なぜか耳みみ栓せんをつけはじめる生徒が幾いく人にんかいたが、気にせず部屋の中央まで進み、深呼吸をする。




「──燃ゆる裾すそ野の　降り立つあなた」




　ただたんに歌うだけでは、〈楽術〉は操れない。自分がどうしたいのか、なにをしたいのか、確かつ固こたる形けい象しようを抱いだかなければならない。まず、脳のう裏りに描えがいたのは雄お々おしく広げられた翼つばさ。それは赤々と燃え、見る者に吉きつ兆ちようを予感させるに違ちがいない。

　一時限目の聖歌は口パクですませていたが、いざ歌い出すと雑ざつ念ねんが消えていく。

　腹ふく腔こうに取りこんだ息を吐はき出し、高く伸のびやかな声を意識して発した。

「──燃ゆる雙そう翼よく　慈いつくしみのこ……」

「あんっ。やめて、やめてちょうだい！」

　へ？　突とつ如じよ上げられた制止に、イヴリーンはきょとんとする。

　女教師はお尻しりを振りながら、つかつかと近づいてきた。

「あなぁた……噂うわさのイヴリーン、シラクちゃんね～？　試験では印象づけるための表現法だったのでしょうけどぉ、今はそんなことをしなくていいのよぉ！　真ま面じ目めにやらないと、出入り禁止にするわよ～」

「あの、充分真面目に歌っているのですが」

「それで!?　真面目っ？　あなた……真面目の言葉を履はき違えているわぁ。真面目に歌って、どうしてあんな調子はずれな音が出るのよぉ！」

　調子はずれなってどういう意味だ。

　思わず眉まゆをひそめたが、女教師は気づかなかったらしい。ただ気き鬱うつそうに首を振る。

「ふぅ、あなたはもう歌わなくていいわぁ。戻ってちょうだい！　これ以上聴きいていたら、あたくしの脳細胞が死んでしまいそう。次の人、どうぞ～」

　その指示に、隣にいた男子生徒が進み出てきた。そうなると、大人しく従うしかない。

　壁かべ際ぎわに戻る最中、沸わいた笑声が背中を追ってくる。嘲ちよう笑しようだ。爪つめが掌てのひらに食いこんだ。

（なんなの……ヤブ教師の分際で、このわたくしに歌うなと言うなんて！）

　こんな侮ぶ辱じよくを受けたのは、生まれて初めてだ。歯を食いしばって嵐あらしが過ぎるのを待つ。

　女教師の解散の合あい図ずに〈白ベ羊リ級エ〉の教室に行こうとしたが、進行方向に邪じや魔まが入った。

　凜りんとした鋭するどい香りが鼻先をかすめていく。うつむいた視界に、さっとマントが広がった。騎き士し服ふくとは少し違う、乗馬服に似た制服は男子生徒のモノだ。両前の薄うす青あおいジャケットは詰つめ襟えりで、白いズボンに黒革のブーツを履いている。腕わん章しように入った絵え柄がらは牡羊。

　同級生？　視線を上げると、あの黒瑪瑙オニキスの隻眼とかち合った。

　挨あい拶さつの時、睨にらみつけてきた男子生徒だ。

　イヴリーンより幾いく分ぶんか小こ柄がらなのに、見下ろされている気分を味わう。

「……どいて、いただけますか」

　不ふ快かい感かんを抑おさえこんで言うと、相手は銀灰色の短髪を揺ゆらして眉をひそめた。

　耳によくなじむ、気持ち高めだが澄すんだ声だ。

「断る」

「どうして──」

「僕が、お前を気に喰くわないからだ。わからないか？　……イヴリーン・シラク、お前の存在そのものが不ふ愉ゆ快かいなんだ」

　必死に平静を装よそおうが、自分でも表情が険けわしくなっていくのがわかった。

　不愉快はこっちのセリフだと、普段なら言い返すところである。

　しかし、先ほどと同様に耐たえた。今、一生分の忍にん耐たい力りよくを使い果たしているかもしれない。

「今は重要な時期なんだ。お前のような不真面目な人間がいると、生徒の士し気きが下がる」

「不真面目だなんて、そんな。わたしは真面目に」

「どれほどちやほやされてきたのか知らないが、僕がはっきりと言ってやろう」

　少年は一呼吸置くと、口の端はしを吊つり上げた。

「……下へ手たくそなんだよ。お前のような音痴が、どうして合格できたのか理解に苦しむ」

「へたくそ？」

　思いもよらない発言に虚きよを衝つかれる。苛いら立だちも霧む散さんしていった。

　理解できない。けれど、遠巻きにして残っていた生徒たちが「あーあ」と囁く。

「おいおい。オリヴィエ、なにもそこまではっきり言ってやらなくてもさぁ」

「でも事実だよね。音痴でも、〈楽師カンタンテ〉の卵になれるってビックリみたいな」

「ていうか、あんな音痴で封ふうじられる魔ま物ものなんているわけ？　封じられるとしても、それって魔物も聞き苦しい歌ってことじゃ……ある意味、音痴に夢を与えているけど」

「……へた……くそ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

（この子たち、耳がおかしいの？）

　確かに、ひばりはムジカ石の光を調整した。しかし、歌声には一切関与していない。〈楽師〉の才能は魂に宿やどるのだ。たとえ精せい霊れいであっても、どうこうできるわけがない。

「へたくそ……へたくそだなんて、どなたに言っているのですか？」

　拙つたなく言い募つのれば、全員が顔を見合わせた。その中で代表して、少年が鼻を鳴らす。

　腹立たしいことに、嫌いや味みなほど様さまになっていた。

「お前のことに決まっている、イヴリーン・シラク。一流の〈楽師〉になるため切せつ磋さ琢たく磨ましているところに、お前のような音痴がいるのは耳みみ障ざわりだ」

「まさか、わたし……？」

「さっきからそうだと言っているじゃないか、お前の耳は腐くさっているのか。どうりで、恥はずかしげもなくあんな歌を披ひ露ろうできるわけだ」

　蔑さげすむ眼まな差ざしを受けた瞬間、脳内からソンジャンテの底知れない笑顔が搔かき消えた。

　今度こそイヴリーンの自制心が吹っ飛び、だんっ！　と足を踏ふみ鳴らす。

「このわたし──わたくしに向かって、おまえはへたくそと言ったの？　へたくそは、おまえの方よ！　たかが半人前が、わたくしの歌を評価すること自体、おこがましいっ。よくもそんな大おお法ぼ螺らを吹けたものだわ、身のほどを知るがいい！」
















　声を荒らげると、気の毒そうに見ていた生徒たちの顔色が一気に敵意に染そまる。

　少年は頭が痛そうにこめかみを揉もむ。

「この楽院は貴き賤せん問わず、すべてに平等だ。お前が、外でどんな地位についていようと関係ない。身の程を弁わきまえるのは、お前の方だ。貴族の物もの見み遊ゆ山さんなら、とっとと退たい楽がくしろ」

「なんですって!?　このっ」

　胸むな倉ぐらを摑つかんでやろうと詰つめ寄ったが、運悪く教官たちがやって来てしまった。

　なかなか終礼に戻ってこない生徒に痺しびれを切らしたのだ。ここは引き下がるしかない。

　しかし教室に戻り、終礼が終わっても、イヴリーンの興こう奮ふんは冷めやらなかった。




　寄き宿しゆく舎しゃの部屋で、イヴリーンは怒いかり狂くるっていた。

　豪ごう快かいに引きちぎった枕まくらを壁に叩きつけ、地じ団だん駄だを踏む。

「なんなの!?　どういうことなの！　音痴だなんて、へたくそだなんて──生まれてこの方、一度も言われたことのない単語だわ！　あの野や郎ろう、ぶちのめすっ」

「…………わー、初日でこれとか。ある意味、予想通りの展開だなこれ……」

　被害に遭あわないよう、離れた場所で飛んでいるひばりがチルチルと悲しげに鳴く。

「どうでもいいことだけど、言葉が乱みだれているよー」

「言葉!?　今、それがハトのフンほどにも役に立って!?　耐たえるんじゃなかった、耐えるんじゃなかった！　一分早くブチ切れていたら、あの野郎の横っ面つらに拳こぶしを叩きこめたのに！　おきれいな顔をぼっこぼこにできたら、さぞかし気分がよかったはずなのに！」

「いやいや、苦労して矯正したの忘れたわけー？　きみが引き取られたのは六歳だったけど、まー汚い言葉が飛び交っていたからねー。刷すりこみってこわいね、マジこわいよー。あの時代に巻き戻ったら、きみの大切な国王さまもがっかりするんじゃなーい？」

　軽い物言いだが、暴走を食い止めるには充分だった。深呼吸を繰くり返して頷く。

「そ、そうね。陛へい下かを悲しませるわけにはいかないわ。…………でもっやっぱりっ耐えられないぃい！　公衆の面前で、あんな辱はずかしめを受けるだなんてぇ……わたくしの才能を妬ねたんでいるにしたってひどすぎてよっ」

「あー、それね……音痴ね、音痴。あー……なんて言えばいいのかなー」

「まさか……おまえ、隠していることがあるの？　ぺろっとげろっと吐き出しなさいっ、さあ！　鳥なんだから反はん芻すうは得意でしょ！」

「ぐうぇっ」

　イヴリーンはスツールを土台に跳ちよう躍やくし、見事捕ほ獲かくしたひばりの首を適度に絞しめた。

「う、うー！　だから苦しい、んだって！　死んだら呪のろうぞー！　精霊さまの呪いはこわいぞー！　おれをイジメたら祟たたられるぞー！」

「笑えない冗じよう談だんだけど、素直に話せば解放してやるわ。ほら、早く言いなさい。その羽をむしって枕にされたいの？」

「ぐぐぐ……言わなかったけどー、あの一件以来、歌う時の声が衰おとろえたんだよー」

　噓うそをついているとは思えない声こわ色いろに、両手だけでなく全身から力が抜ける。

　へたりこむイヴリーンの目の前に降り立つと、憐あわれむように言った。

「有あり体ていに言えば、そう。音痴ってことだねー。きみはいつも通り歌っているつもりでいたけど、ご自じ慢まんの音感はめちゃくちゃ！　自分の声だけ正常に認にん識しきできないみたいだよ」

「……だから……おまえ、わたくしに歌えとねだらなくなったのね」

　突きつけられた現実は、あれやこれやと腑ふに落ちることばかりだ。

　一度意識してみれば、当たり前だったものがなくなっていた。太陽の讃さん歌かも、風の笑い声も、星々の子守唄も、いくら耳を澄ましたってなにも聴こえない。

　あれほど音で満ち溢れていた世界が静かだ。

（必要な時以外、世界の音に耳をかたむけなくなっていたから……）

　世界の音とは、人間でたとえれば心の声のようなもの。そんなものを常に意識できるわけがない。

　だからといって、今まで気づかないなんて！　愕がく然ぜんとする。

　音は──歌は、イヴリーンのすべてだ。

　民衆の期待通りに歌えなければ、本当にただの『観賞用の陶磁人形ビスクドール』でしかない。

　心にぽっかりと空あいた穴を埋うめるように、震ふるえる手を胸元に添そえた。

　行き当たった硬こう質しつな感かん触しよくに、少し落ち着く。

（じゃあ、あの生徒たちの思い上がった評価の方が正当だったってこと？）

　この場合、思い上がっていたのはイヴリーンか。だが、誰が歌声が衰えたなどと想像する？

「わたくし、の体は……喉のどは、どうなってしまったの？　〈楽術ネウマ〉は操れるのに！」

「それは、おれもびっくりしたね。光を調整していなかったら、きみは試験でムジカ石を四色に光らせていたよー。もちろん、完全別色のね！」

「それじゃあ、どうしてっ!?」

　たまらず叫さけべば、じっと見つめてくるひばりに気づく。

　探さぐるような眼差しは、例の特異な魔物を想起させる。

　そうだ、心当たりがあるとすれば──滑なめらかな喉元をさすり、ハッとした。

（そういえば、わたくし、しゃべれないはずの魔物の問いに答えてしまったわ！）

　精霊が魔物化したとばかり思っていたが、なにからなにまで普通ではなかった。

　音の歌──そう答えると魔物が吼ほえるように笑い、この喉元に口づけた。

　その瞬間確かに、なにかが壊こわれていく音を耳にしていた。そこから導みちびき出される答えとは。

「じ、自じ業ごう自じ得とくなんてしゃれにならないじゃない……！　なんてことなの、うっかりラー・シャイの問いかけに答えた対価が音痴……!?　ラー・シャイの分際で、わたくしの類たぐい稀まれなる美声を奪うばうなんて図ずう々ずうしくてよ。だれの許可を得たというの、極きよつ刑けいよ極刑！」

「それ、うっかりどころじゃないよー。あと、心の声のつもりかもしれないけど、普通に口に出しちゃってるからねー？　……ふぅん、代だい償しようとして奪われたってわけか」

　真性の音好きであるひばりのことだ。もっと騒ぎ立てるかと思えば、反応が薄い。

（おかしいわ、まるで半なかば予期していたみたいな口ぶりじゃない）

　しかし冷静なひばりを見ていると、興奮していたイヴリーンもつられて落ち着いてきた。

　プティ・エトワールの地位に執しゆう着ちやくはない、それは紛まぎれもない本心だ。

　王おう太たい子しの婚約者の座だって、どこかの令れい嬢じようにくれてやってもいい。

　しかし、誰よりも美しく響ひびかせられる声だけは譲ゆずれない。

　この歌声があったから、どんなことにも耐え、反はん骨こつ精せい神しんで生きてこられた。

　貧民街の汚い罵ば声せいも、実の両親の所しよ業ぎようも、生まれが卑いやしいと見下げる輩やからの視線も。

　自分の意思で棄すてたならまだしも、魔物に奪われたなんて我が慢まんならない。

（なにより、陛下に幻げん滅めつされたくない。陛下が知ったらなんて……）

〈楽師カンタンテ〉としての力は衰えていないようだが、へたくそだと罵ののしられるとわかっている歌は披露できない。一人の歌い手として、自じ尊そん心しんが許さない。

　そうだ。嘆なげいたところで、なにも変わりはしない。ならば、すべきことは一つだけ。

「……歌声を、取り戻さなくてはならないわ」

　ひばりを見み据すえれば、意外そうにまばたいている。

「同一個体のラー・シャイと、もう一度遭そう遇ぐうできる確率はいかほどだと思う？」

「……ほぼ、絶望的じゃない？　でも、さ！　ほら、プティ・エトワールを降ろされたって、〈楽師〉としてのセンスが特出しているのは間違いないんだし」

　少し口早に、ひばりは事実だけを述のべる。

　安っぽい慰なぐさめを並べられたら腹立たしいだけだったろう。イヴリーンは苦笑する。

「でも、用済みと見なされるでしょうね。貴族の子し女じよでないわたくしに、汚名を晴らす機会は永遠にめぐってこない。身に覚えのない罪ざい状じようで獄ごく中ちゆう死しなんて笑えなくてよ」

　用済みと言えば、このひばりとてそうだ。

　基本的に、精霊はヒトという種族を下に見ている。精霊と比べたら遙はるかに若い種だからだろう。それでも、彼らは〈楽師カンタンテ〉の才能だけは衒てらうことなく愛めでる。

（こいつも、わたくしから離れていくのかしら）

　イヴリーンの歌声に惚ほれこんだから、文もん句くを言いながらそばでさえずっていたのだ。

　それが失われた今、ひばりが協力する理由はない。

「仮にそうなっても、大衆が黙だまっていやしないよ。どういうことだって大神殿や王宮に詰めかけるはずさ。国民は、猫をかぶったプティ・エトワールしか知らないんだしぃ」

「そう、そうね……〈楽術ネウマ〉は操れるのだから、音痴だって自分で直せるに違いないわ。そうしたら、ラー・シャイを探さずにすむものね」

「音痴を直す？　……ぷぷっ」

　すかさず気道を狭せばめてやろうと手を伸ばせば、さっと避よけられた。

「とにかく！　明日から音を勉強し直すわ。今までこういう風に歌いたいと願えば、自分の思い通りに歌えたの。歌いたければ気負うことなく、ただ口を開けばよかった……それだけで、わたくしの求める音は手にできた」

「ま、否ひ定ていはしないかなー。……にしても────きみ、絶望しないんだ」

「絶望？　する必要がどこにあるというの？　思えば、記号は記号でしかなかった。知識だけで、実じつ践せんしたことはなかったのよ！　わたくしが知っているのは〈楽術〉であって、音楽ではなかった。だから学べば、きっと音痴は直るわ。そうでしょう？　それに……」

　そこでいったん言葉を区切り、キッとまなじりを決した。

　実技棟での出来事を思い出せば、よりいっそう活力が漲みなぎってくる。

「あそこまでバカにされて──それも歌のことで──引き下がったら、わたくしの名が泣くというものよ！　なんとしてでも鼻をあかしてやる。あいつの吠ほえ面づらを拝おがみ、跪ひざまずかせるまで、わたくしは諦めないわ。ええ、諦めるものですかっ絶対に！」

「おれがあーんな暑いだけで退たい屈くつなオアシスから出てきて、やっと見つけた原石なんだから、まぁ足あ搔がいてもらわないと困こまるよねー！　その迂う闊かつさは世界的損害、私刑相当の罪深い所業だけどぉ！　ところで、筋金入りの負けん気の強さはわかったけど、勝算はあるわけー？」

「わたくしのような野生児よりカタツムリに芸を教えこむ方が簡単だとのたまった、あのいけすかない行儀見習いの講師を跪かせたのはだれだと思っているの。この、わたくし。〈渓けい星せい〉の二つ名を戴いただく歌姫たるわたくしに、不可能なんてないわ！」

　歌で努力したことはなかったが、それ以外では苦労の連続だった。

　だからこそ、己おのれの美しさが誇ほこらしい。それらはたゆまぬ努力の末に手に入れたものだからだ。

（そうよ、音痴だって直せる。わたくしなら！）

　方針が決まれば邁まい進しんしていくのみ。イヴリーンはふんぞり返り、高笑いする。

「今に見てなさい！　あの野郎がひれ伏ふす姿を拝ませてあげる、おーっほほほほ！」

「……ホント、きみの心臓、どうなってるわけ？　毛でも生はえてるの？　なんかおれ、気き遣づかったのがバカらしい気分だよー。ていうか、もはや猫をかぶる気もないよねきみ？」

　呆あきれたように鳴くひばりが、いずこかに旅立つ気配はない。

　わずかな安あん堵どを滲ませた吐と息いきをついてから、明日の準備をするために動き出した。
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　それは十年も前の話、からりとした陽気の夏のある日。

「はやく！　はやく走らないと乗り遅おくれちゃうぞ！」

　笑う兄きよう弟だいに手を引かれ、少年は刺し繡しゆう花か壇だんの間を駆かけ抜ける。

　向かう先は大だい理り石せきでできた離り宮きゆう、大アトリノン。

　ある人物を出で迎むかえるため、父王は本ほん殿でんから移動していた。

　数日前のことだ。恒こう例れいの宮廷演劇バレ・ド・クールが催もよおされた際、一人の〈吟遊詩人トルバドウール〉が譚歌バラードを献けん上じようした。




「──幼おさな子ごよ　黄金の翼つばさを生はやして

　　　幼子よ　星のきらめき抱いて

　　　幼子よ　汝なんじは御み使つかいのごとく

　　　幼子よ　すべてを癒いやし赦ゆるし謳うたふ」




　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、〈吟遊詩人トルバドウール〉は熱心に歌い上げる。各地の様子を事務的に報告することの多い〈吟遊詩人〉の中で、彼は冷めやらぬ興こう奮ふんに酔よいしれていた。

　その詩にいたく関心を示した国王は、国境沿いのさびれた町で歌う少女のことを知る。

　そうして今日、離宮にある玉ぎよく座ざの間で、少女と謁えつ見けんできるように段取りを整ととのえたのだ。

　遊び盛りの少年たちは数多くの抜け道を知っている。

　離宮に辿たどり着いた二人は誰にも見つかることなく、衝つい立たての後ろから謁見の様子を窺うかがう。

　細長い玉座の間の、畏かしこまった最さい奥おう部ぶ。

　鮮あざやかな葡ぶ萄どう色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれた高台に並ぶ二脚には、国王夫妻が座っていた。

　その両親と向かい合って、宰さい相しように付き添われた少女が立っている。

　宰相の陰かげになっているため、面おも立だちはよく確認できない。それでも頭にスカーフを巻いた小鳥を乗せ、背中から流す豊かな髪が淡あわい金きん糸しであることはわかる。

　王族以外だと濃こい髪色が多いイリス人にしては珍めずらしい。

　体格のいい国王は窮きゆう屈くつそうに腰かけたまま、宰相に穏おだやかな緑りよく眼がんを向けた。

「宰相よ。その娘が、例の歌い手なのか」

「左様です、陛へい下か。この通り、ムジカ石によって見事な髪色に変わりました。それも、別色で三色も光らせて」

「まことか!?」

　国王は身を乗り出し、少年たちも息を吞のんだ。

　初めてムジカ石に触ふれて、そんな奇跡を起こす〈楽師カンタンテ〉は類るいを見ない。

「私も宮廷に上がった時分以来の感動を覚えました。あのような壮観な光景は、そうそうお目にかかれないことでしょう。……陛下のご期待に添そえるはずです」

「そうかそうか。……娘よ、近ちこう寄れ」

　優しく促うながされても、少女はじっとして動かない。

　宰相に背中を押されて、やっと進み出た。

　少年より年下だろう。雰ふん囲い気きは荒すさんでいるが、ヘーゼルの瞳ひとみだけは特別だった。

「余よはフレデリック・ル・イリス、この豊ほう穣じように恵まれし大地を任まかされた王である。そなた、名をなんと申す？」

　国王を仰あおいだ少女の目は生きている。少年は、その鮮せん烈れつさに心を奪うばわれた。

　少女が発した金糸雀カナリアがさえずるような声も、耳に届かない。

　今まで顔を合わせたことのある貴族の子し女じよは、みんな人形のようだった。

　けれど、少女は違う。その目が雄ゆう弁べんに物語る──こんなところにはいたくない、と。




「──面おも白しろい話を小耳に挟はさんだんですが、隊長もすでにご存知ですかねぇ？」

　友人の声で追つい想そうから青年は覚さめた。

「…………今は休きゆう憩けい時間だ。その薄うす気き味み悪いしゃべり方はよせ」

　王宮にある、練兵場の片かた隅すみ。青年は手て拭ぬぐいで汗をぬぐい、顔をしかめる。

　それを受けて、士官学校時代からの友人である腹心が笑う。

「おーおー、今日も機嫌が悪いねぇ。そんな無ぶ愛あい想そうじゃ男前が台だい無なしだぜ、兄弟？」

「この顔は生まれつきだ。……それで、面白い話とはなんだ」

「俺の妹が聖フィデール楽がく院いんに通かよってるって知ってるよな？　なんでも、葡萄月ヴアンデミエールにとんでもねぇ音おん痴ちが入にゆう楽がくしたみたいでな。しかも飛び級しまくって、妹と同じ高等部二年！」

「つい先日ではないか。だが……高等部二年？　音痴が、か？」

　音痴はもとより、そこまで飛び級した例など聞いたことがなかった。

「知らなかったのか？　最近、暇ひまなド腐ぐされ貴族共の間で持ちきりの話題だぜ？　……なあ、ヴァラン。お前、少し休んだ方がいいんじゃねぇか？　麗うるわしのプティ・エトワール様の件を気にしているのはわかる。でもよ、あのお方が──」

「黙だまれ」

　抜ばつ刀とうし、その切っ先を腹心の首筋に添える。睨にらみつける青年に、友人は息を吞む。

「箝かん口こう令れいを忘れたのか。それ以上口を開けば、近衛このえ隊たいの副隊長といえど拘こう束そくする」

　殺気を発散させてから、青年は我われに返る。遠巻きにしていた部下たちの凍こおりついた視線に、ここが練兵場だと思い出した。鎧よろいをかち鳴らして踵きびすを返す。

「ヴァラン……！」

　案じる呼び声から逃のがれるように、青年は近くの雑ぞう木き林ばやしに飛びこむ。

（私はおかしい）

　プティ・エトワール──その尊そん称しようを聞くだけで、青年は冷静でいられなくなった。

　行方ゆくえをくらます原因となった事件は、国王によって箝口令が敷かれている。

　しかしラー・シャイの魔ま物ものの出現は秘されても、彼女は良くも悪くも目立つ存在だった。職務を放ほう棄きしていることで、様々な憶おく測そくが飛び交っている。

　一部の反プティ・エトワール派が動いている、というまことしやかな噂うわさまで流れていた。

　彼女を追い出すつもりはなかった。なのに、考えるより先に体が動いてしまうのだ。

　しかも、友人にまで矛ほこ先さきを向けるとは！　今の自分はどうかしている。

　打ちひしがれる青年の、その影。

　おぼろげな人の形を模かたどっていた黒影が蠢うごめき──影が、身を起こした。




『手ニ入レタイノデアロウ』




　青年の背後にたたずむ影は、耳元でそっと囁ささやいた。びくっと肩が揺ゆれる。

『ナニユエ、己おのれハ手ニデキヌノカト考エテオッタノデアロウ』

　奇妙にこもって響く、ざらついた低声。陰いん鬱うつとした魔ま性しようは隠かくしようもない。

　青年は再び腰に手をかける。〈祝福フエリシテ〉を授さずけられた長剣に斬きれないモノはない。

　けれど、いくら斬っても消しよう滅めつしない。まるで、人の心の闇やみのように。

『刻限マデ、アト二年──成人シテカラデハ、全テガ遅シ』

「黙れッ！」

　迫せまりくる影に、顔色を失った青年は肩で息を吸う。

　剣は構かまえたままでも、柄つかを握る手は震えていた。

　そうだ、あと二年。彼女が成人したら、兄と婚儀を挙あげる。二人に恋愛感情はないと、ずっと見てきた青年は知っている。だから耐たえられると思った、けれど。

　兄は婚約者の一大事だというのに、一家全員で近々開かれる、三年に一度の大競演会グラン・コンクールに参加すると言って譲ゆずらない。なぜ、兄なのだろう。兄でなければならない、理由は？

『手ニ入レタクバ、邪じや魔ま者ものハ踏ふミ潰つぶシテシマエ。虫ケラヲ全テ薙なギ払はらエ。サスレバ、手ニデキル。汝ダケノモノ。吾あガタメノミニ歌ウ、人形トナル……』

　まばたきすら忘れた青年に、影から伸びてきた黒い靄もやが触れる。刹せつ那な、体の震えはおさまった。かわりに鮮やかな青色の双そう眸ぼうから光が失われ、膝ひざから崩くずれ落ちる。

　影は横たわる青年を見下ろし、吼ほえるように嗤わらった。

『聖フィデール……ナルホド、人トハ小こ賢ざかシイ。少々探さぐリヲ入レヨウカ』
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　葡く萄が月つになると日の出が遅くなるため、朝でも辺りはまだほんのりと薄うす暗ぐらい。

　初日は最後の最後で失態を演じてしまったが、イヴリーンは翌日も普通に登校した。

　初等部や中等部に比くらべれば、寄き宿しゆく舎しやから楽がく舎しやまでの距離は短い。

　さほど足をくたびれさせることなく、〈白ベ羊リ級エ〉の教室に到着したのだが────

（……だれかが扉とびらに張りついているわね）

　眼鏡めがねの鼻び梁りようを押し上げ、目を疑うたがった。後ろ姿は不ふ審しんきわまりなく、そわそわしている。

　怪あやしかろうが近づいていくと、正体は隣りん席せきのミレイユ・マルソーだとわかった。

（なんでしゃがみこんでいるわけ？　呼吸も荒いし、病気？）

　しかもよく聞き取れないが、ぶつぶつと何事かを呟つぶやいている。

　話しかけたくないけれど、どいてもらわないと教室に入れない。

「マルソーさん、おはようございます。入ってもよろしいでしょうか」

「えっ！　……ぎゃんっ、痛い！」

　猫をかぶって声をかければ、慌あわてて立ち上がったミレイユはつるっと足を滑すべらせた。

　後頭部を打ちつけて悶もだえる彼女をしばらく眺ながめてから、邪魔なので強ごう引いんに立たせる。

　ぽかんとする彼女の横を通り過ぎ、扉を横に滑らせるようにして開けた。

　誰も来ていないと思ったが、窓際の席に人影を見つける。あのいけすかない少年だ。

　相手も入室したイヴリーンに気づいたようで、これみよがしに顔をしかめてくれた。

「まだ退たい楽がくしていなかったのか」

　読んでいた本を閉じ、鼻を鳴らす。

　それを見て、こめかみがカッチーンと気持ちのいい音を鳴らした。

　ひばりがいたら「口調、口調！」と騒さわぐだろうが、寄宿舎の部屋にいるはずだ。通つう楽がく鞄かばんを席に叩たたきつけて微笑ほほえむ。

「ごめんなさいね？　あまりに小さすぎて、視界に入らなかったの。わたくしの顔を見たくなければ、おまえが退楽するとよろしいわ。そうしなさいよ、お、チ、ビ、さ、ん？」

　本当はそばで見下ろしてやりたかったが、相手のこめかみもぷっつんときたらしい。

　それはそれは険悪な目つきになったが、イヴリーンは痛快だった。

　そっぽを向いて、鞄から取り出した教本や帳ちよう面めんを机の中にしまっていく。

　無言の圧力をすべて無視しているうちに、他の同級生も続々と登校してくる。

　しかし、周囲の反応が昨日きのうと違ちがう気がした。

　正確には少年に啖たん呵かを切ったあとから、心なしか空気が冷え冷えとしているような？

（逆によかったわ、関わられても面倒だし）

　どうせ王宮の問題が片づくまで──いや、音痴を直すまでの付き合いである。

　今日から音楽の勉強をし直すというのに、構われたら逆に迷めい惑わくだ。

　周囲の注目を心地よく浴びながら、朝礼がはじまる時間を待つことにした。




　昨日の出来事が尾を引いているのか、〈白ベ羊リ級エ〉を受け持つゴメス以外の教師はイヴリーンに歌わせようとはしなかった。イヴリーンの番になっても、すっ飛ばしてしまうのだ。

　一人の教師は「うう、葡萄月ヴアンデミエールの悪夢が……貴女あなたの歌を聴いていると、自分の音感まで死に絶たえそうです……もうすでに狂くるい、今日も悪夢がー！」と喚わめいていた。

　なんて失礼なヤツだ。ただ昨日と違い、自覚しているので鷹おう揚ように振る舞える。

　二日目の授業も無事終わり、イヴリーンは予定通り図書館を訪おとずれた。

　高等部の隣となりの区画まるごと図書館なので、蔵書の数も半はん端ぱではない。

　適当に本を見み繕つくろい、ひと気のない席を陣じん取どる。日当たりがいい、絶好の場所だ。

「あの子たちが思い上がった態度を取っていられるのも今のうちだもの。少しくらい夢を見せてあげたって罰ばちは当たらないわ」

　なんと寛かん大だいなことか。イヴリーンは独ひとりごちり、喉のどの奥で笑う。

（音痴が直った暁あかつきには、自ら跪ひざまずきたくなること請うけ合あいよ）

　悦えつに浸ひたっていると、開放された窓から見慣れたひばりが進入してきた。

「きみ、二日目で化け猫を引っぺがすって早すぎるよー。ホントに味方を敵に変えるなんて、全方位敵製造機だね。よ、高こう慢まんちき！」

　第一声から嫌いや味みとはさすがである。

　ぴーちくぱーちくとさえずる口ばしを強制的に閉じさせ、イヴリーンは微笑んだ。

「枕まくらが破れて困っていたの。おまえのふかふかの羽毛で、新しいのを作ろうかしら？」

「邪じや悪あくすぎて、おれは言葉もないね」

　他愛ない拘束から逃れたひばりは、疲つかれたようにぼやく。

（……どうして、私のところに来たのかしら）

　部屋に戻っても、もういないかもしれないと思っていたひばりは、相変わらずそばを飛び回っている。人の気も知らないで、のんきに。

　口を開きかけ、すぐに閉じる。死んだって言いたくないと、違う言葉を舌に乗せた。

「今、楽がく譜ふを読んでいるの。こうして見ると、今まで自分の歌いやすいように編曲していたことがわかって面白いわ。この譜面通りに歌うと、別物になりそうよ」

「きみ、詩を一読しただけで自由に歌っていたからねー」

「ええ。まずは、楽器で音階を覚える必要があるわ……音感を鍛きたえ直さないと」

　楽譜と睨めっこしながら答えれば、ひばりはなぜか笑った。

　そのあたたかな眼まな差ざしはなにかを思い起こさせたが……居い心地ごこちが悪い。

「……なによ？」

「べっつにー。にしても、なんのために音感だけ奪ったのかねー。力ごと取り上げた方が、魔物にとったら都合がいいだろうに」

　ひばりがもっともな疑問を口にする。

　確かに、その行動は得心がいかないことばかりだ。あのとき魔物にいろいろと話しかけられたが、こもって響ひびいていたため、こうも日数が経たってしまうとよく思い出せない。

（ラー・シャイらしく、絶望にこだわっていたのは覚えているんだけど……）

　楽譜から意識を引き剝はがして考えこんでいると、ひばりもうんうんと唸うなる。

「あの日の音はおかしかったし、他にも……あー、魔物の思考なんてさっぱりだ！」

「……そうね」

　かすかに笑い、目を伏ふせる。あの日のラー・シャイの魔物は、本当に特別だった。

　いつもなら伝わってくる想いが、一片も理解できなかったのだから。

（ラー・シャイのこと、わたくしはきらいではないのだけれど）

　人に言えば反感を買うとわかっているので、一度も言ったことはない。

　それでも、魔物のことはきらいではなかったのだ。だって彼らは────

「まぁ魔物のことはどうでもいいやー。音階を覚えるなら、打楽器でも借りた方がいいんじゃないのー。きみ、寮りように置いてきた鈴すずしか持ってないでしょ」

「やっぱり、そうするしかないわよね。借りるとしたら、早く職員室で申しん請せいしなきゃ」

　最近のひばりは真っ当なことばかり言うから調子が狂う。

　毒気を抜かれながら席を立ち、受付にあった貸し出し表に書きこみに行く。

　残すは、職員室の関門だけ。こうして、イヴリーンの図書館通いがはじまった。




　目立ったつもりはないのだが、日が経つにつれて視線も倍増している気がした。

　あのいけすかない少年の眼差しも、よりいっそう刺とげ々とげしい。

　普通の神経をしていたら、ここまでの敵意にさらされれば自主退楽、よくて不登校を選んだかもしれない。しかし、イヴリーンの心臓は超合金だった。

（わたくしの失脚を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていた陰いん険けん貴族に比べたら、かわいらしいものだわ）

　獅し子しが猫になってじゃれついている、その程度の認にん識しきである。

　その中で唯ゆい一いつ、ミレイユだけが普通に接してきた。ただし、かなり逃げ腰で。

「あ、あのっ！　シ、シラクさん、って、鳥を飼かってるって聞いたけど、種類はなに？」

　休み時間、ミレイユはそんなことを訊たずねてきた。頰は真っ赤で、今にも倒れそうだ。

　いつもそんな調子なので気にせず、イヴリーンは次の授業の教本を出しながら答える。

「ひばりですが、それが？」

「ひばりってすごくか、かかかわいいよね！　鳴き声を擬ぎ音おんで表すのは、ちょっと難しいけど……あ！　あ、あたしもね、ふくろう飼ってるの！　すごく小さくて、毛がふさふさしているのっ。よく、お母さんの手紙を届けてくれる賢かしこい子なんだ！　く、首が回ってね、今にもねじ切れそうなのが面白いの！　こう、ぽろんって」

「……ねじ切れる……ぽろん……」

　危うく想像しかけ、頰が引きつるのを感じた。

　ミレイユは愛くるしい風ふう貌ぼうに反し、なかなかにえげつないことをよく言う。

「そ、それで、その……っ！　こ、この間、あ、あたし……あたしをお、起こして……」

「やべ！　マルソー、よけろっ」

「へっ…………ひぎゃん！　……う、うう……ひたい……」

　しくしくと泣き出したミレイユの頭には本が載のっている。

　そばの通路を通っていた男子生徒が落としたのだ。

（あんなに高く積み上げて運んでいたら、そりゃ落とすでしょうよ）

　ミレイユが一日数度、不運に見舞われるのはいつものことだった。

　なにか言いかけていたようだったけれど、予よ鈴れいが鳴ってしまう。

　聞き返すのはやめて、イヴリーンは次の授業に意識を移すことにした。




　その日は六時限目まであり、終礼と同時に教室を飛び出す。

　行き先は図書館。昨日借りた本は読み終え、感かん銘めいを受けた部分を帳面に書き写した。

　司書に参考になりそうな書物を薦すすめてもらい、さらに選別するためにあの特等席へと向かう。抱かかえていた書物と通楽鞄をいったん置いて、再び探しに行く。

　聖歌の解釈本と音痴矯きよう正せい本ぼんを見つけ、席に戻り──啞あ然ぜんとした。

「イヴリーン・シラク!?」

　引っくり返った声を上げたのは、最初にケンカを売ってきたあの黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんの少年だった。

　人の気配に煩わずらわされないこの一帯で、生徒を見かけたのは初めてだ。席自体は離れているのだから、無視すればよかったのに失敗した。彼はばつが悪そうに口を開く。

「……そこに積まれた本、お前が出したのか」

「ええ、そうですけど。それがなにか」

　表情を変えずに淡たん々たんと返せば、相手はむっとしたようだった。

「お前はケンカ腰でしか話せないのか。とんだ礼節もあったものだな」

「今までのご自分を、鏡でごらんになるとよろしいです。そうすれば、あなたの口は貝のように賢く閉じていられることでしょう」

　引き返すのも癪しやくなので、さっさと座る。

　頭に血がのぼらなければ、この通り演技を続行できるのだ。ひばりに見せてやりたい。

　近くの存在を亡なき者と扱い、一冊ずつ斜め読みしていく。

　ソンジャンテは半年と言っていたが、もっと早くに騒そう動どうが鎮ちん静せい化かする可能性だってある。

　そうなった時、かつてのように歌えなければ意味がない。時間は有効に使うべきだ。

　一通り読み終えたイヴリーンはため息をつく。

「ふぅ……役に立ちそうな記述って少ないわ。いくつか戻さないと」

　眉み間けんを揉もみ解ほぐしながらぼやき、はたと気づく。少年のことをすっかり忘れていた。

　首をめぐらすと、ぽかんとした少年は、二十冊ほど積み上げた本に視線を注そそいでいる。

「……なんでしょう？」

「戻すって、お前……それ、全部……読んだのか？」

「ある程度は。目的がはっきりしていれば、自分に必要かどうかの区別はつきます」

　いけすかない相手の間抜け面づらに気分がよくなったので、素直に首しゆ肯こうした。

　それから、広い窓を確かめる。外は暮れることなく明るいが、夕方の五時頃だろう。

　椅い子すを引いて立ち上がり、不要な書物を片づけに行く。

　珍ちん獣じゆうを観察するような目つきの少年の横を通り過ぎ、寄宿舎への帰路についた。
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　葡萄月ヴアンデミエールの悪魔、美意識の死神などと陰かげで噂うわさされた女じよ楽がく生せい、イヴリーン・シラク。

　彼女が編入してから一ヶ月、高等部では知らぬ者はいない有名人である。

　大抵の教師は、彼女の扱いに手をこまねいていた。

　抜き打ちの小試験だろうが、ほとんど満点を叩たたき出す。減点になるのは、音感が絡からむ問題ばかり。音おん痴ちでも、知識の豊かさは本物だった。これほど扱いづらい生徒はいない。

　しかしその非常識な音感が、彼女に『劣れつ等とう生せい』の烙らく印いんを押していた。

　リュクシオル・ド・オリヴィエもまた、彼女への対応に頭を悩ませていた。

　本人は知らないのかもしれないが、やはりなにか抜け道を使って入にゆう楽がくしたとしか思えなかった。

　シラクなんて爵しやく位い持ちの家は確認できなかったが、そんなものはどうとでもごまかせる。

　貴族の令れい嬢じようなら裏口入楽も可能だろう、そう思ったのに──

（今日も図書館にいるのか）

　意い図とせずかち合って以降、リュクシオルは遭そう遇ぐうしないよう細心の注意を払っていた。

　放課後の図書館でもっとも静かな席を見ると、いつだってイヴリーンが座っている。

　休きゆう憩けい時間も熱心に読書する姿を見てきて、彼女への印象が少しずつ改まってきていた。

　彼女が感情的に反論してきたのは、編入初日にリュクシオルが非難した時と、その翌朝だけだ。基本的に物静かに、ごく真面目に授業を受けていた。

「このことを弟に知られたらなんて言われるか、考えただけでぞっとするな」

〈楽師カンタンテ〉になるため家か督とくを譲ゆずったしっかり者の弟を思い出し、本ほん棚だなの陰に隠かくれて嘆たん息そくした。きっと「兄様は意外と猪ちよ突とつ猛もう進しんなので困ります」と真顔でたしなめるに違ちがいない。

　優等生と言われているリュクシオルだが、過去には何度か謹きん慎しんを食らっている。それらはすべて、自覚の足りない生徒との諍いさかいが原因だ。

〈楽師〉のことになると、どうにも怒いかりの沸ふつ点てんが低くなってしまう。

　深すぎる思い入れから、いい加減な態度が許せない。特に、今は否いやが応おうでも神経質になってしまう時期。実際、イヴリーンの出現で多かれ少なかれ生徒たちに気のゆるみが生じていた。

「年度末の大競演会グラン・コンクールまであと二ヶ月、か」

　三年に一度、各楽がく舎しやで開かい催さいされる演奏会。

　最優秀賞に輝いた生徒は『プルミエ』という称しよう号ごうを得て、〈歌姫デイーヴア〉や〈歌王デイウース〉と同じステージに立てる特典がつく。

　たとえ相手がエトワールやプティ・エトワールという遠い存在であっても、『プルミエ』になれたら指名できる。普段の成績が悪かろうと、大逆転だって夢ではない。

　運も実力のうちだが、悔くいは残したくない。だから、イヴリーンが気に入らなかった。

　リュクシオルは普段前髪で隠している左目に触ふれる。

　こちらの目は、なにも映うつさない。領地に出現したラー・シャイの魔物による後こう遺い症しようだ。

　その時、助けてくれた当代のプティ・エトワール──〈渓けい星せいの歌うた姫ひめ〉エルネスティーヌ。

　あの運命の日から、リュクシオルの願いは一つだけ。

（家族の反対を押し切って、やっとここまで来られたんだ。絶対に結果を出してみせる）

　両親はダメ元で送り出してくれたのだろう。けれど魔物に傷つけられ、プティ・エトワールの讃さん歌かを間近で浴あびたことで、なんらかの作用が働いたらしい。結果はこの通り。

　この力は、プティ・エトワールから与えられた。だから、彼女のためになにかしたい。

（希望が通るかわからないんだ、せめて共演したい）

　リュクシオルの進路は何年も前から、一流の〈詩人バルド〉一いつ択たくだ。

　ちなみに、そもそも〈楽術ネウマ〉を操あやつれない〈吟遊詩人トルバドゥール〉とは別物である。

〈詩人〉の役目は、詩を捧ささげることで〈楽師〉の力を強め、護まもること。

　そのため、〈楽師〉は〈詩人〉と二人一組ツーマンセルで行動する。

　ただ、これは賭かけだ。〈詩人〉は重大な任務に就つくことが多い〈歌姫デイーヴア〉たちに優先的に回されるものの、肝かん心じんのプティ・エトワールは単独行動を好むと聞く。

（それでも普通の〈楽師〉より、〈詩人〉の方がそばに行ける確率は高い）

　恩返しをしたい。その情熱だけで、リュクシオルは〈詩人〉を選んだ。

　努力家はきらいではない。自分もかくありたいと望む姿だ。真面目に取り組む相手を貶おとしめるなんて、褒ほめられた行こう為いではない。けれど、それが演技だったら？

「……判断するのはまだ早いか」

　もう少し様子を見ようと考えこんでいたので、忍しのび寄ってきた存在に気づけなかった。

「オ、オッオオオオォオオオオ」

　類るい人じん猿えんの雄お叫たけびのような野太い声に飛び上がる。体ごと向きを変えて、ますます驚おどろいた。

「……マ、マルソー？　今の声、お前のなのか？」

「う、うん。オッゥオリヴィエ……くんっ！　って言いたかったの」

　どうしたらそんな嘔おう吐としているような発声になるのか。

　ミレイユ・マルソーの挙動が不ふ審しんなのはいつものことだ。

　今もそうだが、常つねに小動物のように震ふるえている。それが一いつ生しよう懸けん命めいでかわいいと、友人たちは騒さわいでいたが、リュクシオルには理解できない感覚だった。

「あの、あのね、あたし、その……ず、ずっと言いたかったことがあって……」

「は、言いたいこと？　選択授業の課題のことか？　それならお前は『水』で専せん攻こう楽がつ科かは違うし、僕じゃない方が」

「じゅっじゅじゅ授業のことじゃなくて！　その、あたし……う、うう……あたし……」

　とび色のつぶらな瞳ひとみがうるうると潤うるみ、うつむいてしまう。

　切せつ羽ぱ詰つまっているのは間違いないようだし、リュクシオルは気長に待ってやることにした。

「あの、一年前……一楽年の時！　助けて、くれてありがとう……って言いたかったの」

　必死の形ぎよう相そうで何度もつっかえながら言うと、ミレイユは溢あふれた涙をぬぐって笑う。

　一年前？　リュクシオルは首をひねった。確かに同じ楽がつ級きゆうで、進級した時期も同じだったが、なにかあっただろうか。

「あ、あたし、こんなんで……うっううじうじ虫みたいだから……みんなと、折り合い悪くて……それでホントのことを言われてた時、オ、オゥリヴィエくんが庇かばってくれて」

「庇う……ああ、あの時のことか」

　寄き宿しゆく舎しやの陰で難なん癖くせをつけられているミレイユを助けた覚えはある。だが……

（僕もその時、いろいろと言った気がするんだが）

　今日は助けたがいつでも助けられると思うな、言いたいことがあるなら時間がかかろうと言葉にしろ、彼女たちの言い分にも一理ある、誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようではない部分を糧かてにしろ、などと好き放題に言ってから立ち去った。はたして、庇ったといえるのかどうか。

「感謝されるようなことはしていない」

「で、でもね、あたしが甘えていたのって、ホントだったから……あたし、十人兄きよう姉だいの末っ子で……なにか言う前に理解してもらえて。頭ごなしに言われると地中深くに埋うまりたくなるけど、オ、オリヴィエくんの指摘はわかりやすくて……！　それで、あの時の女の子たちとね、腸はらわたを引きずり出すような感じで腹を割って話したら……友達になれたの」

「マルソー……」

「あっあたし！　友達、できないって思っていたんだ。夢が叶かなって、嬉うれしくて……オリヴィエくんのおかげだから、お礼を言いたいってずっと……でもなかなか、言えなくて」

　しゅんとうなだれる姿は、叱しかられた仔こ犬いぬのようである。友人たちの言う通り一生懸命だ。

　リュクシオルはフッと鼻から抜けるように笑い、静かに目を伏ふせる。

「そうか、なら礼を受け取っておく。……友人が、できてよかったな」

「う、うん！　……オ、オリヴィエくん、さっきからなにを見ていたの？」

　ひょいっと本棚から顔を出し、ミレイユは目をぱちくりさせる。

「あ、シラクさんだ。シラクさんってお、大人っぽくてカッコイイよね。背も高くて！　じゅっ十七歳になったら、あたしもあんな風になれるかな」

「……マルソーはシラクが苦手ではないのか？」

「えっ！　ど、どうして？　シラクさん、いい人だよ。挨あい拶さつやお礼がちゃんと言える人は、いい人だってお母さんが言ってたよ！」

　きらきら。そんな純じゆん粋すいな目で見られると、自分が悪いことをしたみたいで居い心地ごこちが悪い。

（勘かんぐる僕が悪いのか？　なんだこの理り不ふ尽じんな罪悪感は）

　貴族社会を知っているせいで、裏を読むのはもはや癖くせだ。

　疲ひ労ろう感かんで肩を落とせば、ミレイユがさらに問いかけてくる。

「シ、シラクさんに用が……あるの？　編へん入にゆうしてきた日も、ずっと見ていたよね？」
















「……よく覚えているな」

「えっ!?　う、うぉおお……違うのっ！　べっつに、二十四時間監かん視ししていたいとか！　同じ空気を吸いたいとか！　微み塵じんも思ってないからっ！　写真だって隠かくし撮どりなんてしたことないから！　あとだって尾つけたことないしっ」

「……シ、シラクをか？　それは……なんだ、が、がんばれよ？」

　とんでもない暴ばく露ろを聞いた気がする。ドン引きしていると、ミレイユは床に突つっ伏ぷした。

「違うのぉおお！　ああああっ助けて！　あたしを助けて！　ザザちゃん、コレットちゃん、あたしの口を塞ふさいでぇええっ。窒ちつ息そく死しさせてぇええ」

　さらにはがんがんと額ひたいを打ちつけだした。怖こわすぎる。

　とりあえず他の閲えつ覧らん者の迷めい惑わくになるのでやめさせようとしたが、狼ろう狽ばいしている間に誰かが背中をつつく。振り返れば、恐おそろしい顔つきをした鬼女もとい司書が立っていた。

「……別室まで、来てもらいましょうか？」

「はい……」

　有う無むを言わさぬ笑顔に、二人は頷うなずくしかなかった。
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　霧月じゆうがつに入ると、曇くもりがちで雨天が多くなる。

　その日も鬱うつ陶とうしい雨が降っていて、じめじめしていた。

　イヴリーンは休み時間になると羽根筆を揺ゆらし、本を読んでいた。二に拍びよう子しのテンポを体に叩きこむためだ。そのうち目の前がかすんできて、口くち許もとを隠してあくびする。

「ふわぁ……眠い……」

　遅くまで打楽器を鳴らしていて、最近は寝不足気味だった。

　美容の大敵でも、音痴の烙印を押した不届き者を見返すためなら苦にならない。

　目元をこすっていると、机にできた影に気づく。顔を上げて、目をしばたたいた。

「イヴリーン・シラク」

「……おま──あ、なたは確か」

「リュクシオル・ド・オリヴィエだ」

　名乗りからして貴族か。聞き覚えのある家名だが、確か外務省の大臣にいたような？

　猫に似た黒瑪瑙オニキスの隻眼がこちらを見下ろしていた。頰ほおは強こわ張ばり、大隊を率ひきいる将校のように険けわしい顔つきだ。身み構がまえていると、形のいい唇くちびるが開いた。

「僕はまどろっこしいのが嫌いだ。だから単刀直入に訊きく」

「え？」

「〈楽師カンタンテ〉は一種の高い社会的地位を示せる。だからこそ、僕はなんらかの仕し掛かけがあると考えた。……お前は、本当に、実力で入楽したのか？　実力だと言うならば、それをプティ・エトワール様に胸を張って誓ちかえるか」

「プティ・エトワール？　……なぜ、わたしが誓う必要があるのです」

「濡ぬれ衣ぎぬなら、お前の名誉に傷をつけたことを詫わびるためだ。……誓えないのか？」

「ああ……その謝罪でしたら結構です。聞きたくありません」

　プティ・エトワールだと隠して入楽試験を受けた時点で、すでに反則ものである。

　そもそも、謝ってもらいたいのはそんなことではない。

（わたくしの音痴が直らなきゃ、謝られたって意味がなくてよ）

　謝られただけで根本的な問題が解決するなら苦労しない。

　イヴリーン・シラクは音痴──それが常識のように語られるのは我が慢まんならない。

　そんな称号を許すくらいなら全員まとめて音痴になるよう呪のろってやる。

　だがその答えに、リュクシオルだけでなく、なぜか周囲の人間まで目をひん剝むいた。

　男子生徒の一人が詰つめ寄ってくる。

「お前……ホント、何様のつもりだよ!?　聞きたくないだって！」

「おい、これは僕の」

「……だれが謝罪を要求したのです？　そんな押しつけがましい謝罪なら、ますますいりません。どうぞ、お引き取りください」

　音痴が直った暁あかつきにはまとめて跪ひざまずかせてあげるわ！　そんな本ほん音ねを隠し、あくまで穏おだやかにご遠えん慮りよ願う。

　しかし、男子生徒の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おはますますか細くなったらしい。

「訳知り顔で俺たちを見下しているようだが、音痴がなにをやったって音痴なんだよ！」

「な、なんですって!?」

「いくら頭がよくたってな、音痴の〈楽師カンタンテ〉なんざだれも使わないね。お前、存在価値がないんだよ！」

　存在価値がない──イヴリーンの顔色が変わったことに気づいた相手が調子に乗る。

「二楽年まで飛び級しようが、現実は変わらねえ。落ちこぼれのくせにッ！」

「だからっやめろ！　これは僕と、シラクの問題で……」

「リュークだから言わせてもらうぜ。これはもうお前だけの問題じゃねえ。だれもが思っていたことを、たまたまリュークが代弁しただけさ！　ここにくるまで、どんだけ苦労したと思ってんだ。大競演会グラン・コンクールも控ひかえてるっつーのにこんな音痴と、一緒くたにされるなんて我慢ならねえよ！……なんでだよ。俺のダチだって、こいつほどじゃねえが味はある声でムジカ石を光らせたさ。だが、今ここにはいねえ。……地元に帰ったんだよ、この意味がわかるか!?　なんでこいつだけが特別なんだ、おかしいだろ！」

　そんなことは知らない。おまえたちの勝手な都合だと……そう、言えたらよかった。

　実の両親には大量の金貨と引き換えに売られて、王宮に引き取られた。その王宮でも危険だから、この楽がく院いんに隠れろと指示され。その楽院では、耳みみ障ざわりだと疎そ外がいされている。

　王宮で向けられた悪意とは、また別種の感情の奔ほん流りゆう。

　たんなる中傷ではない。叶わぬ夢に破れ去った者たちの悲しみでもある。

（わたくしは、どこにも身の置き場がない）

　ソンジャンテの指示がない限り、退たい楽がくはできない。

　彼らの心を慮おもんぱかるより、国王に疎うとまれたくなかった。しかし、今のイヴリーンは求められた姿だろうか。本当に瑕か疵しのない、完かん璧ぺきなプティ・エトワールだろうか。

（違う、わたくしは……わたくしは、本当は……）

　胸元に手を当て、深呼吸する。〈楽師〉の証あかしの感かん触しよく。大丈夫、ちゃんとここにある。

　だからなんてことないと自己暗示をかけた、その時だ。甲かん高だかい声が割りこんだ。

「や、やめてよ！」

　今まで隣となりで縮ちぢこまっていたミレイユが立ち上がる。歯を食いしばって、懸命に涙をこらえていた。関わりたくないとばかりに遠巻きにしていた女子生徒が慌あわてている。

「ミ、ミレイユ？　大声なんか出して大丈夫!?　アンタ、肺活量が足りないのに！」

「ア、アルマンくんの、言いがかりだ、よ！　シラクさんは、見下してなんかない！　シラクさんは毎日、毎日すごく勉強してるんだから！　あっあたし、知ってるんだからっ……べ、別に毎日は見てないけど！　貸し出し表に、いっぱい名前だって書いてあるんだよ！　あっ伝え聞いただけだけど！　努力って、見せつけるものじゃないでしょ。隠れたところで、シラクさんはが、がんばって……がんばって……うぅっ」

「オ、オイ、マルソー泣くなって！　俺が悪いみたいじゃねえか！」

「なんで、そんなこと言うのぉ……みんな同じ、〈楽師カンタンテ〉の卵なのにぃいい！　卵なんて叩たたき潰つぶしたらみんな同じなのにぃい。腐くさった卵も卵なのにぃいい」

　最後はもう支し離り滅めつ裂れつだが、張り詰めていた教室の空気が一いつ瞬しゆんにしてゆるんだ。

　身みも世よもなく泣きじゃくるミレイユを、女子生徒総出で慰なぐさめにかかっている。真っ先に声をかけた女楽生など、アルマンとやらに猛もう然ぜんと抗こう議ぎしていた。

（な、なんなの）

　自分をよく見せたいがための演技なのかもしれない。

　今までの経験から、物事を素直に受け止められなかった。

　それでも崇すう拝はい者しやでもない、同年代の同性に庇われたことは生まれて初めてだ。

　口を開いたが、なにも出てこない。微び妙みような雰ふん囲い気きのまま休み時間も終わり、三時限目の授業を担当する教師がやって来てしまう。群むらがっていた生徒も素早く席に戻る。

（ミレイユ・マルソー、か）

　そして、リュクシオル・ド・オリヴィエ。

　見当違いではあったが、あれほど腹を立てていたのに謝罪を考えていた。

　そもそも音痴と言ってきた時だって、陰口を叩かず直接ぶつかってきた。

　この〈白ベ羊リ級エ〉は、良くも悪くも真まっ直すぐな生徒の集まりらしい。

　イヴリーンは制服の胸元を摑つかんだ。どうしてか、息苦しくて仕方なかった。




　終礼が終わっても、イヴリーンは図書館には向かわなかった。

　楽舎の柱ちゆう廊ろうを、ゆったりとした足取りで歩いていく。染せん髪ぱつしているので、雨に濡ぬれると落ちる可能性がある。その懸け念ねんさえなければ、この時季の雨はきらいではなかった。

「聞こえない、なにも聴きこえないわ……」

　ぽつりと呟つぶやいた。

　イヴリーンが求めているのは「ぽつんぽつん」なんて音ではない。雨の声だ。良いことが起きるのか、悪いことの先さき触ぶれなのか、いつも教えてくれた──そんな音を求めている。

　世界を満たす美しい旋せん律りつが今も聴こえていれば。そう思わずにはいられない。

（ラー・シャイ……これがおまえの望んだこと？）

　力そのものではなく、音感をゆがめ、歌声の美しさだけを奪ったのは、この感傷を与えたかったからなのか。ああ、一刻も早く音感を取り戻さなければ。

　イヴリーンは顔を上げた。今日は寄宿舎に戻って、ずっと打楽器を叩いていよう。ひばりをいじれば元気が出る。そう思って踵きびすを返すと、キレのある大声で名を呼ばれた。

「イヴリーン・シラク！」

　目を丸くした。視線の先に、間違えようのない容よう貌ぼうの少年が息を切らしていた。

　乱れた呼吸を整ととのえると、背筋をぴんと伸ばす。そうすると均整の取れた小こ柄がらな体たい軀くが大きく見えた。ブーツの靴くつ音おとも高らかに近づいてくる。

「先刻の詫びがしたい」

「……謝罪は、結構と言ったはずです」

「疑ぎ惑わくを撤てつ回かいしたつもりはない、ただ教室で切り出すには不適切な話題だった。その点に関してだけ、自分のために謝りたいだけだ。だから、謝罪を受け取れ」

「…………あなた、上から目線だってよく言われません？」

「生あい憎にくと言われたことはない。お前の見方がひねくれているんだ」

　そのすまし顔に、イヴリーンは絶句する。

　間違いない、こいつは貴族の子弟だ。良くも悪くも育ちのよさが表れていた。

「……あいつの言い方は悪かったが、真理を言った。傷つきたくないなら、早々に退楽した方が身のためだ。これは、僕なりの善意で言っている」

「善意？　悪意の間違いではありません？　余計なお世話というものです」

「ふん。大たい言げんを吐はくだけなら、だれでもできる。バカにされたくなければ、せいぜい鍛たん練れんを積むことだ。じゃあな」

　皮ひ肉にくげに唇をゆがめ、小バカにするような一いち瞥べつを一つ。

　そうして、少年──リュクシオルは颯さつ爽そうと立ち去った。

　その小さな背中が完全に見えなくなってから、イヴリーンも息を吹き返す。

（む、か、つ、くー！）

　なにあいつなにあいつ！　憤ふん然ぜんと地じ団だん駄だを踏ふむ。嫌いや味みったらしいことこのうえない。

　これだから貴族は！　体中に八つ当たりじみた怒りが充満していく。

「なにあの目！　せいぜいですって？　いい度胸じゃない……このわたくしに挑ちよう戦せん状じようを叩きつけることが、いかに無む謀ぼうか。なにがなんでも思い知らせてやる……！」

　こうしちゃいられないわ！　肩を怒らせたまま踵を返す。

　数分前まで寂せき寞ばくとしていた視界が、今は明めい瞭りようとしている。

『廊ろう下かは走るな！』そんな張り紙を無視して、イヴリーンは図書館までひた走った。
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　売られたケンカを倍返しにしてやろうと心に決めてからふた月、もう霜月じゆういちがつ。

　音程がズレているとかそういう次元の音おん痴ちではない、とは誰もが言った。

　ある時は、拍ひよう子しを測定する振り子を何時間も凝ぎよう視しし続けたこともあった。

　またある日は気弱な教師をひっ捕つかまえ、歌を聞かせたりもした。

　大抵は夢の世界に旅立って魘うなされたり、やめてくれと涙ながらに懇こん願がんしてきたが、そのうち『へたくそ』から『へた』に変わっていった。

　ついには、専せん攻こう楽がつ科か『火』を担当するあの女教師にも「どこか味だけはあるしぃ、人の心を揺ゆさぶるモノだってあるのに～……惜おしいわぁ、惜しすぎるわ～」と言わしめた。

（つまり、あと一歩なの。もう一歩なのよ！）

　あの一件以降、同級生はますますもって遠ざかっていくがどうでもいい。

　人生は反骨精神だ。負ふの感情こそが原動力となる。

　初しよ志し貫かん徹てつ、リュクシオルの鼻をあかしプティ・エトワールとして王宮に戻るために今日も楽がく舎しやを駆かけずり回る。

　他人の耳の方が信用できるのだが、ここのところ高等部の職員室に誰もいないのだ。

「見つけました」

「ひぃいいっ」

　ぱかっと開いた掃そう除じ用具入れには、初めに付き合ってくれた眼鏡めがねの教師がでかい図ずう体たいを小さくしていた。なぜか涙目である。

　がたがたと揺れていたので開けてみたのだが、見事的中した。我われながら勘かんが冴さえ渡っている。首根っこを摑つかんで引きずっていくと、人聞きの悪いことを叫さけび出した。

「助けてくれ！　きみたちがそこら辺にいるのはわかっているんですからね！　いつも私にだけ押しつけてっ、呪のろってやるぅうう」

　安あん堵どのため息のようなものが聞こえたが、とりあえず教師は一人で間に合う。

「あああ……母さん、父さん、〈楽師カンタンテ〉になるんじゃなかった……先立つ不孝をお赦ゆるしを……うっう……」

　これみよがしな悲ひ嘆たんを無視し、練習室に連れこんだ。

　泣こうが喚わめこうが、イヴリーンの知ったことではない。

「ア、アーっ！　アァアア～！」

「ひぃー！　耳がぁ耳がぁ汚お染せんされるぅ！　なんでこんな高音と低音が一緒に発音できるんですかぁ、もっと腹に力をこめて！　口先だけで歌わず、頭のてっぺんから音を出すように！　踏ふん張ってっ、声量は小さめに！　というか口を開けないで！　息を止めて！」

「やればできる子やればできる子……全人類を跪ひざまずかせて、わたくし大勝利！」

「……は、話を聞いてない……しくしく……誰か、誰か……」

　鍵かぎをかけた扉とびらに爪つめを立て、今にも自害しそうだ。しかしイヴリーンとて必死である。

（体に叩たたきこむの、耳にしみこませるの、全身の毛穴という毛穴をぶち開けるのよ！）

　白目は過度の寝不足で赤い。どうだとその目で問うと、教師は震ふるえ上がった。

　毎日一音ずつ覚えるように心がけているので、今日は高音域の発声練習を執しつ拗ように繰くり返す。そうこうしているうちに外が暮れてきた。

「利用時間が過ぎてしまったみたいです。今日もありがとうございました、失礼します」

「失礼してください……永遠に……鍵は私が閉めますから……」

　礼儀正しく一礼すると、教師は突つっ伏ぷしたまま微び動どうだにしなくなる。

　世話になっているので心配になったが、早く食堂に行かないと料理を片づけられてしまう。食事を抜いては歌えない。

　実技棟とうの一階までおりて、食堂のある特別棟まで繫つなぐ柱ちゆう廊ろうを足早に進む。

　ごった返す時間帯は過ぎていて、人影はまばらだ。

　気を取られていると、右肩に強い衝しよう撃げきを受け、体がよろめく。

「あ、ごめんなさい！　人気のバゲットがなくなっちゃうんでー！」

　そんな謝罪を残し、女じよ楽がく生せい二人組は風のように走り去る。

　なんとかこらえようと力をこめた足はたたらを踏み、もつれた。

「きゃっ……」

　かろうじて柱ちゆう廊ろうの外に転がり出ることはなかったが、尻しり餅もちをついてしまう。咄とつ嗟さに頭は庇かばえたものの、制服に泥どろ水みずが跳はね返って大変な有様だ。

（こ、ここまで来て、寄き宿しゆく舎しやに戻らなくちゃならないなんて……）

　一気に億おつ劫くうになったが、起き上がろうと足に力を入れた時、すっと手が差し出された。

「摑まるといい」

　剣だこがあっても滑なめらかな、荒れることを知らない白い手だ。あまりに自然だったので、反射的に手を重ねてしまう。雨で冷たくなった掌てのひらが、相手の体温であたためられていく。

「どうも……ありがとう、ございま────あ」

　眼鏡をかけ直して仰あおいだイヴリーンは、思わず呆ほうけた声を出していた。

　しかめっ面つらで見下ろしていたのは、リュクシオル・ド・オリヴィエ──イヴリーンの天敵だ。食堂の帰りなのだろうか、きっちり着こんでいる制服の詰つめ襟えりを楽にしている。

　その彼がこれみよがしにため息をついてきた。

「まったく嘆なげかわしい。そんなふらふらしていて、よくあんな大口を叩けるものだ」

「……あなたに、迷めい惑わくはかけていないでしょう。放っておいてください」

　手を払い、素す早ばやく立ち上がる。

　こんなどぶ鼠ねずみじみた姿を、他人にさらすのは業ごう腹はらだ。やはり一度着替えなくては。

　イヴリーンはマントをはずす。すでに制服は汚れているので、髪だけ無事なら問題ない。

　マントを雨よけのようにかぶってから、向かいの吹き抜けから外へと飛び出す。

　寄宿舎に一番近い経路を選んで疾しつ走そうした。




　空腹感で行き倒れそうだったが、どうにか寄宿舎に辿たどり着く。

　あと少しだと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間、響ひびいたのは、緊きん迫ぱくした楽がく内ない放ほう送そうだった。

『寮りよう生せいに告ぐ。緊きん急きゆう、緊急連絡。ただちに礼拝堂に集合するように！　緊急、緊急連絡。繰り返す、生徒は──』

　それ以上待っても、ろくな説明は流れてこない。移動している間にいったいなにが？

（もしかして、説明すると混乱を招くような事態に陥おちいっているの？）

〈楽師カンタンテ〉が恐きよう慌こうする事象は限られている。こういう時こそ、イヴリーンの出番だろう。

　ムジカ石を虹にじ色いろに輝かせるということは、五大元素すべてを操あやつれる証しよう拠こである。

　そんなプティ・エトワールを戴いただいていることもあってか、イリス王国に戦いくさを仕掛けようとする国もない。不ふ穏おんといえばラー・シャイの魔ま物ものくらいで、この国は平和だった。

　以前は不調でもムジカ石は五色に輝いたのに、今は四色。もっと少ないかもしれない。

　だが、と制服の胸元に手を当てる。肌着の下に隠かくした〈楽師〉の証あかし。

　プティ・エトワールとして、イリス国民を護まもる義務がある。

「……着替えている時間の余裕はないようね」

　ひとつ頷き、来た道を逆走する。けれど、再び足を止めるはめになった。




「──アァアアアッ！」




　この、特徴的な音階。ありえないのに、最悪の状況しか導みちびき出せない。

　痛いほどの緊きん張ちよう感かんが、全身を刺し激げきしてくる。

　この胸がかきむしられるような感覚、寒気は、楽がく院いんに来てから無む縁えんだったものだ。

「ラー・シャイ……!?」

「──ルルァア、ア、ギ、ギギ……」

　まるでイヴリーンの声に応じるように、通つう気き孔こうがわりの窓から入りこんだ黒い靄もや。

　影は獣けものに模かたどられ、高らかに謳うたわれる悲ひ哀あいに眉まゆをひそめる。

　どうりで大っぴらに説明できないはずだ。王宮と楽院、もっとも守しゆ護ごが強い場所に魔物が現れるだなんて！　愕がく然ぜんとする視界の端はしを、毛玉の塊かたまりが疾走していた。




「────、──、────……」




　美しくさえずっているのは、紛まがう方なくひばりだ。……ひばり!?　顎あごをはずしかけた。

　いくつもの水球をまとわりつかせて、ひばりは魔物に攻撃を試みている。

　ひばりは、オアシス──『水』の高位の精せい霊れいだ。

　今日みたいな雨天なら魔物の影えい響きようを受けづらいと知りつつも、反射的に身を乗り出す。

「ひば──」

「なにしてるわけ、とっとと行けよ！」

　余裕の欠片かけらもない目の色が、凍こおりつくイヴリーンを非難していた。

『水』の支配が強まるからといって、魔物化する可能性は皆かい無むではないのにどうして。

「あーっもう！　どうせ隠れていろって言ったって、きみは礼拝堂に行くんだろ？　それなら、ここにいられる方が迷めい惑わくなんだってば！　ヒトのくせに精霊さまを見くびるとか、祟たたられちゃえばいいよねぇ！　……ほら、早く！」

　せっつかれるように、イヴリーンは走り出す。

　肩越しに、ひばりが水球をぶつけて即座に離り脱だつするのが見えた。そこに影の気配はない。

（あのひばりが、危ない橋を渡るわけがないのよ。魔物化なんて起こりえないわ）

　熱くなる目め頭がしらを、瞼まぶたに力を入れることでごまかす。息苦しいのは走っているせいだ。

　そう暗示をかけて、イヴリーンはひとまず楽舎に急いだ。




　楽内は無人で、辺りはすっかり暗くなっている。

　それでも倒れた木々や半はん壊かいした扉、ひびの入った壁といった惨状はわかった。

　教師総出で相手しているのだろうが、魔物はどこにいて、何匹現れたのだろう。教師の援えん護ごをするつもりでいたのに、見回っていた教師に見つかって礼拝堂に追いやられる。

　初等部から高等部まで合わせた生徒数は四百人ほどだという。

　ゆったりとした音楽を響かせる礼拝堂の、広い会堂には全校生徒が詰つめこまれていた。

　どこも自然と楽がつ級きゆうごとに固まっているらしい。

　仕方なく奥に進んでいけば、周りには顔なじみの同級生ばかりになった。

（って！　わたくしのバカ、これじゃますます抜け出しづらいじゃない！）

　頭を抱かかえると、礼拝堂を照らしていた無数の光が消える。

　ムジカ石の照明が消えるなんてただごとではない。

　運悪くすさまじい轟ごう音おんまで鳴り響いた。雷かみなりだ。いっせいに悲ひ鳴めいが上がる。

「きゃーっ！　きゃー！　き、きっとあたしたち、礼拝堂の中でまるこげになっちゃうんだよ！　こんがり焼かれちゃうんだ！　そんでもっておいしくいただかれちゃうんだ、おそまつさま！　できたら骨までおいしくしゃぶってねっ」

「ミ、ミレイユ……アンタのそのおかしな感性、今はなんだか心が和なごむわ……はは……」

「ザザちゃん、貧ひん血けつなの!?　大変！　きゃっ、また鳴った！　こわいぃいい」

「俺はマルソーの方が怖いと思う」

　びくびくしているだけの子だと思っていたミレイユのおかげだろうか。

　魔物に怯おびえるような様子がないため、この辺りの空気は息苦しくない。

　それでも騒さわぐ生徒が多い中で、リュクシオルだけは超ちよう然ぜんと前を見み据すえていた。

　その冴さえ冴ざえとした眼まな差ざしがこちらを向き、どきりと鼓こ動どうが跳ねる。

「……なんだ、まだ濡れ鼠のままなのか。それで〈楽師カンタンテ〉の端くれとは信じがたいな」

「あなたに咎とがめられる筋合いはありません」

「ある。お前のように自覚の足らない〈楽師〉は、病原菌を撒まき散らすようなものだ。それこそ熱でも出したら、退たい楽がく届とどけと一緒に大笑いしてやる」

　すでに鼻先で笑われた。口こう角かくが痙けい攣れんしっぱなしだ。

　怒いかり心頭なイヴリーンをよそに、リュクシオルが脱いだジャケットを差し出してくる。思わず凝視すると、偉えらそうに言い放つ。

「本来なら自業自得だが、いいか。お前の体はお前だけのものじゃない。〈楽師〉は言わば国の、ひいてはプティ・エトワール様のものだ。喉のどを壊こわしたら元も子もない、音痴の分際で虚きよ勢せいを張るな。それでも着て大人しくしていろ」

　感謝の念を抱いだく気にもなれない。

　腹が立ったので突っぱねたかったが、くしゃみをしてしまったので渋しぶ々しぶ羽織る。

　嗅かぎ慣れない香りにつつまれ、変な気分だ。裾すそをぎゅっと握にぎる。

（そもそも、プティ・エトワールってわたくしのことだけれど）

　教えてやったらどんな顔をするか見ものだ。

　リュクシオルはそれを皮切りに、箍たががはずれたように説法もどきを唱え出す。やれ「プティ・エトワール様の爪の垢あかでも煎せんじて飲め」だの、むにゃむにゃと垂たれ流される寝言に、とうとう叫ぶ。

「プティ・エトワールプティ・エトワールうるさい！　おまえは催さい眠みん術じゆつ師しかっ!!」

「うるさいだと？　上等だ。プティ・エトワール様は〈楽師〉の鑑かがみだというのに、むしろ洗脳された方が上達するんじゃないのか」

「無礼者！　おまえ、その言葉忘れ……」

　言い合いながら自分の出る幕はないと気をゆるめた時──それは、再び現れた。

　閉めきられていたはずの扉が音を立てて全開になる。今は出払っている教師が戻ってきたと思ったのだろう。全員の視線が出入り口に釘くぎづけになるも、期待は裏切られた。

「グルルルルルゥ……」

「いや──────────ッ！」

　初等部の絶叫を皮切りに、生徒は恐怖の渦うずに叩きこまれ、それと距離を置こうとする。

　魔物だ、ラー・シャイの魔物が礼拝堂にやって来たのだ。まさか……

　逃げ場もなく体を小さくする彼らの前に、十数人の男女が立ち上がった。

　高等部最高楽がく年ねんの生徒たちだ。彼らは声を合わせて詠えい唱しようしはじめる。

「──無にして全！」

　それは浄じよう化かするための、葬そう送そう歌かの第一節。

　一瞬、魔物の動きが鈍にぶくなった。が、効果は持続しない。

　イヴリーンの周りにいた同級生たちも怯えながら、喉から音を振ふり絞しぼった。その中にはリュクシオルやミレイユ、イヴリーンを非難した例の男子生徒もいる。

「──すべてを生みながら　すべてを失くす」

　のそりのそりとしていた魔物の四し肢しが急に機き敏びんになった。

　まるで〈楽師カンタンテ〉の歌声を糧かてにしているかのように、鋭するどい爪を生はやした腕を振り上げる。

　刹せつ那な、先陣を切っていた数人の生徒が薙なぎ倒された。さらに、例の男子生徒に向かって突き出される。あまりのことに呆ぼう然ぜんとしていたイヴリーンも、やっと動き出した。

　むしろ遅すぎた、先頭になるべきは自分だったのに！

　舌打ちしたイヴリーンに、しゃがみこんでいた女楽生が目を剝むく。

「シラクさん!?」

「この鈴すず、借りるわ！」

　慣れ親しんだ媒ばい介かいは、寮に置いてきてしまった。礼拝堂の装飾品だった鈴を摑み取り、男子生徒に体当たりする。両手に構かまえた鈴を鳴らし、襲おそいかからんとする爪を睨にらみ据えた。




「──無にして全！」




　突き出された爪をかわし、懐ふところに飛びこむ。あくまで踊おどるように、軽やかな足取りで。

「グルラァアアアアアアアアッ！」

「──花か筵えんの調べに　紅ぐ蓮れんの宴うたげ　炎えん渦かのごとく灼やき尽つくせ！」

　至近距離で放たれた冷気の光線に対し、イヴリーンは渦巻く火か焰えんでもって応戦する。

　飛びすさり、標的を変えようとした相手を引き止めるため、腹の底から声を出す。




「ラー・シャイ！　わたくしを見なさい、おまえの獲え物ものはここにいる！」




　目があるのかどうかも怪あやしい首が、再びイヴリーンの方にもたげた。

　それでいい。一息で詠唱する。







「──ラー・シャイ　哀あわれなるけだものよ！

　　　迷い惑った子供らよ

　　　優しき眠りにつくがいい！

　　　今こそ音に帰きし　音に還かえれ──〈封印ケトム〉！」




　踊りながら鈴を鳴らし続けると、身震いするような遠とお吠ぼえを上げていた魔物が静止した。

　決着がつくかと思いきや、四つん這ばいになって炎を飛び越えた。

「なっ!?」

「──ア────ッ！　ア──ァアッ！」

　イヴリーンの目と鼻の先で、魔物が歌っている。

　一秒経たつごとに、魔物を覆おおう影が色いろ濃こくなっていく。生徒たちの恐怖を吸っているのだ。

（ま、ずい。これ以上、大きくなられたら……！）

　鈴で特定の韻いん律りつを踏み、時間を稼かせぐ。額ひたいに滲にじんだ脂あぶら汗あせが、こめかみを伝い落ちた。

　以前なら一発で浄化できたのに、こうなると二回、三回と唱える必要が出てくる。

　しかも、たった一回でかなりの体力を消しよう耗もうしていた。今のイヴリーンでは敵かなわない。

（わたくしの歌声が、奪われてさえいなければこんなことには……）

　そうすれば、恐怖ではなく希望を生徒たちに与えることができただろう。

　さらには二匹、三匹、四匹と、魔物がステンドグラスを突き破って降ってきた。

　そいつらは『見ツケタ見ツケタ』と囁ささやきながらけたけたと笑っている。

（噓うそでしょ……このラー・シャイもしゃべるだなんて。最悪だわ！）

　イヴリーンから音感を奪った魔物と同種だとすれば、他の教師でも太刀打ちできるとは思えない。だが、見つけた？　いったい、魔物は誰を見つけたというのか。

　一瞬、様々な思考が渦巻く。そうして、靄がかかっていた記き憶おくが鮮明になった。

（まさか、わたくし……？　わたくしが狙いなの？　そういえば、迎むかえに来るって）

　生徒を危険にさらす原因は、イヴリーンだというのか。思い至った仮説に衝撃が走る。

　あちらこちらで〈楽術ネウマ〉を讃たたえる声が響き渡っても、身動きが取れない。

「くそ……シラクッ、逃げろ！　──炎よ……」

　背後から詠唱が迫ってくるも、時の流れがやけにゆっくりして感じられる。

　呆然と立ち尽くすイヴリーンには、振りかざされた魔物の右手を避よけることができなかった。

　爪によって抉えぐられた腕の痛みに呻うめき、そのまま壁に叩きつけられる。

　後頭部から激げき突とつし、激しく脳天が揺さぶられた。

　再度襲いかかる魔物に、崩くずれ落ちたイヴリーンの目の前がうっすらと暗くなる。

（オリ、ヴィエ……？）

　意識が遠ざかったわけではない、人影のせいだ。

　もっとも敵てき愾がい心しんを向けてきた少年が魔物に火の玉をぶつけると、イヴリーンを庇うように立ちはだかる。その横にミレイユ、彼らと仲のいい同級生たちが並ぶ。

「──さあさ　悪い子にはおしおきよ　さあさ　甘い匂においに　かまどへ突き落とし」

　ミレイユが可か憐れんな声でえげつない詩を歌うと、巨大な水球が魔物をつつみこんだ。

　そのあとを凜りん然ぜんとした声が引き受ける。

「──滾たぎれ滾れ　浄化の火群ほむら　こんがり焼かれて　それでしまいだ！」

　今度は水球がぐつぐつと煮にえた。透すき通っていた色が赤く染そまっていく。

　髪を振り乱した同級生たちは今度こそ声を揃そろえる。

「──無にして全……」

　イヴリーン一人では効きき目のなかった讃さん歌かが高らかに歌い上げられていく。

　その葬そう送そう歌かを聴ききながら、遠ざかっていく意識の中で抱いた想いも淡あわくはじけて消えた。




　目が覚さめると、イヴリーンは見知らぬベッドで横になっていた。

　反射的に体を起こそうとしたが利きき手てに走った痛みで逆戻りする。

　眼鏡はサイドテーブルに置かれ、黒髪の三みつ編あみはほどかれている。

　状況の把は握あくを急ぐと、イヴリーンは制服から寝しん衣いに着せ替えられ、右腕には包帯が巻かれていた。しかし、熱を持った傷口がじくじくと痛む。

（そうだわ。わたくし、あの時、無ぶ様ざまにもラー・シャイに……）

　なにがイリス国民を護るのが義務だ、逆に足手まといになっている。

　音痴になったくらいで、今までさほど実感は湧わかなかった。それがようやくわかった。確かに、奪われていた。イヴリーンを、プティ・エトワールたらしめていた力そのものを。

　がらがらと扉が立てる開閉音が、ぼんやりとする耳に入ってきた。

　周囲を覆っているカーテンの向こうに、ためらうような気配を感じる。

　薬品独特の臭いをかき消すように勢いよくカーテンが引かれると、涼すずしげな香りが舞いこむ。

　姿を現したのはリュクシオルだ。目め覚ざめていないと思ったのか、猫目を丸々とさせる。

「〈白ベ羊リ級エ〉を代表して来た。……具合はどうだ」

　ぶっきらぼうな問いに、イヴリーンは黙だまって首をかしげた。

　リュクシオルは気にすることなく、立ったまま事じ務む的てきに話を続ける。

「魔物の一部は浄化し損そこね、逃にがしてしまったが……傷の痕あとは残らないそうだ。穢けがれの影響もないらしい。あの時、僕の炎の防ぼう御ぎよ壁へきが間に合えばよかったんだが……すまない」

「……ん…………で」

「……今、なにか言ったのか？」

　鼻先に皺しわを寄せて聞き返す男の横っ面つらを、イヴリーンは渾こん身しんの力で引っぱたいた。

　咄とつ嗟さに傷ついた右手を振り上げたせいで痛みは増す。だが、今は少しも気にならない。

　腕よりも、心の方が痛かった。胸が軋きしんで、血の気が下がった頰ほほは冷たい。

　労いたわられるのは屈くつ辱じよくだった。そうだ、屈辱なのだ。

　寝衣の上から、〈楽師カンタンテ〉の証を握りしめる。

「なぜ、謝るの。なんで謝るのよ！」

「シ、シラク？　おい、お前──」

「いつ、謝れと言った。いつ護れと言った！　おまえの善意は、本当に悪意の塊かたまりだわ。ぞっとするほどに！　おまえのやることなすことすべてが、わたくしの癪かんに障さわる！」

　リュクシオルは気に入らないが、おかげで音痴だと知ることができた。国王に知られる前に直す猶ゆう予よを与あたえられた。だが、無力さまでは知りたくなかった。

　イヴリーンはあまりの激げき情じように、上う手まく息がつけなくなる。それでも叫んだ。

「バカみたいだと思っているんでしょう。いつものように言いなさいよ、おまえは役立たずだと！　耳みみ障ざわりなんだって！　わたくしだって、あそこまで役立たずとは思っていなかった……まさか、一人で浄化もできないなんて……こんな形で、知りたく──」

　言葉が途と切ぎれる。それは、リュクシオルに抱き寄せられたからだ。

　青白い肌はだに反はんして、その体温は高い。

　肩に顔を押しつけられたイヴリーンは突き放そうとしたが、耳元を熱い吐と息いきがかすめる。
















「よし、黙ったな」

「なっ……！」

　わざわざ抱きしめたのは、イヴリーンを静かにさせるためだったらしい。

　すぐに距離を置いた彼の表情は、思いのほか弱り果はてていた。

「……お前は泣くより、嫌いや味みったらしいか怒るかの方がそれらしい」

　なんだその二に択たくは。イヴリーンはぽかんとした。

　そもそも泣いていないと言い返そうとしたが、手ての甲こうに落ちてきた冷たい感かん触しよくにびくりとする。頰を触ふれると、確かに濡れていた。

　突き出されたハンカチを思わず受け取れば、リュクシオルは安堵に似た吐息をつく。

「音痴だとは思っているさ。マシになったと思ったのは、僕の勘違いだったと気づいた」

「……それほど被ひ虐ぎやく精せい神しんに富とんでいたとは知りませんでした。もう一度殴なぐられたいのですね、でしたらわたしも心を魔物にします。無む傷きずの左頰も差し出してください」

「つまりは、だ。……僕たちは全員、半人前だ。いざ魔物と対たい峙じしてみれば、半人前ですらないかもしれない。お前の音痴も含ふくめて。バラバラではなく、一丸となって挑いどめばお前も傷を負うことなく終わっただろう」

　ビロードのような深さと柔やわららかさが際きわ立だつ、いつになく優しげな声こわ色いろだった。

　先ほどの憤いきどおりも忘れ、その語り口に吞のまれていく。

「〈楽師カンタンテ〉と〈詩人バルド〉が二人一組ツーマンセルになるのも、同じ理り屈くつなんだ。いかに優すぐれた〈楽師〉でも力が及ばないこともある。足りなければ補おぎなえばいい。そんな簡単な、基き礎そ中の基礎を忘れていた僕たちがバカということだ」

「オリヴィエ……くん」

「わざとらしく『くん』づけするな、背筋が寒くなる。……マルソーが見舞いに来たがっていた。騒がしくなるだろうからと僕になったが、どちらにしても同じことだったな」

　そう言って、リュクシオルは皮ひ肉にくげに肩をすくめる。

　同じ〈楽師〉だろうと、協力なんて考えたことはない。いかに完かん璧ぺきなプティ・エトワールを演出するかに命を懸かけてきた。それこそ血ち反へ吐どを吐はく思いをして。

〈詩人〉をも拒きよ否ひしてきたのに、リュクシオルは言う。みんなで取り組めばよかったと。

　あれほど虚むなしさでいっぱいだった胸の奥になにかが灯った。

　イヴリーンがプティ・エトワールだと彼は知らない、それだけで信じてもいい気がした。

　遠えん慮りよなくハンカチを使い、目元をぬぐう。素直に礼を言う気はない。それでも、イヴリーンの心の一部は救われた。無力でもいいのだと、完璧を求められないことに安心した。

「……そうですね。おかげさまで、こめかみの血管がブチキレそうになりました」

　自然と笑みがこぼれると、リュクシオルはこれでもかと隻せき眼がんを見開いた。

　蠟ろうのようだった頰がほのかに上気している。口を数度ぱくつかせると、目にも留とまらぬ速さで後ずさり、勢いあまったのかカーテンを巻きこんで転倒した。

「…………あなた、〈楽師カンタンテ〉ではなく喜劇役者を目指しているのですか」

「はっはあー!?　だれが喜劇役者だって！　喜劇役者というなら、お前の方だ。そのすさまじい音痴は、道どう化け役やくでこそ生かされるだろう！」

「さっきから音痴音痴って一つ覚えに、おまえの口は狂くるった九官鳥か！」

「なんだと、人生破は滅めつ型がた音痴のくせに！　少しはプティ・エトワール様を見習え、まぁ見習ったところで……ハッ！　プティ・エトワール様には遠く及ばない、たかが知れるな」

「それ以上言ってごらんなさい、牛の肥こえ溜だめに突っこんでやるわよっ」

「だぁまらっしゃい！」

　突とつ如じよ降って湧いた怒ど号ごうに、二人は同時に飛び上がる。

　恐おそる恐る視線を向ければ、白衣の大男が仁に王おう立だちしていた。見た目は気のいい熊のようにがたいがよく、なぜか両腕のこんもりと盛った上じよう腕わん二に頭とう筋きんを誇こ示じしている。

「諸しよ君くん、熱く燃える青春をしているようだね！　仲よきことは麗うるわしきかな！　フンッハッ！　だがしかーしっ、患かん者じやの血圧を上げるような行いは慎つつしんでくれたまえ！　この熱血養護教官ドニの目が青いうちはっ、ハン！　患者の身と心を蝕むしばむ病原菌は絶たーつ！」

　暑苦しいのはおまえだ、なぜいちいち筋肉を強調する。

　イヴリーンは口を開いたが、まずはきらきらしく飛び散る汗を避ける必要があった。

（熱いというより暑いわ。わたくしに熱があったら確実に悪化しているわね）

　げっそりしていると、養護教官がカーテンともつれているリュクシオルの首根っこを摑み、軽々と持ち上げた。その体格差は、熊が猫を捕ほ獲かくしているようである。

「さらばだ！　君の血圧を上昇させる病原菌は連れて行くぞ、フーハッハハハ！　今日は医務室に泊まっていくといい。明日からはこれまで通り登校できるだろう、失礼！」

　豪ごう快かいな歩ほ幅はばで立ち去った一人──正しくは二人を見送り、そろりと首を伸ばす。

「……なんだか空気……数分前より湿っぽくないかしら……」

　リュクシオルとの諍いさかいよりも、よっぽど気力を削けずり取られた気がした。




　翌朝、イヴリーンは医務室で簡単に体を清きよめ、身なりを整える。

　制服から寝衣に着せ替えたのは女教師だというが、騒ぎになっていないところを見ると、肌着の下に隠した証には気づかれていないようだ。

　暑苦しい養護教官が持ってきた朝食を摂とって、いったん寄宿舎に戻った。

　時間的余裕はないのだが、通つう楽がく鞄かばんが必要だったし、なにより確かめたいことがあった。

　扉を押し開けば、中は真っ暗だ。なんの気配も感じられない。ごくりと喉を鳴らす。

「……ひばり？」

　自分でも驚くほど、弱々しい声が鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　慌あわてて唇くちびるを引き結び、奥へと進む。部屋の中央に立ち、ぐるりと見回す。

　ひばり用にあつらえた枕まくらが冷えきっている。どこを覗のぞきこんでも、ひばりの姿はない。

「まさか、あのラー・シャイのせいで」

　それ以上は、口に出すどころか想像するのも吐き気がした。

　よろめいた拍子にテーブルにぶつかると、ひらりと白いなにかが絨じゆう毯たんに着地する。拾い上げて目を通してみれば、全身から力が抜けていく。

『さがしたー？　のろわれちゃえ』

　古ムジカ語で綴つづられた、やけに達たつ筆ぴつな一文。イヴリーンは思いっきり顔をしかめた。

「な、なによ。紛まぎらわしくてよ！　『ラー・シャイのせいで痛手を負ったから、影を癒いやすために療養中』まで書けないのかしら。なんて人騒がせな、心配なんてしてないけどっ」

　置き手紙を握り潰つぶしかけるも、皺を伸ばし、サイドテーブルの引き出しにしまいこむ。

（精霊は自尊心の塊だものね。傷ついた姿を見せたがるはずがなかったわ）

　ホッと、胸元を押さえる。〈楽師カンタンテ〉の証に、気持ちが静まっていくのを感じた。

　ひとしきり文もん句くをこぼしてから、目当ての通楽鞄を手に、高等部の楽舎に向かう。

　道すがら楽内の様子を窺うかがえば、外観はほぼ元通りになっていた。

　魔物が出しゆつ没ぼつしてから二日しか経っていないけれど、〈楽術ネウマ〉で補修したのだろう。

　扉を取り外された教室をいくつか越えていくと、〈白ベ羊リ級エ〉が見えてくる。

　今日は遅刻ギリギリだったので、イヴリーンが登校した頃には全員揃っていた。

　眼鏡をかけ直し、肌に突き刺さる視線をかき分けて進む。平然と席につけば、近づいてくる人の気配がした。ただ鐘かねが鳴り響き、急いで着席する物音が続く。

　ちらりと横目で確認してみると、近づいてきていたのは、いつぞやの無礼な男子生徒のようだった。礼拝堂での事件で突き飛ばした少年でもある。

（……また、わたくしに文句でも言いたかったのかしら）

　それにしては敵意がなかったようにも感じたのだが、気のせいだろう。

　魔物の一件で新たに浮上した疑ぎ惑わくもあり、億劫な気分だった。

　鐘に救われた気分でいると、時間に正確すぎるゴメスも現れ、朝礼がはじまった。
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　大競演会グラン・コンクールまで一ヶ月を切った、寒さも厳きびしい雪月じゆうにがつ。朝でも夜中のように暗い。

　登校中にすれ違ちがう生徒はみんな厚手のコートを着ていたが、イヴリーンは薄うす手での制服のまま闊かつ歩ぽする。楽がく院いんに魔ま物ものが出しゆつ没ぼつした日以来、ひばりは相変わらず姿を消していた。

（ひばりのことだから、これをいいことに引きこもっているだけよ）

　ふぅと吐はき出した息は白く、曇どん天てんに吸いこまれていった。

　そして朝礼。

〈楽術ネウマ〉のおかげで暖かい室内とは対照的に、冷れい気きをまとった教官が教きよう壇だんに立つ。

　ダミアン・ゴメスは生徒を睥へい睨げいしながら端たん的てきに切り出した。

「三年に一度開かれる大競演会も差し迫せまっている。引き続き、気を締しめて取りかかれ」

「はいっ。教官、質問です！」

　馬のしっぽのようにまとめた金髪を揺らし、すかさず挙きよ手しゆしたのはザザだ。

　ミレイユと特に親しい女じよ楽がく生せいの一人である。

　目だけで起き立りつを求められた彼女は前のめりで立ち上がった。

「詳しよう細さいはどうなっているんですか？　審しん査さ員いんは？」

「開かい催さい日時は二十八、二十九、三十日の三日間。高等部の日程だと初日は知力、二日目は体力、最終日は技能──〈楽師カンタンテ〉としての力量を試す。つまり心しん技ぎ体たいを競う大会と心得ておくがいい。高等部最さい高こう楽がく年ねん以外、全員参加だ。姿を見なかった生徒は時計台から逆さかさ吊づりにする。そして三十一日に行なわれる舞ぶ踏とう会かいで、各楽がく舎しやから選出した三名の『プルミエ』を発表する予定だ。より細かなことはのちほど用紙を配るが、掲けい示じ板ばんにも貼はってある。また審査員としてエトワール様と、国王陛へい下かご一家を招しよう待たいした」

「エトワール様が!?」

「きゃー！　今回は王子様も参加するのぉ!?　しかも舞踏会！」

「静せい粛しゆくに。審査員とは関係なく、様々な業界の著名人も賓ひん客きやくとして訪おとずれる。プルミエに選ばれずとも腐くさる必要はない、舞踏会で縁えん故こを作るがいい。粗そ相そうがないよう気をつけろ」

　注意が飛ぼうと歓かん喜きに沸わく中、イヴリーンはだらだらと冷や汗を流していた。

　強制参加だなんて冗じよう談だんじゃない！　しかも、ソンジャンテどころかヴァランタンまで列席するだなんて。まだ騒そう動どうは解決していないのに！

（こ、このままだと、音おん痴ちになったことを報告していないのに、バレてしまうわ……）

　知られたらどんな反応をされることか……想像しただけで身み震ぶるいした。

（以前の歌声が戻らなくても、せめて『普通』にならないと！）

　ヴァランタンの一件はいったん保ほ留りゆうするとしても、変へん装そうだけでは、音痴はごまかせない。いっそう音痴改善に励はげむと決意しながら、朝礼は終わりを告つげたのだ。




　昼休み。医務室から復帰してからというもの、さりげなく話しかけられるようになった。

　それまでは用があろうとなかろうと、同級生は無言や無関心を貫つらぬいていたというのに、どんな心境の変化なのか。猜さい疑ぎ心しんが生まれたものの、イヴリーンも避さけるのをやめた。

　別に、親しくされているわけではない。確かに敵意は向けられなくなったが、物言いたげな空気はつきまとっている。腫はれ物ものに触ふれるような扱いに変わっただけだ。

　ただ以前と比べ、今の〈白ベ羊リ級エ〉の雰ふん囲い気きは明るい。数ヶ月前からは考えられなかった。

　食堂までの道のりは同じなので、仕方なく同級生に紛まぎれて歩いていると、コレットが他の女子生徒を急せかしている。彼女もまた、ミレイユと仲のいい生徒の一人だ。

「早く行かないと、人気のバゲットが品切れしてしまうよ」

「だ、大丈夫だよ！　品切れする前に、並んでいる人間を、排はい除じよすれば……」

「はいはい、ミレイユは落ち着いてね！　……そういえば、イヴリーン。アンタ、今日も薄着で登校してきたの？　正気？　被ひ虐ぎやく精神の表れ？　見ているだけで寒いんだけど！」

「着ぶくれは醜みにくいです。そして被虐精神に満ちているのはあなたです」

　ミレイユをなだめていたはずのザザから水を向けられ、イヴリーンは咄とつ嗟さに言い返す。

　表情は変わっていないはずだが、心臓はばくばくいっている。

　内心戸と惑まどっていると、コレットがおっとりとした口調で答えた。

「〈楽師カンタンテ〉としてこだわるところがおかしくないかな……そこまで堂々とされると断言できないけど……もうすぐ大競演会グラン・コンクールでしょう。喉を痛めるような風か邪ぜを引いてしまうよ」

「風邪より見てくれが最重要です。風邪は根性で治ります、治らない風邪は根性が足りないのです」

「……なんだろう、この想像以上に愉ゆ快かいな回答……意外性に溢あふれてるわー」

「そっそうだよ！　シラクさんはいい人────むぐっ」

　ミレイユは別の女子生徒に口を塞ふさがれ、そのまま話題が移っていく。

「今回は審査員に王子様が来るんだよね、超嬉しい！　完全追跡だわっ」

「あー、アンタって玉たまの輿こし狙ねらいだもんね……でも、王おう太たい子し様は売り切れでしょ。プティ・エトワール様がいるんだから。あー、許婚いいなずけっていい響ひびきー！　庶しよ民みんには夢のまた夢！」

　ぎくり。イヴリーンは生きた心地がしなくなった。

　その話題はやめてくれ！　思し念ねんを飛ばすも、大変残念なことに盛り上がっていく。

「そうだ、そのプティ・エトワール様！　教官なーんも言ってなかったし、今回は来ないんだよね……三年前なら十三歳だったから仕方ないにしても、すごいがっかり。うちの兄貴ってさ、国王様付きの近衛このえ隊たいに所属している副隊長なんだけど」

「近衛隊!?　国王様付きの近衛隊って、売れ残りな弟王子様が率ひきいている部隊よね？」

「そのとんでもない呼び名にびっくりー。まぁいいんだけど、その部隊だよ。プティ・エトワール様って噂うわさ通りの絶ぜつ世せいの美女なんだって！　噂って当てにならないことが多いけど、これはホントだから。わたしが帰き省せいした時、いーっつも自じ慢まんしてくるのよ。羨うらやましいけどうざい、讃さん美び方向の語ご彙いだけ増えていくのもうざい」

　ケッと同級生の一人が吐き捨てる。

「〈楽師カンタンテ〉って、本当に貴き賤せんは関係ないのね。平民出でプティ・エトワールになって、美人で歌も上手で、慈じ愛あい深ぶかくて次期国王が婚約者で……って将来王おう妃ひ様じゃん！　はーっ、生きてる次元が違うわー。わたしもイイ男を侍はべらして生きてみたい……超見習いたい……」

「…………その不ふ穏おんな願望は聞かなかったことにしておくね」




　長ちよう大だいなテーブルが所ところ狭せましと並んだ食堂は、うんざりするほど人で溢あふれている。

　全校生徒が集まっても余あまりある規模なため、それほど窮きゆう屈くつに感じないのが救いだ。

　必死に献立をオススメしてくるミレイユを適当にいなしつつ頼み、これまたミレイユに引きずられるように適当な席に座った。

　周囲には〈白ベ羊リ級エ〉の生徒ばかりだが、とっとと食べ終えれば自由になれる。

　王宮で出される料理には遠く及およばずとも、数ヶ月も暮らしていたら舌したが慣なれてきた。

　魚ぎよ介かいのポタージュをすすっていると、性能のいい耳が反応する。

「……なぁ、プティ・エトワールが最近公こう務むを放り出しているって噂、知ってるか？　王宮じゃここ数ヶ月、姿を見かけないらしいぜ」

「マジで？　じゃあ、今回審査員として参列しないのも……」

「真しん実じつ味みがあるだろ。このままいなくなってくれた方がありがたいけど。プティ・エトワールの座が空くう位いになるわけだし」

「だなー。でもよ、俺たちの上に立っておいて怠たい慢まんっていうのも腹が立たね？」

　真後ろのテーブルを陣じん取どる生徒たちが笑っていた。耳を澄すませ、食事する手が止まる。

　情報は驚おどろくほど正確だ。宮きゅう廷ていに出しゆつ仕しする貴族と繫つながりでもあるのかもしれない。今日に限って胃が痛くなる話ばかり聞こえてくる。

（こんな時、ひばりがいたらいじくって遊べるのに……気が晴れるのに……）

　ため息をつけば、そばから悲ひ鳴めいが上がった。続けてど派は手でな物音が鳴り、振り返る。

　いつの間に瞬しゆん間かん移動したのか。リュクシオルが見知らぬ男子たちに殴なぐりかかっていた。というかすでに殴っている、手の早いことだ。

「プティ・エトワールの仕事がどれほど大変か知らないくせに！　なにが怠慢だ、クソ食らえッ」

「な、なにすんだよ！　事実を言っただけだろ！」

「事実……事実だって？　お前たちの脳内だけの事実だろうがっ、今すぐプティ・エトワール様に土ど下げ座ざして詫わびろ！」

　食事に戻ろうと正面を向いた体を再びひねる。

　普段の嫌いや味みなほどの余裕をかなぐり捨てた悪あつ鬼きの形ぎよう相そうに、怒りで震ふるえたかすれ声。

　何度見直しても間ま違ちがいなくリュクシオル・ド・オリヴィエだ。

（な、なんでオリヴィエがわたくしを庇かばって怒っているの？　これこそ白はく昼ちゆう夢む？）

　その細い腰にしがみついたり、腕にぶら下がったりと、彼の友人たちは死に物狂ぐるいで止めている。小こ柄がらな体に似合わず、かなりの力持ちのようだ。

　リュクシオルの口の端はしに血が滲にじんでいる。肘ひじ鉄てつを受け、口内を切ったのだろう。

「そもそもっ世せ間けん様に役立つことを一度でもしたことがあって言っているのか、あぁ!?」

「リュ、リューク！　落ち着け、落ち着けって！　おまえらも火に油を注そそぐようなことを言うなってば！　タコ殴りにされたいのか、早く逃げろよっ」

「いってー！　くそ……覚えてろッ」

　両りよう頰ほほを赤く腫らし、鼻を押さえた少年たちは食べかけのトレイを残して遁とん走そうする。

　見事な負け犬の遠とお吠ぼえだ。

　気づけば、このテーブルは孤こ立りつしていた。押し黙だまる野や次じ馬うまは好こう奇きに満ち、強きよう烈れつな怒ど気きを発散させるリュクシオルの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見守っている。

「オイ、なにやってんだよ!?　今期に賭かけてたんだろーがっ。なのにこの時期に問題なんて起こしたら、審査に影えい響きようが──」

「この程てい度どで影響が出るなら、元々資格がないだけのことだ。僕のことは構かまうな」

「リューク！」

　つんとそっぽを向いたリュクシオルを咎とがめる声が響いた時、人ひと垣がきが割れていく。

　現あらわれたのは我われらが担任教官、ダミアン・ゴメスである。

「リュクシオル・ド・オリヴィエ」

　鞭むち打うつような一声に、リュクシオルは挑ちよう戦せん的てきな眼まな差ざしで応こたえ、傲ごう然ぜんとこうべを反そらす。

「申し開きを望むか」

「いいえ、教官」

「いい度ど胸きようだ、オリヴィエ」

　ゴメスが笑みらしきものを浮かべた。凄せい惨さんすぎて、傍ぼう観かん者しやたちはますます静かになる。

「そうだ、事の顚てん末まつなどどうでもいい。過去でも未来でもなく、現在こそがすべて。……早退し、一週間頭を冷やせ」

「……わかりました」

　大人しく頷うなずいたリュクシオルは食堂を出て行く。そのあとを追うように、ゴメスも黒こく衣いの裾すそを翻ひるがえして去った。二人の姿が消えて、ようやく食堂にざわめきが戻ってきた。

「はー……びっくりした。オリヴィエくんって、時々喧けん嘩かっ早ぱやくなるのよねぇ」

「そうそう。前に何度か謹きん慎しん処しよ分ぶんを食らった時も、プティ・エトワール様のことでケンカしたんじゃなかった？」

「…………プティ・エトワール、様のことで、どうして彼が激げつ昂こうするのですか」

　迷いに迷った末、イヴリーンは思い切って訊たずねてみた。すると、普通の声量に戻った同級生が「ああ」と目をぱちぱちさせる。イヴリーンから話しかけたことが意外らしい。

「なんでも、プティ・エトワール様に憧あこがれているとか……ほら、シラクさんも知らない？　プティ・エトワール様の偉い大だいなる功こう績せきの一つ、『オリヴィエの奇跡』！　そのことがあってから、家か督とくを放ほう棄きして〈楽師カンタンテ〉を目指したって噂だし」

「オリヴィエの、奇跡……ああ……六年前の騒動ですか」

　どうりで家名に聞き覚えがあるはずだ。曖あい昧まいに相あい槌づちを打ち、視線を泳がせた。

　プティ・エトワールと比ひ較かくして怒ってきたのは、そんな因いん縁ねんからなのか。納得とは裏腹にモヤモヤした。

（なんだ。あいつも所しよ詮せんは普通の男なのね）

　もうここにはない背中を求めるように、遠い出入り口を注ちゆう視しする。

　なにも期待していない。あんないけすかない男に、そんな感情を抱いだくわけがない。だというのに、思いもよらない方法で手ひどく裏切られたような気分だった。

　プティ・エトワールはただの偶ぐう像ぞうだ。イヴリーンの上うわっ面つらしかない張りぼて。

　だから誰に羨み、妬ねたまれ、蔑さげすまれようと無関心を貫ける。

　イヴリーンであってイヴリーンではないからだ。

　おもねることを良しとせず、正しいと思うことだけやり、敵対するなら真まっ向こう勝負。

　それがリュクシオル・ド・オリヴィエだったはずだ。それなのに。

（あいつの怒りは矛む盾じゆんしているわ。……本気で怒ってみたりしてバカみたい）

　吐き捨てるように思う。そう、矛盾しているのだ。

〈楽師〉の誇ほこりから、突っかかってきたのだと思っていた。イヴリーンに自覚はなかったが、音痴の〈楽師〉なんてふざけていると思うのは仕方のないことだ。

　それと同じ理り屈くつを、『プティ・エトワール』にも適用すべきである。

　高貴な者には無む私しの務つとめを果たす義ぎ務むがある。それを果たさぬ者に、ああいった不満を抱くことは当然のことだ。先に手を出したリュクシオルが間違いなのだ。

　幾いく度ども腹立たしい事実を突きつけられてきた。そのたびに発はつ奮ぷんし、リュクシオルの土下座を拝おがむために奔ほん走そうした。憎にくたらしいのに、今まで不思議ときらいではなかった。

（あんなオリヴィエは知らない……あんな姿、見たくなかった）

　偶像に憧れる、ありふれた人間の姿なんて。きれいに完かん治ちした利きき腕うでを摑つかむ。

　魔物に傷つけられたかのように、心臓がじくじくと痛んだ。

「だけどさ、オリヴィエくんってカッコイイよね！　一匹狼おおかみっていうの？　侯こう爵しやく家のご令れい息そくだからか堂々としていて、品があって！　どこか影があるのもそそるし！　家督放棄していてもいいから愛人になりたい！　金持ちの家に入りこんだらこっちのものよっ」

「……クロエ、確実に財産目当てだよね？　前半は否ひ定ていしないけどかわいそうすぎる。……そういえば、アンタの趣しゆ味みって毒草観察じゃなかった？　まさか殺す気？」

「あたしは財産いらないから遊ばれたい！　プティ・エトワール様みたいに一いち途ずに、情熱的に想われたぁい！　オリヴィエくんに遊ばれるなら本ほん望もうだわ！」

「う、うん。それにオ、オリヴィエくんって、優しいよね。ま、前なんか、罵ののしりながら助けてくれたんだ！　運命感じちゃったっ」

「……ミレイユ。それ、アンタの幻げん聴ちよう」

　色めき立つ女子生徒たちに反し、男子生徒の表情はお葬そう式しきのように暗い。

「なあ、なんでリュークばっかり人気なんだ？　いいヤツだけどさ……納得いかねえ！」

「そりゃ、アルマン。普段冷たいヤツに優しくされると特別感があるんじゃねーの？」

「くっそー、顔面にも格かく差さ社会があるとか、世の中不公平すぎだろ……」

　嘆なげく同級生たちを尻しり目めに、イヴリーンはきれいに食べ終えたトレイを片づけに行く。

　広い食堂に漂ただよう妙みような興こう奮ふんから、一刻も早く逃のがれたかった。




　なにかを打ち払うように音痴矯きよう正せいに没ぼつ頭とうし、リュクシオルの謹慎明けを控ひかえた頃。

　嵐の前の静けさだった楽院は賑にぎやかさを取り戻していた。

　フィデール宗派の最高司祭たるエトワールと国王一家が、一足早く楽院入りしたのだ。

　生徒も教師も全員、城門に集まっている。石いし畳だたみを挟はさむように整列し、王家の紋もん章しようを織った旗を振りながら、箱馬車から降りて入城してきた一いつ行こうを出で迎むかえる。

「きゃー！　すてきぃいいい！」

「王子様ぁ、こっち見てぇー！」

　両りよう脇わきから黄色い声が上がり、きんきんと頭に響く。イヴリーンは耳を塞ふさぎながら、人垣の隙すき間まから一行を見守った。国王一家といっても王妃に、ソンジャンテ、ヴァランタンの三人だけである。数ヶ月ぶりに目にした姿は、一見する限り元気そうだ。

　じっと眺ながめていると、こちらを向いたソンジャンテの新緑の瞳ひとみが少し見開かれた。ばっちり目も合っている。すると、ふっと目元が和なごんだ。

　深まるソンジャンテの笑みに、悲鳴も高まる。彼は気き後おくれすることなく、にこやかに手を振り、みんなの声せい援えんに応えていた。そろそろ失しつ神しん者しやが出るかもしれない。

（陛下は政せい務むがあるけど、最終日には来られるのかしら。それとも……わたくしのせい？）

　優しすぎるきらいはあるが、公平な国王は人望がある。

　イヴリーンの登用がなければ、反発する貴族だって出なかったはずだ。

　全校生徒に見送られる中、一行は寄き宿しゆく舎しやの方に入っていく。四棟とうある寄宿舎のうちの一棟、教職員用の寮りようにある貴き賓ひん室しつで休むことになっていた。

　その日の授業はすでに終わっていたので、出迎えが終わればすることはない。

　寄宿舎に戻っても、やはりひばりはいない。狭せま苦くるしい二人部屋だったはずなのに、今は異い様ように広く感じる。通つう楽がく鞄かばんをベッドに放り投げる途中で、テーブルに置かれた無地の封ふう筒とうに目が留とまる。登校する時にはなかったものだ。

「……不法侵しん入にゆう者しや？　それとも女子寮荒らしの変態か……」

　警けい戒かいしながらつついてみたが、爆発はしなさそうだ。

　それでも体から遠ざけつつ封ふうを切り──目を丸くする。

『ガマガエルはうるさく合唱中。プルミエの指名次し第だい、帰き還かんせよ。心積づもりは二ヶ月以内』

　見覚えのある、流れるような筆ひつ跡せき。封ふう蠟ろうも署しよ名めいもないが、間違いない。これはソンジャンテからの手紙だ。ヴァランタンの様子は書かれていないが、大丈夫なのだろうか。

　王宮を離れてから初めての連絡に、すぐさま火をつけて燃やす。

「あえて王宮の動きを探さぐらないできたけど……本当に、大丈夫なのかしら」

　ひばりがいれば探りに行かせられたが、今はいない。他の精霊も向こうから接せつ触しよくをはかってこない限り、イヴリーンにはもう認にん識しきすることもできない。もちろん貴族との繫がりもないので、八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

（……肩書きのないわたくしは、本当に無力だわ）

　自分がどれほど脆もろい地じ盤ばんの上に立っていたのか思い知らされる。

　結局、プティ・エトワールではない『ただのイヴリーン』など求められていないのだ。

「……真実を知ったら、あいつだってきっと……」

　これまでは真実に気づいた時の顔を想像するだけで、爽そう快かいな気分を味わっていた。

　なのに、今はどうしてか恐おそろしくてたまらない。そう、あのリュクシオルだって──イヴリーンは瞼まぶたを下ろし、心の奥深くに鍵かぎをかける。期待するだけ無む駄だなのだから。
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　これまでは教師に協力を仰あおいでいたが、ミレイユが音おん痴ち矯きよう正せいの手伝いを買って出るようになった。謹きん慎しんの明けたリュクシオルもたびたびからかってきたが、気き紛まぐれに助言してくることもあった。「こいつ通り魔なの？」とよく思ったものである。

　居い心地ごこちの悪さを覚えながら、やっと『普通』まで評価が回復した。

　歓かん喜きに沸わいたのは誰であろう、さんざん付き合わせた眼鏡めがねの教師だった。

「あ、あの殺人的音痴が公こう害がい的てき音痴、さらに平へい均きん的てき音痴からよくぞここまで……！　じ、人類の進化の過か程ていを目もく撃げきしました……まさに奇跡……！　〈楽師カンタンテ〉！　〈楽師〉！」

　どこぞの狂信者のごとき万ばん歳ざい三さん唱しようで、目の下の隈くまも怖こわい。相当お疲つかれのご様子である。

　そう、奇跡。この領域に至いたるまでの労苦は、血ち反へ吐どを吐はく勢いだった。

　いまだリュクシオルに土ど下げ座ざさせる野望は叶かなっていないが、これでソンジャンテへの言い訳は立つだろう。あとは帰き還かんするまでの猶ゆう予よ期間中に、音おん感かんを取り戻せば問題ない。

　もとよりプルミエに選ばれるつもりはないし、選ばれたら大変だ。参加を免まぬがれないのなら、今度こそ全力で適当に、凡ぼん人じんになりすますだけである。




　ソンジャンテに微笑ほほえまれた、やれヴァランタンに挨あい拶さつされた、舞ぶ踏とう会かい用のドレスの発注はどうの。加熱していく同級生たちの話を聞き流しているうちに大競演会グラン・コンクール当日になった。

　一大行事だと全校生徒が盛り上がるだけあり、楽がく内ないの雰囲気も違う。主おもに内装が特別仕し様ように変えられ、食堂の献こん立だても豪ごう華かになり、花火が打ち上がったり、常つねにないことばかりだ。

　初日の知力は、拍ひよう子し抜けするほど普通の筆記試験だ。

　会場は入にゆう楽がく試し験けんの舞台でもあった、一番小さなオーブ劇場である。

　用紙の枚数は軽く十枚を超えて、ただひたすらに答えを埋うめていく作さ業ぎようを繰くり返す。

　誰よりも早く書き終えたが、一番は少々目立ちすぎる。リュクシオル、見知らぬ男子生徒に女子生徒、ミレイユ……と提出しはじめたところで、イヴリーンもようやく出せた。

　そして今日、大競演会グラン・コンクール二日目。

　体力を試すはずだが、初日とは趣おもむきが異なるようだった。

（あれ、ムジカ石よね？　星型を描えがくように配置してあるわ）

　広い校庭にはいくつもの透明な鉱こう石せきが置かれていた。巨大でわかりづらいが、五つの突とつ起きを確認できる。五ご芒ぼう星せいは五大元げん素そに通じるので、行事ごとではよく使われる図形だ。

　その五芒星を前に、高等部の生徒や教師が集まっている。

　今日は他の楽がく舎しやからの教師もいるのか、見覚えのない顔が多い。

　ざわめきの中、一人の教師が進み出る。

　外そと面づらの凶きよう悪あくさでいろいろと損そんをしていそうな担任教官、ダミアン・ゴメスだ。

「〈楽師〉と〈詩人バルド〉の相そう互ご扶ふ助じよの関係を覚えているな」

　前置きもなく切り出され、生徒は顔を見合わせる。

　覚えていなかったら、それこそ時計台から逆さかさ吊づりにされそうな迫力がこめられていた。

「本来〈楽師〉は〈詩人〉と二人一組ツーマンセルになるべきだ。しかし、慢まん性せい的てきな〈詩人〉不足の中、高等部は〈詩人〉志望が多い。よって二日目は二人一組で、課題を乗り越えてもらう」

「はい、先生！　質問です。それはどうやって決めるんですか？　優ゆう等とう生せい同士が組んだら勝ち目がないですよ」

「いい質問だ。公平を期きすため、これより成績順に二ふた手てに分けてくじ引きを行なう。……サリアン、タルデュ、箱を持って前に。今からサリアンが持つ箱からくじを引く生徒の名を呼ぶ。呼ばれた生徒は速すみやかに動くように」

「はぁい。みなさぁん、あたくしの前にちゃんと並んでね～？　並ばなかったらぁん、おしおきしちゃうわよぉ」

　無駄に色っぽく手を振るのは、『火』を担当している女教師だ。鼻の下を伸のばす男子生徒を横目に、ゴメスは次々と指名していく。そこにはイヴリーンの名前もあった。

　振り分けが終わり、くじも引いてからあることに気づく。意外と試験では絶ぜつ好こう調ちようなミレイユと、優等生と評ひよう判ばんのリュクシオルは名前を呼ばれなかったのだ。

（どういうことなの。まさか、名前を呼ばれたのは劣れつ等とう生せいってこと……!?）

　はずれかけた顎あごを元に戻し、イヴリーンは憤ふん然ぜんと抗こう議ぎした。

「教官、お待ちください。わたしの成績が低いということですか、その目は節ふし穴あなですか」

「シラクか。筆記は満点でも、実じつ技ぎが難なん点てんだ。近頃はマシだが、挽ばん回かいするには足りない」

　ここでも音痴のせいかーっ！

　くじを握にぎり潰つぶした拳こぶしを叩たたきつけそうになったが、同級生によって押さえこまれる。

　その隙すきに、教師陣じんはさっさと五つある突起に整列した。

　彼らがいっせいに歌うとムジカ石が光り、目を疑うような物体の輪りん郭かくが浮かび上がる。

「く、空中庭園!?　しんっじらんない、どうなってんの!?」

「これが一人前と認められた〈楽師カンタンテ〉の力なのか……半はん端ぱねえ……」

　大抵の物事には動じないイヴリーンも目を瞠みはる。空中庭園──言いい得えて妙みようだ。もしくは小さな森林が浮いている、とたとえてもいいかもしれない。

　ムジカ石の配置と違い、空中庭園にはへこみが見当たらない。いまだ多くの謎を秘めたムジカ石と教師陣の歌声が呼こ応おうし、五ご角かつ形けいに模かたどられた空中庭園の質感がはっきりとしていく。

　やがて余よ韻いんを残して歌い終わると、教師の大たい半はんはへたりこんだ。

　青あお息いき吐と息いきの情けない姿でも、神秘の目撃者となった生徒たちは万ばん雷らいの拍はく手しゆを送る。

　なぜ他の楽舎の教師も揃そろっていたのか、その理由は明めい白はくだった。

　この浮ふ遊ゆう物ぶつを生み出すためには、それだけの〈楽師〉が必要だったのだろう。

　数少ない立っている教師の一人、ゴメスがよく通る声で続ける。

「内部は迷路になっている。つまり、二日目で試されるのは体力だけではない。いかに効率よく加か点てんを重ねながら、制限時間内に目的地に到とう達たつできるか──協調性に応用力、機転や発想力なども重視される。初日の知力で思うように結果を出せなかった者は、今日に賭かけるとよいだろう。迷路の中には加点材料となる仕し掛かけをいくつも設置してある。また各箇か所しよに配置した監かん視し員いんの判定や、ムジカ石に投とう影えいさせた中の様子次し第だいで加点は増えていく仕組みだ。安全性は保証するが、下へ手たな小こ細ざい工くは一切通用しないと思え」

「はい！　質問があります。あの、他の組の邪じや魔まってしてもいいんですか？」

「無む論ろん構かまわない、それも含ふくめて審しん査さされる。ただし生死に関わる妨ぼう害がいは禁きんずる。重大な違い反はんを犯おかした者は、〈楽術ネウマ〉を封ふうじたうえで即刻退たい楽がくさせるので覚かく悟ごしておけ」

　脅おどしとは思えない声こわ色いろに、近くの生徒が震ふるえ上がった。

「半人前の〈楽師カンタンテ〉どもよ、きびきびと難なん所しよを乗り越えろ。この程度の壁を飛び越せない者は、プルミエの称しよう号ごう以前に〈楽師〉としてもふさわしくない。では、健けん闘とうを祈いのる」




　空中迷路の入り口は五つあり、決められた枠わく組ぐみごとに五組ずつ出発していくらしい。

　最さい終しゆう楽がく年ねんの三年を除のぞいた、高等部の生徒数は九十人。

　四十五組に分けられ、「九枠で終わるのね」と計算できるのだが……

（これが相手じゃ、先が見えていてよ。最後にゴールだけは避さけたいものだけど）

　隣となりに座る男子生徒を横目で窺うかがい、そっとため息をつく。

　腕わん章しようの色は赤。同級ではないが、見覚えはあるので同じ楽年だろう。が、反応は鈍にぶい。

（まさかあのオリヴィエも同じ枠だなんて、運が悪いとしか言いようがないわ）

　リュクシオルはいけすかないが、その実力に認める部分があることは否ひ定ていできない。

　イヴリーンたちは最終枠の九番目に出発する組だ。

　今は六枠目の五組が試し練れんに挑いどんでいる最中で、先はまだまだ長い。

　待たい機き室しつには四角く切り出した、五つのムジカ石が飾られていた。

　イヴリーンはそれぞれ違う映像を流す巨大画面の一つを見上げる。

「……まさか、普段の不運さは演技……？」

「あ、ミレイユ？　昔っから本番には強いのよねー、本番には。ね、オリヴィエくん」

「あ？　ああ……そうだな。でなければ、高等部まで進級できないだろう」

　七枠目のザザに返すと、リュクシオルも同じ画面を眺ながめた。

　そこには組んでいる相手の首くび根ねっこを引っつかみ、爆走するミレイユが映っていた。

「……相手、死にそうですね」

「すでに魂たましいの半分は抜け出している青さだな。マルソーの場合、追おい詰つめられると周りに被害がいくんだ。まだまだ序じよの口くちだぞ、相手の悪運が強いことを祈るしかない」

　はた迷めい惑わくな暴走馬車のようである。そこで、ハッとした。

（な、なに普通に受け答えしているのわたくし！　こいつなんてどうもいいわ）

　リュクシオルも、その他大おお勢ぜいと同じだった。気を引きしめて取りかからなければ。

　そうこうしているうちに八枠目も終わり、イヴリーンたちの番が回ってきた。

　迷宮の入り口で合あい図ずを待てば、やがて、閉ざされていた扉とびらが動きはじめる。

　完全に開かれた時、巨大画面で流れたどの風景とも違う光景が広がっていた。

　鬱うつ蒼そうとした木々の天てん井じように、奥まで石いし壁かべが続いている。密林と地下道が融ゆう合ごうした、奇き妙みような空間だ。中に入った瞬しゆん間かん、背後で音を立てて扉が閉まる。

「わかっていましたが、やはり粋ごとに作り変えられていますね。傾けい向こうと対策を練ねらせないためとはいえ、随ずい分ぶんと手がこんだマネをするものです」

「あ、ああ……制限時間って、一時間……だっけ？　地図もないし、どうする？」

　扉の開閉音にびくついていた男子生徒が訊たずねてくる。

　これみよがしに顔をしかめてやりたくなったが、イヴリーンは努つとめて淡たん々たんと答えた。

「とりあえず、歩きましょう。立ち止まっていても、制限時間を超ちよう過かするだけです」

「そ、そうだな」

　何度も頷うなずく姿は、本当に理解しているのか怪あやしい。大競演会グラン・コンクールの空気に萎い縮しゆくしている。

　こんな輩やからより成績が下だと思うと腸はらわたが煮にえくり返りそうだ。

（……これじゃあ、マルソーが相手だった方がまだよかったかもしれないわ）

　ため息をつく寸すん前ぜんに吞のみこんで、先頭を切って歩き出す。男子生徒も遅れてついてきたが、なにをするにもイヴリーンを窺うかがい、しまいには障害物の始し末まつを押しつけてきた。

　プルミエになる気はない。けれど、この程度の迷路を踏とう破はできないのは矜きよう持じに関わる。

　だから仕方なく歌っていたが、喉のどの痛みと共にイライラが増してきた。

（こンの腰抜け野郎！　って罵ののしったところで、だれもわたくしを責めないと思うのよね）

　これは二人一組ツーマンセルの試験だ、イヴリーンだけで挑んでは意味がない。

　なので怯ひるむ男子生徒をたきつけ、襲おそってきた巨大植物を炎上させて先を急ぐ。

　時々流れる放送が残り時間を告げてくる。残り三十分、という事務的な声に「まだ半分しか経っていないなんて」と、イヴリーンは徒と労ろう感かんを覚えた。

　こうなったら加点を無視してとっとと終わらせるしかない、と決意を固めた時だ。

　向かいの通路から見慣れた顔が現れる。

　二人はイヴリーンたちに気づくことなく口こう論ろんしていた。腕章の色が紫の男子生徒は記き憶おくにないが、もう一人。白い頰ほほを上気させ、リュクシオルが柳りゆう眉びを逆さか立だてている。

「おい、あんな卑ひ怯きような手を使うのはやめろ。僕はもう、一切関かん与よしないからな！」

「卑怯？　なーに言ってんだよ、この優等生様は。あの鬼教官だって言ってたじゃねーか、妨害してもいいってよ」

「だからといって、こんな形で加点されても僕は喜べない。二人一組ツーマンセルだということを忘れるな、一人で突っ走るんじゃない」

「それ、余裕があるからこそ言える奇き麗れいごとだよなー？　ホント、これだから優等生は気に入らねーぜ。……お、いいところに」

　正面を向いた男子生徒の目がイヴリーンたちを捉とらえ、下げ卑びた笑みを浮かべた。

　その視線の先を追ったリュクシオルは隻せき眼がんを丸くし、険けわしい顔つきになる。

「へへ……終わるまで寝ててもらうぜ！」

「ビドー、やめろと言っているだろうっ」

「うるせー、優等生様は引っこんでな！　邪魔くさいんだよっ」

　制しようとしたリュクシオルが勢いよく石壁に叩きつけられる。聞こえた呻うめき声に、イヴリーンは思わず口くち許もとを押さえた。踏ふみ出しかけた足をとどめ、肩で息をする。

（オ、オリヴィエがどんな目に遭あおうがわたくしの知ったことではないわ）

　早く立ち去るのが正しい選せん択たくだと思うのに足が動かない。

　男子生徒が口にしているのは、眠りに誘さそう詩。攻撃的な『火』に対し、『水』は防ぼう衛えい的てきだ。沈ちん静せい化かさせる作用があるため、『水』の〈楽師カンタンテ〉は治ち癒ゆに特とつ化かした者が多い。

　このまま聴きいていたら眠らされてしまう、と悟さとり、懐ふところからバングルを取り出す。

　怪しまれる危険性はあったが、なにが起きるかわからない。

　もしもの用心として、慣れ親しんだ武器を寮りようから持ち出したのである。




「──燃ゆる雙そう翼よく　至いと高たかき羽ばたき　妙たえなる羽は音おとで焼き払え」




　手首にはめたバングルを鳴らし、声高に歌う。

『火』も穢けがれを浄じよう化かする力を持つので、効果はあるはずだ。

　イヴリーンたちに喰くらいつこうと顎あぎとを開けた水すい龍りゆうと、甲かん高だかく鳴いた火鳥が激げき突とつする。

　競せり合っていた力は音を立てて蒸じよう発はつし、爆音が轟とどろいた。

「きゃっ!?」

　迷路全体が揺ゆれたかと危き惧ぐするほどの衝しよう撃げき波は。

　同時に発生した大暴風に気け圧おされ、イヴリーンはなすすべもなく転がった。

　みしみしと、なにかが軋きしんでいる。土つち煙けむりで、視界がおぼつかない。

　よろめきながら立ち上がった時、遙はるか頭ず上じようから糸を断ち切るような音が降ってきた。




「シラクッ!!」




　え？　疑問を挟はさむ隙もなく、切せつ羽ぱ詰つまった叫びが鼓こ膜まくを震わせた。

　次いでぶつかってきたなにかが、問もん答どう無む用ようでイヴリーンを抱きしめてくる。

　どこか覚えのある、凜りんと甘やかな匂におい。一瞬で、頭に血がのぼる。

　咄とつ嗟さに突っぱねようとしたが、ますます体は密着していく。懸けん命めいに押しつけられる胸板の頼もしさに、奇妙な安心感を覚えてしまう自分が信じられない。

　そのまま背中から倒れこみ、イヴリーンはむせた。圧のしかかってくる重みを全身で受け止めたまま、地じ響ひびきが静まるのを待つ。やがて辺りに立ちこめていた靄もやも晴れていき──愕がく然ぜんとする。天井として機能していた大木の枝が通路を塞ふさぎ、石壁は崩ほう壊かいしていた。

「こ、れは……いったい……」

　それ以上、意味のある音を上う手まく発せられない。

　滴したたり落ちた冷たいしずくが、涙のようにイヴリーンの頰を伝っていく。

　乱れた前髪から覗のぞく金目。その目色は記憶に揺さぶりをかけてきたが、眇すがめられた黒瑪瑙オニキスの隻眼は苦痛に濡ぬれている。歯を食いしばった形ぎよう相そうに普段の余裕は見る影もない。

　当然だ、なぜなら……

「オリヴィエ、おまえ……その、足……」

　覆おおいかぶさっている影の正体は、リュクシオルだった。

　ただ、いつものような軽口を叩けそうにない。リュクシオルの足が瓦が礫れきに挟まれている。

　もし彼に突き飛ばされていなかったら、下した敷じきになっていたのはイヴリーンだったろう。

　ぞっとしながら這はい出すと、かろうじて両りよう腕うでで支えられていた上体が崩くずれ落ちる。

「オ、オレは知らねー！　オレは知らねーからな、こんなの不ふ可か抗こう力りよくだ！」

　そんなことを喚わめき、元げん凶きようである男子生徒は駆かけ出した。

　イヴリーンの相手の姿も見当たらない。逃げ足だけは一人前である。イヴリーンを助けたところで、利り益えきなんて一つもない。不利益だらけだ。つまり、リュクシオルは──

（打算もなく、わたくしを──プティ・エトワールではないわたくしを助けたというの）

　プティ・エトワールという偶ぐう像ぞうに人生を懸かけている、このリュクシオルが？

　立ち尽つくしていると、突つっ伏ぷしたままのリュクシオルがかすれ声で話しかけてくる。

「は、やく、相方を追え。このままだと、失しつ格かくになるぞ」

「な、にを言って……」

「僕のことは、捨て置け。……妨害工作に手を貸した罰ばちが……当たっただけ、だ。気の進まないことを、やるものじゃ、ない……な。ゴールに着いたら、あの暑苦しい養よう護ご教官を派は遣けんしてもらえると……助かる」

　口許に弱気な笑みを薄く刷はき、荒々しい呼こ気きをつく。

　まるで理解できなかった。こいつはいったい、なにを言っているのだろう？

「……あなた、バカでしょう。いいえ、バカに決まっていてよ。バカでなければ、空くう前ぜん絶ぜつ後ごのうつけ者に違いないわ」

「…………お前の悪あく態たいに言い返してやる元気はないんだが……」

「プルミエに選ばれたいのでしょう！　なによ、奇麗ごとを言っている場合!?　バカじゃないの、バカじゃないの！」

　口く調ちようを取とり繕つくろうことも忘れて非難する。

　しかし耳じ朶だを打つ自身の声が思いのほか震えていて、下した唇くちびるを嚙かんだ。

（騎き士し道どう精神の表れだとでも？　こんなバカげた挺てい身しん行こう為い、だれが感謝するものかっ）

　庇かばわれた人間の気持ちを度外視した大バカ野郎だ。あまりの腹立たしさに見捨ててやろうかとも思ったが、イヴリーンは結局しゃがみこんだ。

　再び鈴を鳴らし、静かに開かい口こうする。紡つむぎ出すのは詩ではなく、ただの音。




「─────、───────……」




　イヴリーンの歌に呼応し、瓦礫がことことと物音を立てる。そして、きわめてゆっくりと持ち上げられていく。隙間ができたのを見み計はからい、リュクシオルの両腕を摑つかむ。

「お、まえは、本当に、やること！　なすこと、わたくしの神経に障さわるっ、わ。今からでも赤子から、人生をやり直す、べき、よ……っ」

「シラク……お前……」

　瞠どう目もくしたリュクシオルが何事か呟つぶやいている。

　亀き裂れつから引っ張り出した勢いで、イヴリーンは引っくり返ってしまった。二人してこてんと転がった瞬間、浮き上がっていた瓦礫が元の位置におさまる。

　息を整える暇ひまなく、すぐさま起き上がったイヴリーンは目線を落とす。

　リュクシオルの足──特に軸じく足あしがひどいことになっていた。だらだらと、とめどなく血液が流れていく。突き刺ささった破は片へんによって皮ひ膚ふが裂さけているのだ。

　こんな状態でよく強がれたものだと、呆あきれを通り越していっそ感かん服ぷくする。

「リュクシオル・ド・オリヴィエッ」

　腹の底から声を出すと、リュクシオルは大げさに身を引く。破片を抜こうとした手を止めて、イヴリーンを仰ぎ見た。

「出血多量で死にたいなら、その破片を取り除くがいい。生きたいならば、そのままお立ちなさい。養護教官が必要なら、自分の足で呼びに行くがよろしいわ！　わたくしを安い使い走りと思わないでいただける!?」

「む、無む茶ちや苦く茶ちやなことを言うな」

「無茶？　まさか、お前のような大うつけから聞ける言葉とは思わなかったわ」

　鼻先で笑ってやると、リュクシオルは額ひたいに脂あぶら汗あせを滲にじませながらもかちんときたようだ。

「いい、わたくしは感謝なんてしなくてよ。ええ、感謝なんてするものですか。おまえが勝手にやったこと、そう。おまえの言葉を借りれば自じ業ごう自じ得とく、当然の報むくいだわ！　浅はかな人間にはぴったりな結末よ」

「……お前なぁ……」

「勝手に庇って、勝手に大おお怪け我がして、勝手に自じ省せいして、勝手に結論づけて……おまえなんて、おまえなんて──大きらい！　瓦礫の角に脛すねでもぶつけてしまえっ」

　興奮のあまり視界がかすみはじめた。全身を使って息をし、リュクシオルを睨にらみつける。

　義ぎ俠きよう心しんが強い人間にとっては、特別でもなんでもない行為なのかもしれない。

　だが、イヴリーンにとってはそうではなかった。

　今はプティ・エトワールではない、なんの価値も肩かた書がきもないただの楽がく生せいなのに！

　彼は崩ほう落らくしていない石壁に手をつき、普段からは考えられない緩かん慢まんな動きで中腰になる。

　血の気の失うせた頰をゆがめ、焦しよう点てんの合わない片目は虚うつろにさまよっていた。

　しかしイヴリーンと視線が絡からんだ瞬間──鮮あざやかなまでの意志の光が灯ともされる。

　一瞬、声が詰まるほど優しく笑う。

「……見た目はひどいが──まぁ痛みも見た目通りだが、大丈夫だ。だから、泣くな」

「足どころか目まで悪くなったようね。ああ、目は元々悪かったのかしら？　怪我人を放置しておけるほど冷れい酷こくなわたくしが、泣くはずがないわ。おまえなんかのために、だれが泣くものか！　思い上がるなっ」

　乱暴に目め元もとをぬぐったイヴリーンは嚙みついた。

　傷つくわけがない。こんな大バカ野郎の言動一つで心は動かない。

　誰にどう思われようと構わない、それがイヴリーンのはずだった。なのに……

（どうして、こんなに胸が痛むの）

　この大バカ野郎に薄はく情じような人間だと思われればいいだけなのに。胸むな元もとに片手を添そえれば、硬かたい感かん触しよくが触ふれる。いつもはこれで落ち着くのに、今は苦しくて苦しくて仕方がない。

　リュクシオルは目を丸くすると、咳せきこんだ。声こわ色いろの端はし々ばしに慚ざん愧きが滲む。

「僕は……違う。ただ、お前が……シラクが努力してきたのを、知っている。今も監視員が……見ているのかも、しれないが……非ひがなくても、このままではお前まで失しつ格かくになる可能性……は高い。僕が、失格になるのは当然だとして、も……とばっちりを受けたお前が、そんな危険を背せ負おう必要はないと、ただ──僕は、思っただけで……すまない」

「お得意のお門かど違ちがいな謝罪なら結構よ、黙だまって歩くがよろしいわ」

「…………僕はまた、無む神しん経けいなことを言ったよう、だな……ほん、とうに傷つける、つもりはなかったん……だ、が……ぐっ」

　ひとり先を行くイヴリーンだったが、漏もれ聞こえた呻き声に振り返る。壁にほとんど寄りかかるように動かしていた足がもつれ、リュクシオルはたたらを踏んでいた。

　思わず伸ばした両腕で抱き止めれば、熱い吐息が首筋に降りかかる。細身で小こ柄がらな方でも男の体は重い。胸を撫なで下ろしてから、ハッと我われに返った。

（わ、わたくし、なんでこいつを支えてやっているの!?）

　リュクシオルの無む駄だな奮ふん闘とうを横でせせら笑ってやるつもりだったのに、これでは予定と違う。人知れず焦あせっていると、両腕の重みが増す。気を失ったのだ。

　重みに耐たえきれなくなったイヴリーンは尻しり餅もちをつく。

　無傷の通路まで引き返していたので、リュクシオルをそのまま転がしてみる。

　青白かった頰に赤みが差していても、生せい気きが戻ったとは言いがたい。

「………………熱があるわね」

　銀ぎん灰かい色しよくの前髪をどかし、額に手をかざしただけですぐわかった。

　イヴリーンの視線は傷口と寝顔を行ったり来たりする。

　眠りに落ちている間まで気き難むずかしい面つら構がまえで、苦しげに眉まゆ根ねを寄せていた。

　リュクシオルが気に入らないのは間違いない。何度目かの逡しゆん巡じゆんを繰り返したのち、イヴリーンは傷口に食いこむ破片を摘てき出しゆつした。

「……うぅ……っ」

「別に、おまえのためではないんだから。貸し借りを作った状態が気持ち悪いからやるだけなんだからねっ、勘かん違ちがいしないでちょうだいよ！」

　意識のない相手に言い訳しながら瞼まぶたを下ろし、バングルの小こ鈴すずを打ち鳴らす。

（『木』を操あやつれば、わたくしの生気を分け与えられるわ）

『水』と同じく、生命の象しよう徴ちようである『木』も治ち療りように適した属性だ。

　人間が持つ自然治癒力を強ごう引いんに高めるだけだが充分だろう。自身の生気が光の玉となり、傷口に吸いこまれていく情景を思い描く。傷口に両手を添え、喉を震わせる。

「──めぐりめぐれ　糧かては光となりて　めぐりめぐれ　芽め吹ぶく百花のごとく」

　刹せつ那な、瞼の裏が灼やかれた。目を開ければ、掌てのひらから溢あふれた光の粒りゆう子しが傷口に注そそがれている。

　治療が終われば、疲ひ労ろう感かんがどっと押し寄せてくる。何度も〈楽術ネウマ〉を行こう使しした余よ波はだ。

（単純な〈楽術〉じゃないから、余計に体力が削けずられている気がする、わ）

　傷口が塞がったのを確認し、石いし畳だたみに手をつく。

　やがてリュクシオルの肌に落ちる睫まつ毛げの影が震えた。意識が浮上しつつあるのだろう。逆にイヴリーンは自身の体を支えきれなくなる。

　けぶるようにあらわとなっていく黒々とした虹こう彩さいを見つめたまま、イヴリーンは前のめりで倒れこむ。素すっ頓とん狂きような声が聞こえてくるも、返事をするより早く意識が途と切ぎれた。
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「兄上、あくびをするならわからないようにやっていただきたい。余よ興きようの最中といえど、国民に示しがつかない」

　オーブ劇場の舞台を眺ながめていたはずの弟が小声で咎とがめてきた。

　ソンジャンテは申しわけ程度に口くち許もとを隠かくしてからにっこりと笑う。

「ああ、ヴァラン。ごめんよ、根が素す直なおなものだから隠せませんでした」

「……兄上が素直なら、この世に腹黒は存在しないという統とう計けいになる」

「おや、これは一本取られた。……ですが、今のところ五十歩百歩といったところではないですか。エスティのような才さい気き溢あふれる〈楽師カンタンテ〉には出で逢あえそうにないですね」

「殿でん下か、婚約者のノロケなら帰ってから願おう」

　ソンジャンテの正直すぎる感想に、女おんな騎き士し然ぜんとした当代エトワールが呆あきれ返かえった。

　聖フィデール楽がく院いんを挙あげての一大行事、三年に一度の大競演会グラン・コンクールも佳か境きように差しかかっている。審しん査さ員いんとして招しよう待たいされたものの、なにもすべての試練を見るわけではない。

　初等部では初日、中等部では二日目、高等部では最終日に行なわれる技能の試練だけ審査することになっていた。今日がその最終日。件くだんの婚約者──エルネスティーヌは高等部に潜せん入にゆうしているため、そろそろ出番が回ってきてもいい頃だ。

　報告を受けずとも、ソンジャンテはエルネスティーヌがどの楽がく舎しやに編へん入にゆうしたか知っていた。もちろん下へ手たに捜さがせば足がつく可能性があるので、独自の情じよう報ほう網もうは使っていない。

　なぜか『とんでもない音おん痴ち』ということになっていたものの、〈楽師〉は注目度が高い。

　楽院に出現した魔ま物ものに関しては、一部の高官しか把は握あくしていないが、常つねにないことが起きれば必ず話題にのぼる。その情報に価値を見み出いだせない者からすれば退たい屈くつしのぎにすぎなくても、聞く者が聴きけば、王宮の噂うわさ話ばなしは金きん脈みやくそのものだ。

（あのエスティが、目立たずに試験を終えられるわけがありませんからね）

　目立つな、という指示が無視されることくらい、想定の範はん囲い内ないである。

　──そう。期待通り、彼女は目立ってくれた。

　ふふふ。喉のどを鳴らして笑うと、父王が困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「これ、ジャン。特定の人間と比くらべてはならぬという教えを忘れたのか。その考え方は妬ねたみに繫つながり、幸福から遠ざかる最たる要よう因いんなるぞ」

「父上の御言葉はいちいちもっともですが、寝ても覚めてもエスティのことを考えてしまうのです。夢の中では……おっと、これは俺だけのエスティでした。どうかご容よう赦しやを」

「……妃きさきよ、我が息子は誰に似たのであろうか……羞しゆう恥ち心しんの欠片かけらもないぞ。もう少し慎つつしみを持っても罰ばちは当たらなかろう」

「それはフレデリック、あなたに決まっておりますよ。昔のあなたの口く説どき文もん句くを、今のあなたに聞かせて差し上げたいものです。『そなたが欠かけた人生は太陽のない地上のようだ』と、先代の両陛へい下かの前で仰おつしやったのをお忘れですか。何度も嚙かみながらも一生懸命で、顔を真っ赤にしたあなたに、わたくしは恋をしたんですもの。あの時のあなたは本当におかわいらしかった。もちろん今も素敵ですよ、愛いとしいあなた」

「うぉおおお！　油断していたところにとんでもない爆ばく撃げきを仕し掛かけてきおったな、余は驚おどろいた！　ジャンはそなたの血を継ついでおる、間違いない！」

　頰ほほを赤らめた母がどさくさに紛まぎれてノロケれば、父はあたふたと頭を抱かかえる。仲なか睦むつまじい国王夫妻は国民の規き範はんとなるにふさわしい姿だろう。笑みを深めて、横目で弟を窺うかがう。

　王宮に魔物が出現した一件以い来らい、弟の様子はおかしかった。

　エルネスティーヌの話題になると常じよう軌きを逸いつした目つきになることが多い。そういう時の発言は決まって過か激げきだ。理り知ち的てきであろうと努つとめる弟にしては、らしくない失態である。

　王宮だけでなく、楽院にも出しゆつ没ぼつした、前例のない特とく殊しゆな魔物。

　その魔物に手傷を負わされてから、おかしな言動を繰くり返すようになった弟。

　すべての起き点てんは、ラー・シャイの魔物にある。

（表舞台に引きずり出す準備は整った。ちょうどいい頃合いですかね）

　お膳ぜん立だてはすんだ。そのための極ごく上じようの餌えさが、エルネスティーヌだ。

　少し餌をチラつかせただけで楽院まで追いかけるなど、魔物の狙ねらいが彼女にあると自白しているもの。その意い図とはわからずとも、この大競演会グラン・コンクールは実にいい隠れ蓑みのだ。

　怪あやしまれることなく、穏おん便びんに、エトワールだけでなく弟をも連れこめる。それも国民に被害を出さず、魔物の狙いを楽院に集中させることができる。

　少々荒あら療りよう治じだが、無事片をつけられれば、文句だけは一人前の貴族たちも封ふう殺さつできるのだ。これぞ一いつ石せき四よん鳥ちようだ。

　一石四鳥──鳥といえば、大競演会のために楽院入りした日の夜を思い返す。

　自じ慢まんの毛け並なみを逆立たせて現れたひばりは、どこか神経質になっているようだった。

『ホント、王おう太たい子しって悪あく趣しゆ味みだねー。どこからどこまでが、きみの掌てのひらの上なのかなぁ？』

『心外ですね。発ほつ端たんは俺にありますが、父上も一枚嚙んでいるというのに』

『おれはヒトの思おも惑わくなんてどーでもいいけど、一つ忠告してあげる！　……ただの魔物だと思って侮あなどると、痛い目に遭あうよ。それだけ。最さい高こう司し祭さいにも伝えとけばー？』

　おや、と眉び宇うを開く。このひばりが、彼女以外に助言をするなど初めてではないだろうか？　特に自分など、嫌われているとばかり。

『謀はかりごとは、俺だけの持ち物ではありませんからね。肝きもに銘めいじておきましょう。……やはり、音の異変に気づいていましたか。エスティの見解をお聴きしても？』

『精霊さまと愚ぐ鈍どんなヒトを、比べないでほしいよねぇ！　わかるに決まってるじゃん！……あの子は、気づいても気づけないよ。だからこんなことになったわけだけど』

　引っかかる言い回しだが、エルネスティーヌはひばりほど、事の次第を把握していないようだ。ふむ、と顎あごをさすり、ソンジャンテは話を変えた。

『そういえば、昼間、エスティを見かけましたよ。変わりないようで安心しました』

『……遠くで見る分には元気かもね？　おれは最近、逢あってないから知らないけどぉ』

『おやおや。どうりで、君の羽に艶つやがないはずです。エスティを試しているのですか、どういう風の吹き回しで？　先に音ねを上げることになるのは、君かもしれませんよ』

『これだからヒトってきらいだよ。暗黒の王子さまに宗しゆう旨し替がえすればー？』

『エスティのことも、嫌いですか』

『…………ホント、ヒトってきらい。おれは手伝わないから、じゃあね』

　それだけ言い残して、ひばりは姿を暗ました。

　なるほど。それから遠目で観察するようになったが、どうも彼女に悟さとられぬよう、こっそりついて回っているようだった。まったくもって素直でない精せい霊れいだ。

（ふ、素直でないのは俺も同じですが）

　エルネスティーヌに対する思し慕ぼを隠そうとしても隠しきれず、兄と想い人の婚約に心を痛めていた──氷の美び貌ぼうと評ひようされようが、自分と違ちがって素直でかわいい弟。

　仮に魔物につけこまれる隙すきがあったとすれば、その一点だけだろう。

（ヴァランがあの子の唯ゆい一いつになれていたら、なにか変わっていただろうか）

　エルネスティーヌのことだって大切だ。血は繫がらずとも、妹のように愛おしい。

　だから恋ではない──恋であっては、いけない。王太子とプティ・エトワールの婚約は有ゆう益えきで、よほどのことがなければ破は棄きできない。時とき折おり思い出したように疼うずく痛つう痒ようのためにも、そのよほどの展開を期待し、二人が幸せになることを願ってきた。

　だがそれ以上に、祖国を愛してやまない。必要ならば、なんだって利用してみせる──愛しい、家族でさえも。それが王太子たる自分に課せられた役目だと、信じている。

　と、舞台に視線を移せば余興が終わっていた。

　余興は参加生徒たちの休きゆう憩けい時間でもあったので、すぐに歌か舞ぶは再開されるだろう。

「次の生徒は……リュクシオル・ド・オリヴィエ、ですか。オリヴィエというと、あのオリヴィエ侯こうのご子息でしょうか。父上のご学友で、外交官の？」

「うむ、間違いなかろう。一流の〈詩人バルド〉を目指し、切せつ磋さ琢たく磨ましておるとは聞いておったが……そうかそうか、高等部の楽がく生せいであったか。これは楽しみだ」

　ほっこりとした笑みを浮かべ、何度も頷く。老いてもなお魅み力りよく的てきな、人がよさそうな面おも差ざし。それだけ見たら、今回の策さく略りやくの片かた棒ぼうを担かついでいるとは誰も思わないだろう。

（うーん、我が父上ながら演技派だ）

　建たて前まえではプティ・エトワールは休きゆう暇か中ちゆうだが、これだけ長期だと額がく面めん通どおりに受け取った宮廷人はやはり少ない。

　旧友の愛まな息子むすこの登場を心待ちにしていた父王は、場内に響ひびき渡った名前に肩を落とす。

「ミレイユ・マルソー？　オリヴィエの息子の次が出番の生徒であろう。なんぞ問題でも起きたのか……大事ないとよいのだが」

「ここでの問題の深しん刻こくさなど、取るに足らないもの。案ずることはありますまい」

　エルネスティーヌとはまた違う自信を漲みなぎらせたエトワールの声こわ色いろに、父もひとまず安心したらしい。

　男装じみた衣装もさることながら、フィデール宗派の最高司祭とは思えない女性だ。

　袖そでから出てきた女じよ楽がく生せいは一礼し、演えん壇だんの中央に立つ。愛くるしい少女だ。片側から垂たらしたブロンドを揺ゆらし、とび色の目をしきりにまばたかせ、唇くちびるを開いた。

（へえ……これは先が楽しみな歌い手じゃないか？）

　手にした用紙に評ひよう価かを書きこむのも忘れ、小鳥がさえずるような歌声に聞き惚ほれた。

　綺き羅らめく星のごとき存在感と谷川の穢けがれない清せい冽れつさを帯おびた歌声──という意味から授さずけられた〈渓けい星せい〉の二つ名通りの〈歌姫デイーヴア〉である、エルネスティーヌとは真逆だ。

　目を閉じて、耳をかたむける。たとえば砂漠に湧わき出いづるオアシスのような、旅人の道筋を照らすささやかな月影のような……そっと寄り添そい心に染しみ入いる、優しい響き。

　胸に迫せまってくる感情の猛たけりはないかわりに、自覚しないうちに疲ひ弊へいしていた心も穏おだやかになっていくようだ。だから、ソンジャンテも反応が遅れた。

『コレモ違ウ』

　ざらついた低声が聞こえたかと思えば、隣となりに腰かける弟の気配が変へん貌ぼうする。はじけるように首をめぐらし、目を見開いた。印象的なサンディブロンドが、今や暗く沈しずんでいた。
















「ヴァラン、その髪色は──」

『コウナレバ、仕方アルマイ。……汝なんじハ、邪魔ダ』

　肩に触ふれようと伸ばした手をはじかれ、そのまま両足が床から離れていく。

　なすすべもなく通路に転がると、場内は静せい寂じやくにつつまれた。

　視界の端はしで両親はエトワールに庇かばわれている。

　舞台上で凍こおりついていた少女は恐おそる恐おそる駆かけ下おりると、身を起こすソンジャンテの前に立ちはだかった。聴ちよう衆しゆうの視線を一身に集めたヴァランタンは微び動どうだにしない。

　ハッとするほど鮮あざやかな青目がだんだんと虚うつろになっていく。

『ヨウヤク、ソノ麗うるわシキ御み魂たまハ絶望ノ音ね色いろヲ覚エタデアロウ。ナニガ幸イカ、ヨク理解デキタハズヨ。……吾あガ麗シノ花嫁、誓せい約やく通リ迎むかエニ参ッタ』

　そう言って、弟だった者は吼ほえるように嗤わらう。床に落ちた人影が、不ぶ気き味みに蠢うごめいていた。
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　──時はわずかばかり遡さかのぼる。

　独特な臭においが鼻び腔こうをくすぐる。このツンとした刺し激げき臭しゆうは消毒液か。

　イヴリーンが瞼まぶたをこじ開けると、見覚えのある天井が飛びこんできた。

　医務室に搬はん送そうされたのか。こめかみを押さえて起き上がるとすぐ、カーテンが開いた。

　熱血養よう護ご教官ドニが決めポーズを披ひ露ろうしている。

（……あ、悪夢だわ……）

　輝かしい笑顔に出迎えられてベッドに逆戻りしかけた。寝起きの頭には刺し激げき的てきすぎる。

「気力は回かい復ふくしたようだね！　ハッフッ！　昨日きのうの結果を知りたいだろう、そうだろう！　失格ではなく、名めい誉よの負ふ傷しようということで加点があるそうだよ！　ンハッ！」

「……い、今その気力を根こそぎ奪うばわれた気分よ……」

「さぁこうしちゃいられないっ、君にふさわしき熱く燃えるような青春の舞台へ向かおうではないか！　まだ間に合う、最後の最後まで諦あきらめないことに意義がある！　フンッハッ！　君を送り届ける大切な役目は私が負おうっ」

　完全に話を聞いていないドニの肩に担ぎ上げられるが、悲ひ鳴めいを上げる元気も残っていない。

「すみません、教官。その役目、僕に譲ゆずってもらえませんか」

　よろよろと顔を上げたイヴリーンは遠えん慮りよなくむっとした。




　オーブ劇場までの道のりを肩を並べて歩く。正しくは全力で走っていた。

　置いていこうと奮ふん闘とうするイヴリーンを嘲笑うように、相手は余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった足取りでついてくる。その涼すずしい顔つきも皮ひ肉にくげに笑う口許も、なにもかもが癪かんに障さわる。

「きぃいいい、わたくしのあとをついてこないで！　寮りように帰れ！」

　息が乱れていないのも気に入らない。

　癇かん癪しやく玉だまを破は裂れつさせて地じ団だん駄だを踏むと、長剣を佩はいたリュクシオルは肩をすくめた。

　長剣は〈詩人バルド〉志望者に支給されているものだが、普段は授業で必要な時以外、携けい帯たいを禁じられている。今日の舞台で披露するため、装そう備びしているのだろう。

「あのなぁ……僕だってまだ歌ってないんだ、目的地が同じなのは当然だろう。それに、お前は力を使い果たしただろう。少し落ち着け、倒れたら元も子もないぞ」

「近寄らないでください。怪け我が人にんに労いたわられるほど落ちぶれていません。そして帰れ」

「本性がまるで隠しきれていないんだが……まぁいい。その不気味な敬けい語ごをやめろ。敬語のくせに、敬意の欠片も感じられない。高たか飛び車しやな物言いの方が遙かにマシだ」

「……敬うやまっていないのだから当然でしょう。あと訂てい正せいさせてもらうけれど、高飛車はおまえよ。自分を棚たなに上あげるのはおよしなさいな、見苦しくてよ」

　心底うんざりした声色には思うところばかりだが、これ幸いと演技をやめる。

　もはや気取っていられる心境ではない。

「まったくもってシラクには言われたくないセリフだな、おい。鏡は見ないのか」

「鏡は毎朝毎晩見ていてよ。いつだって惚ほれ惚ぼれするほどの美しさだもの、何度見たって飽あきないわ」

「…………き、聞かなかったことにしておこう。僕はなにも耳にしなかった……そうに決まっている。こいつの破は壊かい的てきな歌声を聴きすぎて、聴ちよう覚かくが狂くるったかな……」

「ちょっとっ、どさくさに紛れてわたくしを侮ぶ辱じよくしたわね。今に見ているがよろしいわ、絶対跪ひざまずかせて赦ゆるしを乞こわせてやる！」

　歯は軋ぎしりをすれば、「さーてと」とリュクシオルはわざとらしく視線をはずす。

「急がないと順番が回りきってしまうぞ。高等部は人数が少ないから、あまり時間稼かせぎは期待できないだろう」

「わたくしの話を聴けーっ！　……うぅ」

「シラク!?」

　咄とつ嗟さに大声を出したせいで、立ちくらみに襲おそわれた。が、服越しにじんわりと伝わってくるぬくもりに視界が晴れていく。目をしばたたくと、リュクシオルが心配そうに眉まゆ根ねを寄せている。そろりと腕うでを見れば、まるで支えるように摑つかまれていた。

「言わんこっちゃない……気分が悪くなったのか？　劇場まであと少しだ、着いたら水をもらうといい」

「……離して」

　乱暴に振り払い、距離を置く。突っかかったり、優しくしてきたり、意味がわからない。

（わたくしを生なま身みの人間だと思えないのなら、放っておいてくれたらいいのに）

　嫌いや味みなほど超ちよう然ぜんとしている、自信たっぷりでイヤな感じ、人間味がない、心ってものを感じられない、観かん賞しよう用よう。宮きゆう廷ていにはびこる噂はいいものばかりではない。

　そんな陰かげ口ぐちも叩たたかれていると、イヴリーンは知っていた。この楽院でもそうだった。

　イヴリーンが気に食わないとケンカを売ったり、自分に非ひがあると認めたら素直に謝ってきたり──そんなリュクシオルでさえ、同じだった。

「……おまえの付き添いなんていらない。一人でも行ける、だからさっさと行ってちょうだい。教官には少し遅れると、伝えるだけでよろしいわ」

「そんなこと、できるわけないだろ。一人にしたら、どこで野の垂たれ死じにされるかわかったものじゃない。僕の目め覚ざめが悪くなる。そもそも、お前が体調を崩くずしたのは──」

「おまえのためじゃない！」

　自身を責めるような声を聞いていたくない。だから遮さえぎって嚙みついた。

「わたくしは、わたくし以外の人間なんてどうでもいいの。傷口を塞ふさいでやったのは、きらいな人間に助けられて屈くつ辱じよくにゆがむおまえの顔を見たかったからよ！　それ以外に、理由なんてないっ」

「……僕は別に、お前が嫌いなわけじゃない」

「なぁに、それ？　傷口を塞いでやったから？　ハッ、おまえの好意って随ずい分ぶんとお手軽なのね。おまえだけじゃないわ、この楽院の人間はみんなそう！　薄うすっぺらい輩やからばかりよ」

　冷笑を浴あびせてやると、リュクシオルの隻眼に不ふ快かい感かんが過よぎった。

　そのまま踵きびすを返すかと思ったが、ふーっと長息を吐はき出す。

「…………正直に言おう。僕はお前のことが気に食わなかったし、腹を立ててもいた。今もムカついている」

「なら、わたくしに関わらないでくださる？　早く、会場に行きなさいよ」

「だが、嫌いだと思ったことはない。いくら気に入らなくても、嫌いなわけじゃない」

　こいつはなにを言っているんだ。絶ぜつ句くしていると、リュクシオルが畳たたみかけてくる。

「僕を捨て置けばお前が周りにどんな目で見られるのか……失しつ念ねんしていた。お前の怒いかりはもっともだ。だから僕なりに、誠せい意いを尽つくしたいと思う。僕がすっきりしたいんだ、受け入れろ。ごちゃごちゃ言うな」

「お、まえ、バカじゃないの！　何様のつもり!?」

「シラクに言われると、まともな人間だと太たい鼓こ判ばんを押された気分になるな」

　こいつ、言うに事こと欠かいてそれか！　憐あわれむような眼まな差ざしを注そそがれ、怒ど髪はつ天てんを衝ついた。口を開いても、怒りのあまり適当な言葉が出てこない。

「僕はしたいようにするし、お前もしたいようにすればいい。ただしなんと言われようが、僕は僕のしたいことしかやらない。どんな理由であれ、お前が手当てを施ほどこしてくれたのは事実だ。重要なのは事実だ、過か程ていじゃない」

「……本当の本当に、おまえが大きらいだわ……！」

「そうか、ありがとう」

　すまし顔で礼を口にしたかと思えば、リュクシオルはにっこりと笑った。いつも皮肉げに口の端をゆがめるだけなのに、それは驚くほど年とし相そう応おうな、邪じや気きも他た意いもない笑顔。

　腹立たしさも忘れ、飛びすさった。変な動どう悸きがする。風か邪ぜを引いた時の症しよう状じように似ているが、やけに心臓の音が鼓こ膜まくに響く。手て探さぐりで〈楽師カンタンテ〉の証あかしに触れた。

（今までずっと無ぶ愛あい想そうだったくせに！　そんな安い笑顔ひとつで騙だまされるものかっ）

　反則だ。なにがなんだかわからないが、とにかく反則だ。ずるい。

「だれかー！　こいつ、最悪の女たらし野郎ですっ。逮たい捕ほして！」

「どうしてそうなる!?」

「恐ろしい、なんて末すえ恐おそろろしい男なの……これだから貴族は怖い……手て馴なれていてよ……！　そのうち愛人百人とか作っちゃうんだわ、友達百人できるかな程度のノリで！　不ふ潔けつ、不潔よっ。女の敵ね、あっち行って！」

「おい、完全なる捏ねつ造ぞうのくせに、なに断定形で罵ば倒とうしてくれるんだ！　無意味に具ぐ体たい的てきすぎて引くわっ、なにか貴族に恨うらみでもあるのか!?」

「地平線の彼方かなたまで行っておしまい、そしてそのまま領地に帰れ！」

　そんな風にいがみ合いながらも、なんとかオーブ劇場に辿たどり着く。が、どうにも静かだ。今日は最終日だというのに、この静けさはおかしい。

「……一大行事ではなかったの？　さびれていなくて？」

「さびれる言うな。だが……そうだな、三年前はもっと賑にぎわいでいた記き憶おくがあるんだが……なにかあったのか？　お前みたいな音痴が発覚して、盛り下がったとか」

「口に手を突っこんで奥歯をがたがた言わすわよ」

「驚くほどの口の悪さだ。よく上品ぶっていられたな、いやごまかせていなかったが」

　失礼すぎて憤ふん慨がいするのも疲つかれてきた。だから無視して裏口から会場に入りこむ。

　狭せまい隠し通路を進んでいくと、舞台袖に出る。ここまで来ても、物音一つしない。

　不ふ審しんに思った二人は、物陰にひそんで様子を窺うことにした。

　殺気とは少し違う。身じろぎしただけでも、なにかが変わってしまいそうな緊きん迫ぱく感かん。制服の袖をめくれば鳥肌が立っていて、さらに首を伸ばしたイヴリーンは声を詰つまらせる。

「…………ヴァラン、タン、殿下……？　どうして……」

「殿下？　殿下は黒髪じゃないだろ、人違いじゃないのか。それにしても、これはどういう状況なんだ」

　癪しやくながら同感だ。参加生徒が全員はけたわけも、ヴァランタンだけ舞台にいる理由も、疑ぎ点てんは尽つきない。おかしいといえば、ヴァランタンの影もおかしい。

　それ自体が意思を持っているかのように、人の形を為なしていない。




『吾ガ麗シキ花嫁、エルネスティーヌ……身ヲ隠ソウトモ、汝ガ在あルノハワカッテオル』




　この、声。一瞬、呼吸が止まる。遮ろうにも、体が凍りついて動かない。

　それは地の底を這はうように低く、触れる者すべてを傷つける刃物のように鋭するどい。こもるように響くその声を、イヴリーンは知っていた。

（忘れるわけがない。こいつは、わたくしの歌声を奪ったラー・シャイだわ！）

　迎えに来る──〈楽師カンタンテ〉に囲まれた中、その宣せん言げん通りやって来たのだ。

　ならばなぜ、ヴァランタンの姿をしているのだろう？　入れ替わったと考えるべきだが、イヴリーンの直感がアレはヴァランタン本人だと告げている。

　隣にいる存在を忘れて考えこんでしまったが、リュクシオルが呆ぼう然ぜんとこぼす。

「エルネスティーヌ……？　プティ・エトワール様が来ていらっしゃるのか!?　み、身み支じ度たくを整えないと……」

　ずっこけかける。身なりを気にするリュクシオルなんて、できたら一生見たくなかった。地団駄を踏みかけるも気づかれると困る。なので高速でド突いてから小声で諫いさめた。

「うぉおおこンのすっとこどっこいっ、現実を見なさい！　もっと直視なさいっ、おかしいでしょ。気にするところはそこではないでしょうよ!?」

「そ、そうだな。ここは寄き宿しゆく舎しやに戻って風呂に入るべきか……汗くさい姿ではプティ・エトワール様に顔向けできない！　朝風呂すればよかった！」

「違うってば！　どこもかしこもツッコミどころしかなくてよ。今はプティ・エトワールどころではないの、ラー・シャイがそこにいるのよ！　湯ゆ殿どのに浸つかっている場合かっ」

「はっ……ラー・シャイ？　以前現れてから、楽院により強きよう固こな結界を張ったって話だぞ。それでも魔物がいるなんて……ふっ」

　いっそ目め潰つぶししてやろうか。無言で胸むな倉ぐらを摑み上げ、強引に舞台を注視させる。

『名乗リ出デテハクレヌノカ。ナラバ……ソウ、ヨイコトヲヒラメイタ。一人ズツ絶望ニ浸ひたシテユコウ。心地ヨイ音色ヲ刻きざムハズ、サスレバ汝モ吾ガ手ヲ取リタクナルデアロウ。共ニ暗キ淵ふちヘト参まいロウデハナイカ』

「ひっ……！」

　影から触しよく手しゆのように伸びた無数の手が、前列で身を縮ちぢめていた生徒たちを拘こう束そくした。そのまま引きずられていくと、ソンジャンテのそばに立っていたミレイユが叫さけぶ。

「ザザちゃん！　コレットちゃん！　……な、なにするの、二人を……みんなを離してよ！　ひどいことしないでっ」

『……耳みみ障ざわリナ……』

「──水よ水　無数の龍りゆうとなり　その首を食いちぎ────きゃあっ」

　魔物は疾しつ駆くしてくる水龍を簡単にいなし、その力を倍にして返す。

　ミレイユは咄嗟に水すい膜まくを張ったようだが、こらえきれずに横おう転てんする。ザザが叫ぶ。

「ミレイユ！　や、め……くっ……う、ぅ……」

『ホウ、ヨキ音色ヨ。ダガ、エルネスティーヌニハ遠ク及バヌ……アア、殺あやメハスマイ。息いき絶たエテハ、光ナキ闇やみノ尊とうとサガ理解デキヌデアロウ』

　奏でられる呻うめき声を聞き、うっとりとするように喉を鳴らす。

　ミレイユを助け起こしたソンジャンテの緑りよく眼がんとかち合う。魔物には死角でも、イヴリーンの位置からだと丸見えなのだ。

　幼なじみの王太子は舞台袖に隠れたまま前のめりになったイヴリーンに目で合あい図ずを送ってくる。いつも糸のように笑んだ目め元もとが、今は切せつ迫ぱくしていた。

（名乗り出るなというのね。ジャン）

　エトワールがいるのだ、すべて任まかせてしまえばいい。そのための最高司祭である。

　最悪の場合、国王一家だけでも逃がしてくれるはずだ。

　確かにイヴリーンの出る幕はない。けれど、この一件で確信したことがある。

（わたくしの歌声を奪ったのは、浄じよう化かを促うながす〈楽師カンタンテ〉への恨み以外に理由があるのだわ）

　考えてみようとも思わなかったことだ。正直、音痴騒そう動どうの前ではすべてが些さ事じだった。

　だが、もっと早く真ま面じ目めに考えるべきだったかもしれない。

（考えるの！　これまでの出現に、なんらかの手がかりがあるはずよ）

　これで三度目。名指しまでして、王宮に楽院と追ってきた。なんという執しゆう念ねん深さ。

　魔物は、標的をイヴリーンに絞しぼって行動を起こしている。ならば名乗れば──ちらっと横目で窺う。プティ・エトワールとなると目がくらむリュクシオルも正気に戻ったが、きっとすぐ、先ほど以上に取り乱すに違いない。

　ミレイユとソンジャンテに忍び寄る毒どく牙が。なのに、隠れていろと目で訴うつたえかけてくる。

　他人を案じている場合ではないのに、彼は約束通り護まもるつもりなのだ。真実を閉ざしたままのイヴリーンを！　やはりと一歩踏み出したが、リュクシオルに引き止められる。

　といっても目線は合っておらず、かすれ声で問われた。

「……シラク、〈楽術ネウマ〉を連続で操るだけの気力はあるか」

「それって、どういう」

「二人一組ツーマンセル、〈楽師〉の基本をもう忘れたのか。未み熟じゆくだろうと、僕とて〈詩人バルド〉の端くれだ。……お前も前ほど音痴じゃないからな。魂たましいの属性も同じだし、今の声なら、協力すれば注意を惹ひきつけられるはずだ。隙さえ作れば、エトワール様も動けるだろう」

　イヴリーンの歌声を認めるような口ぶりで、なぜか頰に血がのぼる。

　声を喉に詰まらせていると、じれたように腕を引っ張られた。正気に返り、慌あわてて頷うなずく。

「え、ええ。全ぜん快かいとは言えないけど、体力は昨日より回復したから大丈夫よ」

「そうか。……僕が先せん陣じんを切る、援えん護ごは頼んだ」

　ジャケットの隠しから小こ瓶びんを取り出す。中には朱しゆ金きんの粉が入っており、親指の腹で木もく栓せんをはじく。続けざまに腰の細さい剣けんを横に払いながら粉を振ふり撒まいた。




「──〈火焰の讃歌インノ・フイアンマ〉」




　静かな呼びかけに、粉末が複数の火の玉に変ずる。

　それが剣身に吸いこまれたかと思えば、彫ほられていた文字が燐りん光こうを帯びた。そして、剝がれ落ちていく。光る文字が雨音のような音色を奏かなでて浮ふ遊ゆうした。

　炎上ブルチヤーレ、熱カローレ、火花シンテイツラ、火フオーコ──古ムジカ語で描かれた光る文字は外気に漂ただよう。

　この現象を、イヴリーンは何度も見た覚えがある。詩の視覚化だ。それこそ〈詩人バルド〉だけが扱える〈楽術ネウマ〉の一つで、文字はくるくると円ワ舞ル曲ツのように踊おどる。

「──精霊の御み名なにおいて奉ほうじる……〈火〉」

　冴さえ冴ざえとした隻せき眼がんを向けられると、イヴリーンの喉に文字が張りついた。

　刹せつ那な、ぶわっと熱が広がり、力が漲みなぎってくる。まるで腹の底に炎を抱いたように。

　リュクシオルは長剣を構えたまま肩で息した。かかげた掌で、赤々と燃える〈炎上ブルチヤーレ〉に触れる。その音おん字じを剣身に並べ、勢いよく揮ふるい──舞台を、火の道が切り開く！

　生じた風で、前髪がめくれ、リュクシオルの左目があらわになる。金こん色じきの光を帯びて、煌こう々こうと輝いていた。




「──火より出でて哮たけろ、火蜥蜴サラマンドラ！」

『……ホウ……コレハ遊ビガイガアリソウダ』




　火蜥蜴をまとった剣身を、魔物は片手で受け止めてみせた。にたりと唇をゆがめれば、剣もろともリュクシオルを放り投げる。しかし、リュクシオルも負けていない。

　空中で体勢を立て直し、指先で〈熱カローレ〉となぞる。銀朱の一いつ閃せんが描かれ、強い光を発したそれを、魔物に向けて切きっ先さきではじき飛ばす。

　ヴァランタンの肉体である可能性を考こう慮りよすると、攻撃に打って出るのは本意ではない。

　しかし、このままだと生徒たちは解放されないし、先ほどのようにいなされるだけだ。

　物陰のイヴリーンは覚かく悟ごを決め、喉から音を振ふり絞しぼる。

「───、───────、──……」

　誰の妨ぼう害がいも受けないよう、けれど確かに打撃を与えられるように想像する。

　気を取られたのか、魔物の視線が泳ぐ。その一瞬の隙を衝き、リュクシオルは攻撃を畳みかける。まともに受けるはめになった魔物が仰のけ反ぞった。

『グォ……ウゥウウ……』

　手負いの獣けものを思わせる呻き声。苦痛に眇すがめられた両目は金色に変わり、さらなる痛つう撃げきが加えられる。その瘦そう身しんに鞭むちが絡からみつき、持ち上げられた反動で床に叩きつけられたのだ。

　すると、触手で捕とらえられていた生徒たちは解放される。足取りはおぼつかないが、急いで距離を置く。人ひと質じちは自由になったため、教師陣も包ほう囲い網もうを縮めた。

「下げ劣れつな魔物、疾とくと殿下から出て来るがいい。答えいかんでは……わかっているな」

　額ひたいにきらめくムジカ石が五色に輝いている。鞭を片手に、エトワールが不敵な微び笑しようをのぼらせていた。

　膝ひざをついた魔物も立ち上がろうとしたが、リュクシオルに肩を足で押さえこまれている。手にした長剣は頸けい動どう脈みやくに添えられていた。

　魔物の左肩から流す黒髪はほつれ、前髪が乱れる。その下から覗のぞく金色の双そう眸ぼうをぎらつかせ、魔物は吼えるように嗤わらう。

『クッ……ハ、ハハハ。愉ゆ快かいダ。人ノ思イ上ガリトハ、実ニ度どシ難がたイ。汝ゴトキニ、イッタイ何ガデキヨウカ？』

「なっ……ぐっ」

　乱暴に振り落とされたリュクシオルの小柄な体たい軀くは、壁かべ際ぎわまではじき飛ばされた。

　今度は受け身を取れず、背中から打ちつける。衝しよう撃げきで、壁に亀き裂れつが走った。

　魔物は影をまとった右腕で、続くエトワールと教師陣じんの攻撃を薙なぎ払はらい、台風の目のような様よう相そうを呈ていする。

　イヴリーンは口許を覆おおう。強きよう烈れつな既き視し感かんを覚えた。

　以前とは逆の立場だが、振りかざされた爪つめの行く先を知っている。

（わたくしが、隠れたままでいいの？　本当に？）

　彼らは護る価値のないものを護ろうとしている。覚悟を決めたはずなのに、所しよ詮せんはつもりにすぎなかった。動こうとしない太ふと腿ももを殴なぐりつけ、ひねり潰した眼鏡めがねを捨てる。

　ごまかせないのなら、誰にも恥はじないプティ・エトワールの姿を焼きつけたい。




「おまえの獲え物ものは、ここにいるっ」




　リュクシオルとの間合いに割りこみ、いつかのように声の限りに叫ぶ。
















　場内の動きが止まったのを確認してから胸を張る。

「わたくしは、ここよ。わたくしこそフレデリック・ル・イリス国王陛下より、〈渓けい星せい〉の二つ名を戴いただいた〈歌姫デイーヴア〉──エルネスティーヌ！　相手ならばわたくしがしてあげる、他の者に手出しするな」

「シラクが、プティ・エトワール様!?　そんなバカな！」

「美意識の死神なのに!?」

　恐怖に凍りつき、二人のやり取りを固かた唾ずを吞のんで見守っていた観客席からどよめきが広がる。魔物だけは動じず、イヴリーンの全身を矯ためつ眇すがめつ観察した。

　やがて心臓を射い抜ぬくように見み据すえてすぐ、信じがたそうに目を瞠みはった。

「……ラー・シャイ、わたくしは逃げも隠れもしない。用があるというのなら、礼れい節せつを守りなさい。生あい憎にくと、無ぶ礼れい者ものの話にかたむける耳は持ち合わせていないの。だけど、わたくしの質問には一も二もなく答えるがいいわ。拒きよ否ひ権けんは認めなくてよ」

『ヤハリ、オカシイ』

「……おかしいのはおまえでしょう。そもそも、おまえに花嫁呼ばわりされる筋合いはなくてよ。身のほど知らずとはおまえのことね、跪いて赦ゆるしを乞うがよろしいわ」

　居い丈たけ高だかに言い放てば、ソンジャンテが頭を抱えるも、魔物はそれどころではないらしい。

『汝ガ在ルノハワカッテオッタ、ナレド……以前ト相そう違いナイナド。ナニユエ、汝ノ魂ハ変ワラヌ。奪エバ、汝ハ絶望スル手て筈はずデアッタ。世界ノ醜みにくサニ破は滅めつヲ見出シ、滅ほろビコソガ救イデアリ、闇ニコソ至上ノ美ガ潜ひそムト気ヅクハズデアッタ。ダトイウノニ──』

　くっと喉を鳴らし、王子の端たん整せいな顔つきが悲痛なまでにゆがむ。

　その虚うつろな金目が切せつ望ぼうしていた、お前も認めてくれないのかと。

『ナニユエ、汝ハ変ワラヌ！　汝カラ、汝タラシメテイタ美ヲ奪ッタトイウノニ──ナゼダ。ナゼ、嘆なげカヌ！　カヨウナ魂デハ、吾ガ棲すミ処かマデ堕おトセヌ……！』

　こもるように響く煩はん悶もんに、突とつ如じよとして天てん啓けいがひらめく。

　この世のありとあらゆるモノに名前がある。名とは本質を表し、この世に縛しばる、もっとも短い呪まじない。ヒトは場合によるが、精霊にとって真ま名なとは命そのものだ。

　世界の摂せつ理りに支配される精霊の真名は多くの意味を持ち、時として拘束力を生む。

　イヴリーンもひばりの真名を知っていたが、一度も呼んだことはない。

　ラー・シャイは古ムジカ語で『無』を意味する。魔物を取り巻く影は虚きよ無むより生じる──ゆえに魔物すべてを縛る名。だからこそ、イヴリーンはラー・シャイと呼んできた。

　これまで出で遭あったどんな魔物より孤こ独どくで、貪どん欲よくで、執しつ拗ようで……この世界中でもっとも寂さびしい存在。常識的に考えればありえない。けれど、そうと繫げれば腑ふに落おちる。

　イヴリーンは喉を鳴らし、囁ささやくように訊きいた。

「一つだけ……教えてちょうだい。その体は擬ぎ態たいしているわけではなく、ヴァラン本人のもの？　もしそうなら、聖フィデールの血筋を受け継ぐ彼にどうやって取り憑ついたの」

『麗シキ娘ヨ、今ノ汝ニハ聴コエヌカ。報むくワレヌ想イニ身ヲ焦こガス、愚おろカナ人ノ子ノ嘆キガ。フィデールナド恐ルルニ足ラズ、コヤツハ自ラ我ニ身ヲ委ゆだネタ。ソレダケノコトヨ』

「どういうことなのです。我が息子が、あなたの甘かん言げんに耳を貸したというのですか!?」

　王妃のうろたえように、魔物は意い味み深しんに喉を鳴らす。二人のやり取りに、ソンジャンテは苦々しそうに唇を嚙みしめている。心当たりがあるのだろうか。

　イヴリーンの想像通りの相手なら、軽くやってのけても不思議ではない。

　すぅと空気を取りこむ。プティ・エトワールとして、最後の仕事をするために。




「─────、───────……」




　心をこめて音を紡つむげば、赤く透すき通とおったヴェールがイヴリーンを取り巻く。

　目元にかかる髪は、見る見るうちに淡あわい黄金こがねに戻った。三みつ編あみをほどき、手早く結ゆい上あげれば、誰かが「あっ！」と声を上げる。背中で受け止める視線をなんとか無視し、階下のソンジャンテを見下ろす。彼は目を見開き、しわがれた声を漏もらした。

「エスティ……その声は、いったい……」

「ジャン。今まで黙だまっていて、申し訳ないと思っていますわ。わたくしはとっくに、あなたとの約束に釣り合わない人間になっていた。……陛下、この証はお返しいたします」

　首から下げていた〈楽師カンタンテ〉の証をはずし、床に叩きつけた。

　心まで蹂じゆう躙りんされたような痛みを覚えながら、さらに踏みつける。

　会場中の注目を浴びている気がした。そのうちの一つは国王のものだろう。

　イヴリーンは目を閉じ、自身に言い聞かせるように口を開く。

「陛下から直じき々じきに賜たまわった証を足あし蹴げにした……これで、不ふ敬けい罪ざいは成立しましたわ。もう王族とはなんの関わりもない、家名も持たない、貧ひん民みん街がいの住人に戻った。……王家に迷惑はかけなくてよ。エトワール様も手出しは不要。自分の始し末まつは、自分でつける」

「エスティ!?　なにをっ」

「……ラー・シャイ、不ふ可か解かいな点が多すぎてまるで理解できないわ。けれど、気づいたことがある。これまでの魔物と次元が違う、当然よね。だっておまえは魔物ではなく、そう。ラー・シャイ、いいえ──」

　目を閉じ、迷いを打うち払はらう。イヴリーンは指を突つきつけて宣言する。

「〈魔王〉ザハディオーン！　おまえの御名において、わたくしと賭かけをなさいっ」

『……マコト、聡サトイ娘ヨ。イカニモ、我ハ人ヤ精霊トイウ下等種族ニアラズ──ソウ』

　喉の奥で笑うと、ヴァランタンと同化していた黒影が抜けはじめた。

　糸の切れた操り人形のように倒れこんだ彼にかわり、浮かび上がったのは王宮の温室で目にした人型。一種異様な風体だというのに、神にふさわしい威い光こうを感じられる。

　首にはめた石輪の鎖くさりを揺らした風が、引きずるほど長いローブの裾をもてあそぶ。

　とうとう本性を見せた〈魔王〉は厳おごそかに口を開く。

『吾ガ名ハザハディオーン。サレド人ノ身デ、神ノ真名ヲ掌しよう握あくデキルト思ウテカ？』

「……今のわたくしに、そのような力量がないことは重々承しよう知ちだわ。だけど、悪い条件ではないはずよ」

　息を吞む音が四方から聞こえた。魔物──〈魔王〉は考え深げに顎をさする。

『ソウ、コノママデハ堕トセヌ。アレハ不完全ナ誓せい約やくダッタ……ヨカロウ、真名ヲ用イタ賭ケヲ為ソウ。此こ度たびコソ吾ガ望ミハ果タサレル。シテ、汝ノ望ミハ？　喪うしなワレタ美カ？』

「ああ、そうだったわね。わたくしが不用意に答えたがために、その代価として音痴にされたことをすっかり忘れていたわ」

　改めて言葉にすれば、ソンジャンテや国王夫妻、エトワールが驚きよう愕がくをあらわにしている。諦てい念ねんをこめて笑う。

「一度手放したものに、未練はなくてよ。だから、違うものがほしいわ。……おまえも承知の通り、エルネスティーヌはわたくしの真名ではない。負けた暁あかつきには真名を教え、地の底だろうがついていってあげる。わたくしが勝ったらヴァランに肉体を返し、このイリス王国に二度と関わらないでちょうだい。精霊程度なら一いつ介かいの〈楽師カンタンテ〉でも対処できるけど、今後おまえのような存在が出しゃばってきたら迷めい惑わくだわ」

『カヨウナ望ミデヨイノカ？　人ノ言ウ魔物ヲ送リ出サヌヨウ、願ワズトモヨイト？』

「よい性格をしているのね、〈魔王〉。たとえおまえが手を出さずとも、ラー・シャイが消えることはありえない。そうでしょう？　この世に音があり、渦うず巻まく虚無がある限り、どこにでも生じるわ。勝負の内容はおまえが決めてちょうだい」

『アア、ヤハリ我ガ見コンダ通リノ魂。クッ、ハハハ……サテ、汝ハ音ヲ差シ出シタ。ナラバ、音デ定メヨウゾ。吾ガ音色ニ魅み入いラレズニオレタラ、諦メルトスル』

　少し前まで取り乱していたというのに、〈魔王〉は余裕だ。よほど勝算があるのだろう。だが、イヴリーンとて望むところだ。周囲の人間を巻きこもうが、賭ける価値がある。

　同意を示すより早く、背後から怒ど号ごうが上がった。

　脊せき髄ずい反はん射しやで振り返れば、肩を押さえたリュクシオルが睥へい睨げいしている。

　今の姿は憧あこがれのエルネスティーヌだというのに、純度の高い敵意を向けられた。

「ふ、ざけるな！　なんだ、そのクソ条件。お前、勝つつもりがないんだろう!?」

「な、なによ。オ、オリヴィエには……関係、ないわ。これはわたくしと、こいつの問題なの。口を挟はさまないでちょうだい！」

「いいや、挟ませてもらうね。……いくら混乱していたって、一つだけはっきりしている。それはお前が、世せい紀きの大バカ者だってことだ！　なにを、一人で背負おうとしているんだ。だから、お前のことが気に入らないんだ！」

　苛か烈れつに歯は嚙がみして近づいてくる。イヴリーンは内心の動どう揺ようを押し隠して言い放つ。

「それはわたくしのセリフだわ。そもそも、わたくしは憧れのプティ・エトワール様よ。なんて口の利きき方かたなの、額をこすりつけて詫わびるがよろしいわ！」

「ああっ、そうだ！　お前みたいな大バカ者に憧れていたかと思うと、自分が恥ずかしくてたまらないさ！」

「なっ」

「だけど、恩おんがある！　プティ・エトワール様に出で逢あい、命を救われ、僕の世界は広がった。僕にだって、違う生き方ができるんじゃないかって！　あの日だけじゃない。ここでも、僕はお前に気づかされた！　だから、そんなバカげた取引は認められないっ。今のお前はプティ・エトワール様じゃない──ただの、シラクなんだろう!?」

　ただのシラク。途と方ほうもない衝撃に、胸が揺さぶられた。

　息の根が止まったように、余裕のない隻眼を凝ぎよう視しする。

（歌が下手でも、性格が悪くても、醜かったとしても、おまえはそれでも構わないの？）

　プティ・エトワールが愛されるのは、美しくて歌が上手だから。

　歌えなくなれば棄すてられる存在なのだと思っていた。腹立たしいほど斜しやに構かまえていたリュクシオルが今やぼろぼろだ。それでも必死に訴うつたえかけてくる。

「なら、頼れよ。ここには、〈楽師カンタンテ〉がたくさんいるんだぞ！　なんで、一人で片をつけようと──」

『少々、口ガ過すギル。ソロソロ黙ラセルトシヨウ』

　そうして〈魔王〉が喉を震わせる。高い円天井に吸いこまれ、隅すみ々ずみまで満たされていく歌声。会場中の人間が耳を塞ぎ、リュクシオルもくず折れる。

　イヴリーンは咄嗟に駆け寄り、少しでも染そまらないよう膝に抱えこんだ。平然としているのは、〈魔王〉とイヴリーンだけだ。周囲の影が色いろ濃こくなっていく。

〈魔王〉は眉をひそめ、より高らかに破滅の旋せん律りつを生み出す。哀あい愁しゆうと愛あい執しゆう。いくつもの音階が狂きよう気き的てきに交まじわり、デタラメなのに確かな美が宿っている。

　イヴリーンは黙って耳を澄すませていたが、急に心臓が脈打った。

（オリヴィエは、噓をつけない。でも、本当に？）

　──リュクシオルの謹きん慎しん理り由ゆう。あれも結局、偶像と見ている証しよう拠こではないか。

　思い返した瞬間、かつてない息苦しさを覚える。イヴリーンは背中を丸めた。

　心の隙間に、〈魔王〉の歌声が入りこむ。希望を持ってしまったせいだ。期待なんてしなかったのに、『もしかしたら』なんてありもしない想像をしたから。

　懐で、かすかな靄もやが生じる。

　どうすれば無条件で愛される人間になれるのか、イヴリーンにはわからない。

　そんな人間になりたかった。けれど、愛されるために自分を殺したくなんてなかった。

　だがなにより、両親に見放された事実を思うと諦めばかりが身についた。

〈楽師カンタンテ〉の才さい知ちが魂に宿ろうと、あの歌声がなければ見向きもされない存在にすぎない。

　なのに、誰もがイヴリーンを羨うらやんだ。すべてに恵めぐまれた、幸運な娘だと。

　本当は窒ちつ息そくしそうだったなんて、誰も気づかなかっただろう。いくら欲しても手にできないものがあるなんて、考えつきもしないはずだ。

　努力で補えるものなんて、些さ細さいなものだけ。

　憧れたのはイヴリーンの方だ。愛される人間が赦ゆるせない。認められる人間が憎にくい。赦される人間が恨めしい。なぜ自分には与えられない。そうだ、みんな──




「イヴッ」




　誰かが、かつての愛あい称しようで呼んでいる。世にも美しい声でさえずっている。

　抱いた靄が搔かき消きえた。そろりとおもてを上げれば、辺りに黄金の粉が降り注いでいる。瞠目すると、見覚えのあるすらりとした麗れい容ようが〈魔王〉と対たい峙じしていた。

　装しよう束ぞくは異国のものだ。豪ごう奢しやなトルクをつけ、袖のない上着をはおり、膝下にかけて膨ふくらんだ純白のズボンを穿はいていた。つむじで結い上げた水銀色の猫毛がシニョンを作る。

　人間離れした華はなやかな風ふう貌ぼうは、オアシスの精霊と自称するだけあって清すが々すがしい。

　静と動、陰いんと陽、破滅と再生、嘆きと喜び。

　相あい反はんする二つの音色がぶつかり合った衝撃波が膨れ上がっていく。

「うそ……ディ、オル……？」

　思わず口を衝いたのは、初めて音にしたひばりの真ま名な。

　恐る恐る呼びかけると、彼は肩越しにこちらを見る。眠たげな水色の目が笑っていた。

　王宮に引き取られてから滅めつ多たに人型に戻らなかったのに、よりにもよってなぜ今。

「だから言ったろー、精霊さまの助言を真に受けないからこうなるんだよー。ホント、こんな重じゆう労ろう働どうは二度とごめんだからねー」

「な、んで、おまえ、今日は雨が……どうして……こんな……」

　呂ろ律れつが回らなければ、考えもまとまらない。

　彼──人型になったひばりは鼻を鳴らす。

「鶏にわとりもびっくりな鶏とり頭あたまなわけぇ？　きみの歌声は、原石だって言ったじゃないかー」

「ふざけないで。あの歌声は戻ってこない！　助ける価値なんて、これっぽっちもないのよ！　おまえ、ラー・シャイの歌に弱いのに……」

　力はかろうじて拮きつ抗こうしているが、ひばりの足元に黒い影が滞とどこおっている。下唇を嚙んだ。

「そもそも、出て行ったじゃない！　どうして、今さらっ」

「それじゃあ……きみの、好きなように解かい釈しやくすればいいよー。それがいい。で、そこの勝気なお坊ぼつちゃん。とっくに目が覚さめてるんだろー？」

　そういえば膝が軽い。視線をさまよわせれば、リュクシオルが頰を赤らめて起きている。

「この子は性格が悪くて、自じ己こ陶とう酔すい家かで、迂う闊かつで、へそ曲がりで、高こう慢まんちきで、口を開けば暴言ばかりで、取とり柄えの歌声がなけりゃちっぽけなヒトにすぎないけど」

「ねえ、それ罵倒よね。今すぐ鳥になりなさい、今こそ焼き鳥にしてくれる！」

「でも、いつだって一いつ生しよう懸けん命めいなんだよー。与えられた役にふさわしく在ろうと、この子はがむしゃらに生きてきた。歌と努力の才に恵まれても、他にはなにも持たない、普通の子供なんだ。ヒトは、それで充分だって言うだろうねー。おれだって思うけど、この子にとってはそうじゃない。だから、お坊ちゃん。寝た子を起こした責任、おまえは取らなくちゃいけないよ。いつものこの子なら、魔物の影響なんて絶対に受けない。おれだって、こんなマネをせずにすんだ……おれは、その理由を知っている」

　いつもちゃらんぽらんなひばりの真顔に息を詰めた。なにを言うつもりなのだ。

「音を奪われた時、正直どうなることかと思ったけどさ。お坊ちゃんの発はつ破ぱで、この子が絶望しなかったことを考えたって、すっごぉく不ふ本ほん意いだけど！　……この子の、支ささえになる覚悟はあるのか。なにも持たなくても、この子のそばにずっと」

「黙って聴いていれば……いらないお節せつ介かいはよして！　こんな無礼者、こっちから願い下げよ。おまえが……ひばりが、いればいいじゃない。それで、いいじゃない！」

「……ホント、バカだ。きみみたいな子供に、どうやったら情を移うつさずにすむのか、精霊王に詰きつ問もんしたいね。きみは間違いに気づいているはずだよ、もうひとりじゃないって」

　小バカにするような調子を裏切る、このあたたかな眼差し。

　以前にも向けられた記憶がある。それがかすむほど遠い過去でも──街角に立って声を張り上げる。わたしを見てと、認めてと魂を振り絞って歌う目の前で、手を繫いだ親子が通り過ぎていく。その時、母親は父親は、子供をそんな目で見ていなかったか。

　パァアアアン！　光が、闇を退しりぞけた。

　生命の発はつ露ろにも等しい光こう源げんが破裂し、きらめく光が雨のように頰にかかる。

　どうしてか、視界がぼやけてよく見えない。変なしゃっくりが喉をせりあがってきた。

　ひばりは目と鼻の先に降り立つ。眼差しには慈いつくしみしかない。

「……こいつの身の振り方によるが、できるだけ約束しよう。責任は取る、オリヴィエ家の男は噓をつかない」

「そ？　ヒトの言うことはいつだって九く分ぶ九く厘りん疑うたがうのが正解だけどぉ、まっ今回は信じてみるかなー。……だから〈魔王〉、おまえの負けだよ。おまえのバカげた愛じゃ、この子は救われない。あまりに似すぎていて、不幸しか招まねかない」

　勝手に話を進めるな！　抗こう議ぎしようとしたイヴリーンに、ひばりは言葉を重ねる。

「希望を持っていいんだ、おれたちの未来。……幸せに、なってよ。じゃないと……呪のろっちゃう、ぞ。精霊さまを怒らせたら、こわいんだから、さ。……さあ、いつものように、歌うんだ。今のきみなら、きっと〈魔王〉を──────」

　その続きを聞くことは叶わない。再び膨れ上がった光。
















　白き六枚の翼つばさを羽ばたかせる神こう々ごうしい存在が、ひばりをすくい上げたのは視えた。

　待って。イヴリーンは咄嗟に手を伸ばす。褐かつ色しよくの腕を摑みかけた刹那、光がはじけ、すり抜ける。羽は根ね一つ残さず、その眼差しだけ記憶に刻みこんで、ひばりはいなくなった。

（い、やだ……ひばり、ひばりひばり！）

　これはなにかの間違いだ。あのひばりが、イヴリーンを庇って死ぬはずが──消えるはずがない！　物心つく前からそばにいた、あの精霊がどこにもいないなんて信じない。

　だけど、今、歌わなければ。萎なえる両足に力をこめ、イヴリーンは立ち上がる。

　かつてのように歌えずとも、イヴリーンの〈楽師カンタンテ〉としての素そ質しつは他の追つい随ずいを許さない。

　ここにはエトワールも、他にも〈楽師〉がいる。今こそ国王への恩義に報い、〈魔王〉に勝ち、地の底へと送り返す時だ。そう思う心とは裏腹に、イヴリーンの全身から力が抜けていく。

「あ……あ、あ……」

　歌えない。いつもなら溢れてくる詩が、なにも浮かんでこない。

〈楽師〉としての衰おとろえを実感した時ですら、歌うことができたというのに。

　イヴリーンは喉を押さえ、何度も口を開く。でも歌えない。歌えなかった。

「エスティ……！」

　ソンジャンテが悲ひ愴そうな目でイヴリーンを見つめてくる。

（どうして、そんな目でわたくしを見るの。憐れむように──蔑さげすむように！）

　やはり、歌えないイヴリーンになど価値がないのだ。

　──噓つき！　今や曇くもった両目にはそうとしか映うつらない。

　厳げん重じゆうに鍵かぎをかけた心の奥底で、小さなイヴリーンが内側から責め立ててくる。

『フ、ハハハ！　待チクタビレタゾ。ヨウヤク、目め障ざわリナ虫ケラヲ始末デキタ。カヨウナ虫ケラガ在ルガユエ、吾ガ花嫁ハ悟レナカッタノダ』

〈魔王〉は哄こう笑しようし、両腕を広げた。金の両目が勝ち誇ほこり、舌なめずりをしている。

　まるで、ひばりの介かい入にゆうさえ、すべてがたんなる布ふ石せきであるかのように。

『スヴェトリース、落チブレタモノヨ！　己うぬガ示ス光ナド、所詮ハソノ程度。タカダカ虫ケラ一匹シカ救エヌノダカラ！　ソレデ、救イダト？　精霊ノゴ高こう説せつニハ欠伸あくびガ出ル。サア、今一度奏デヨウ。エルネスティーヌ、吾ガ麗シキ花嫁ヨ。何ガ真ノ救イナノカ！』

「ぐ、あ……！」

　あんな賭かけを突きつけたのは、今までのイヴリーンなら耐たえられたからだ。

　けれど一度壊こわれた心の防ぼう波は堤ていは、イヴリーンを護ってはくれない。

　無防備なまま〈魔王〉の歌を受け入れてしまえば、今度こそじわじわと侵しん食しよくしはじめた。

（わたくしのせいだ……また、わたくしが自分の力を過か信しんしたりしたから）

　精霊に愛されていたといっても、歌声を失ってからというもの、姿を見ていない。

　ころころと顔ぶれが変わる精霊の中で、唯一ひばりだけが変わらなかった。音痴になった時も、ひばりは離はなれていかなかった。今だって、その存在を懸かけて救ってくれた！

（ひばりだけが、受け入れてくれていた……おまえさえいれば、よかったのに）

　リュクシオルなんて知らない。だって、あいつも『プティ・エトワール』しか見てない。イヴリーンが『プティ・エトワール』だったから、あんな約束をしてみせたのだ。

　────だれも信じられない！

　悲鳴を上げる心に呼応するかのように、イヴリーンの背中から靄が溢あふれ出した。

　極限まで開かれたヘーゼルの瞳ひとみからこぼれる、黒いしずくが白い頰を汚す。

　それは、ラー・シャイの魔物が生み出される前ぜん兆ちよう。

　怨えん嗟さを謳うたう音おん律りつが絶望を煽あおり、渦巻く虚無に吞みこまれようとしていた。

　闇につつまれる視し界かい。

　うずくまっていたイヴリーンの鼓膜を、裂れつ帛ぱくが震わす。




「──〈火焰の祝福アウグリオ・フイアンマ〉！」




　邪よこしまなモノを、根本からたたっ斬きるかのように力強く。突然、一条の焰ひかりが射さしこんだ。

　あの、身も引き裂さくような旋せん律りつはぷつりと絶えている。

　振り乱した前髪の合間から、外界をのぞむ。拓ひらけた、その世界にたたずむのは──

「オ、リヴィエ……」

　相変わらず髪はぼさぼさで、制服もところどころ破やぶけ、頰に切り傷をこさえている。

　それでも彼は──リュクシオル・ド・オリヴィエは、ゆがむことなく立っている。

　剣を正眼に構え、ただひたむきに。その黒瑪瑙オニキスの隻眼は、イヴリーンだけを映し出す。

　辺りに舞う、影を切り裂いた赤い閃せん光こうの残ざん滓しをまとって、彼はたきつけてきた。

「立て、シラク！　お前は口だけの人間なのか、違うだろう!?　今まで為なしてきたことを無に帰すつもりか。あのひばりが護ろうとしたのは、そんな体ていたらくじゃないはずだ！」

「……だ……まれ」

　光の風花がかすめるたび、嗄かれていた声に力が戻ってくる。睨にらみつけ、叫ぶ。

「お、黙りなさい。その口で、ひばりを語るな……！」

「語られたくなければ、立て！　……お前とそいつの間で交わした賭けを、僕が無む効こう化かすることはできない。だが、手助けくらいはできる！」

　怒りのあまり、目の前がくらんだ。手助けだと？

「おまえは、なにを見ていたの。歌えないのよ……歌えるわけが、ないじゃない！　プティ・エトワールのくせに歌えないなんて、っておまえも思っているんでしょう!?」

「シラク、そんなことは」

「ないって？　噓よ、噓つき！　おまえだって、わたくしがプティ・エトワールだから態度を変えたんでしょう!?　信じられない！　おまえも、だれも、なにもかも！　プティ・エトワールという偶ぐう像ぞうを見ている人間の言葉なんて、信じない！」

　かぶりを振って、大声で否ひ定ていする。イヴリーンは耳を塞ぎ、瞼をきつく閉じた。

　真に受けては、ダメ。心を許しては、ダメ。期待するから傷つくのだ。

　イヴリーンを中心にして広がっていく闇が胎たい動どうする。

「違う！　それに、プティ・エトワール様は偶像じゃない！」

「いいえ、偶像よ。おまえの謹慎理由を思い出してごらんなさいよ！　プティ・エトワールを侮辱されたから？　ハッ、仮に陛下が放ほう蕩とうに耽ふけっていたら非難するでしょうに！　職務を放ほう棄きしたプティ・エトワールに、同じ理り屈くつを当てはめないのはなぜ!?」

　彼は隻眼を見開くと、カッと首まで赤くなった。一転し、顔色を青くして黙りこくる。

　旋せん律りつに共鳴して、悪意が増ぞう幅ふくしていく。この男を、もっと手ひどく傷つけたかった。

「わたくしを免めん罪ざい符ふに使い、憂うさを晴らすような人間が、どの口で言うの。恥はじ知らずっ」

「………………確かに」

　リュクシオルは長い沈ちん黙もくののち、うなるような声を発する。

「確かに、お前の言い分には、一理ある。……あとで殴った生徒を捜し出して謝罪する」

「やっぱり、プティ・エトワールの言葉だから従うんじゃない！」

「別に、お前に感かん銘めいを受けたわけじゃない。ただ、手を出したのはやりすぎだったかもしれないと、思い直しただけだ。……僕がなにを言っても信じられないかもしれない。それでも、プティ・エトワール様は偶像なんかじゃない！」

　こいつはまだ言うのか！　イヴリーンは髪を振り乱してがなった。

「しつこいのよ！　プティ・エトワールなんて美しくて、歌えれば、だれにだってなれる偶像よ！　わたくしでなくたっていいの、わたくしである必要なんかない。わたくしは、だれにも必要とされていない。歌えないプティ・エトワールなんて、紙クズ以下だわ！」

「だから、違うと、言っているだろう……！」

　ぐいっと、腕を引っ張り上げられる。驚いて目を開ければ、いつの間に近づいてきたのか、リュクシオルが視界いっぱいにおさまった。

　両頰を、優しくつつみこまれる。じんわりとしみこむ、人のぬくもりに息苦しさが増す。そのまま顎をすくうように、唇になにかを押しつけられた。

「お、おま、な、なななな……!?」

「何度でも繰り返してやる、プティ・エトワール様は美しいだけの偶像じゃない！」

　こいつ、人の唇を奪っておきながら平然と話を続けるだと！　イヴリーンは震しん撼かんした。

　なんなんだ、この男は。手が早いにもほどがある。初めてなのに！

「どうして、お前がお前自身を否ひ定ていし、貶おとしめるんだ。お前に救われ、感謝している国民に対して悪いと思わないのか。ひいては僕に対する侮辱だ！」

「おまえ、人の許可なく口づけておいて、なんて言い草なのっ!?　打ち首にしてやるっ」

「僕は知っている。プティ・エトワール様が──お前が率そつ先せんして戦いに身を投じ、国を護るために歌ってきたことを！　その姿は、この片目にも焼きついている。次期最高司祭だからじゃない、お前だから敬うんだ。口先だけのお飾かざりじゃない、お前だから力になりたいと思ったんだ！　呼び名は変わろうと、その気持ちは、今も変わらないっ」

　肩を摑まれてぶつけられた、魂ごと震えるような訴え。

　美び辞じ麗れい句くで彩いろどられることのない、率そつ直ちよくな言葉は真まっ直すぐ、イヴリーンの心を貫つらぬいた。

（わたくしだから……？）

　座りこみ、仰あおぎ見みることしかできないイヴリーンに、リュクシオルは決けつ然ぜんと告げる。

「美しくさえずるだけが、〈楽師カンタンテ〉のすべてじゃない。それは、お前の凶器そのものな音痴が証明した。お前が歌えなくたって、構わない。お前の分まで、僕が歌ってやる！　力が出ないなら、いくらでもくれてやろう──僕の音を。僕の詩を、喰くい尽つくせばいい。……僕は〈詩人バルド〉だ。お前を生かすために、ここに在る！　だから、シラク。立て！」

　今までイヴリーンを覆っていた憂うれいが、一瞬にして晴れていく。

　凜りんとした応いらえは、なによりも確実に、イヴリーンを奮ふるい立たせる。

　先に立ち上がったリュクシオルは、手を差さし伸のべるようなことはしない。……そう、それでいい。中ちゆう途と半はん端ぱな優しさなど、イヴリーンは求めていない。

（ひばり。わたくしは、おまえの犠ぎ牲せいを無む駄だにするところだった）

　リュクシオルも言っていたではないか──ただのシラク、と。

　ただのイヴリーンは、プティ・エトワールとは違う。相あい棒ぼうである〈詩人〉の力が必要だ。

　よろめきながら、イヴリーンは二本足でしかと立ち、しゃんとこうべを反そらす。

　今や音を紡ぐことをやめ、凍りつく〈魔王〉を見上げた。




「まだ、決着はついていないわ。さあ──歌いなさい。もう、迷わない！」




　そう宣言した瞬間、周囲に滞っていた影が破裂した。

　輝く泡ほう沫まつが、天井へと昇っていく。浄化の証だ。葬そう送そう歌かは唱えていないのに、なぜ？

　虚きよを衝つかれたイヴリーンとは反対に、〈魔王〉は取り乱している。

　これまでの余裕をかなぐり捨てて慟どう哭こくしていた。

『ナゼ、ナゼダ！　ナニユエ、吾ガ願イハ達セラレナイ！　イツモイツモイツモォオオ……全テヲ取リ上ゲテモ、マダ足リヌト!?　コレモ己うぬノ差シ金カ。憎イ、憎イ、憎イゾスヴェトリース……！　アト少シデ、共ニ往いケタノニッ』

　その口ぶりで、イヴリーンは自身の勝利を悟った。決定打がなにかはわからない。

　ただ、狂きよう乱らんする〈魔王〉を放っておけないと思った。だって彼は──

「わたくしが……あの賭けを持ちかけたのは、もっとも勝しよう機きがあると見こんだからよ。ただ誤ご算さんだったのは、わたくしは『プティ・エトワール』でなくなっていたこと。だから揺らぎ、おまえの音に屈くつしそうになった」

『ソウ、ソウダ！　汝タラシメル音モ、例ノ虫ケラモ、消シ去ッタ！　ナゼダ!?』

「そうね。音を奪われるまで、わたくしの世界には音が溢れていた。陽ひ射ざしにも、月明かりにも、風や雨、人工的な照明にさえ声を見出すことができた。彼らは心を持っていた。どんな有う象ぞう無む象ぞうでも命を宿している。だから少しも寂しくなかった。……目のつけどころは間違っていなかったわ。けれど、わたくしは『音』に重きは置いていなかったのよ。わたくしと、おまえはすでに同じ場所に立っていた。たった一つの期待と喪そう失しつで、均きん衡こうを崩しただけで──〈魔王〉。わたくしは、わたくしにはおまえの気持ちがよくわかった」

　いったん言い置いて、〈魔王〉を見つめる。寂さみしがり屋で、ほしがりの、哀あわれな神を。

「ラー・シャイと、呼ばせてもらうわ。……おまえが、けっしてきらいではなかったの」

　事のなりゆきを見守るばかりだった観客席から、驚愕の視線が飛んでくる。

　ああそうだ、そんな目で見られるだろうから、一度も口にしなかった。

　ヴァランタンの言いがかりも、あながち間違いではなかったかもしれない。

　誰でもそっとしておきたい秘密は持っているものだ。

　それを暴あばくのは、心に刃やいばを突き立てる行こう為いに等しい。

　けれど、過去の自分と決別するとしたら──今しかない。

「おまえの同胞が現れると、歌の他に聴こえる雑音は不快だったけど、歌そのものは好ましかった。……だから今まで、おまえの影響を受けたことがない。なぜなら──わたくしと、おまえの歌は似ているから。表現の仕方が違うだけで、根こん本ぽんは同じ。ひばりの言う通りよ、わたくしとおまえは似た者同士」

『ナニヲ、戯たわケタコトヲ』

「物心がついていないといっても、記憶は残っているものよ。強烈であればあるほどに忘れられない。大きくなれば、その記憶の意味が理解できてくる……わたくしもそうだった。自分が、両親に微み塵じんも愛されなかったという事実を。背そむけようのない真実を」




　──特別なものなんて、ほしくなかった。




　だってこの広い大陸には、たとえ醜くても、〈楽師カンタンテ〉の才能がなくても、貧まずしくても、愛される子供がいる。なにも持たなくても、優しく抱きしめてもらえる人がいる。

　美しくなくたっていい。才能がなくとも構わない。富も、名声も必要ない。

　それでひばりと出逢えなかったとしても────イヴリーンは、愛されたかった。

　なにも持たない、ちっぽけな自分を愛してほしいと、ずっと願ってきた。

「それは自分を否定されることだわ。生きるなと、無言で突きつけられているものよ。だから、存在することを赦されるならなんだってよかった。生きることを認めてもらえるなら、なんだって！　信しん仰こうも、名めい誉よも、わたくしにとって手段にすぎなかった。……ふふ。もっとも不ふ信しん心じんな人間がプティ・エトワールだったなんて、おかしなものね」

　語りかけ、立ちすくむ孤独な存在に近づく。目から溢れてくるものを止められない。

　魂の奥深くに負った、癒いえることを知らない傷。

　見て見ないふりをしてきた。考えてしまったら、身動きが取れなくなる気がして。

　けれど、今は違う。ひばりと、リュクシオルによって、イヴリーンは思い知った。

　無意識なのか、空中で〈魔王〉が後ずさった。怯おびえさえ滲にじませ、イヴリーンを見返す。

「おまえの寂しさも、悲しみも、痛いほどわかる。認めてほしくて、赦してほしくて、愛してほしくて歌ってきたおまえの苦しみが！　だれだって、否定されることを望まないわ。だれだって認めてほしいわ、自分の価値を。だれだって赦してほしい、この世に存在することを。生きているからには、愛したい愛されたいと願う。わたくしも、できたら愛したかった。愛されたかった。わたくしを娼しよう館かんに売ろうと企くわだて、しまいには棄てた両親だろうと！　たとえ金づるとしか思われていなくても、それでもわたくしだって昔は夢を見たわ。いつか、受け取った数あま多たの金貨を突き返して迎えに来てくれる両親の姿を」

『ア、アァアア……』

「神話がどれほどの真実を記しるしているのかは、知らない。でも、真実なんて些事だわ。だっておまえはこんなにも苦しんでいる。傷ついていることに気づかないほど……そばにいてくれる者を求め、地上をさすらうほどに。その事実だけが、大切なのよ。……ザハディオーン、おまえはどうしてわたくしの前に現れたの」

『アヤツガ……目ヲ、カケテオル人ノ子ガイルト……聴クニツレ、空うつほデアッタ胸きよう臆おくガ満タサレユク思イガシタ。ダカラ、ダカラコソ汝ガ純じゆん潔けつヲ失ウ前ニ……ソウダ……我ハ愛シタカッタ……愛サレタカッタ、他デモナイ汝ニ。ソレダケダッタトイウニ……』

　あやつ？　首をかしげたが、どうも神々の間でもイヴリーンは相そう当とう有名だったらしい。

　神話によると、双そう神しんは最初から不ふ仲なかではなかったという。

　たとえ神でも心を持てば、疎うとまれれば辛つらいに決まっている。

　こらえきれずに涙を流すイヴリーンと違い、〈魔王〉は泣き方そのものを忘れてしまったようだ。いくら嘆こうと、頰が濡ぬれることはない。




『我ハ賭ケニ負ケタ、約定ヲ守ロウ』




　包ほう帯たいで目元を覆っていても伝わってくる、虚きよ脱だつした境きよう地ち。

　建物には隙間風を通す欠けつ陥かんなどないのに、〈魔王〉を中心に業ごう風ふうが吹ふき荒すさぶ。

　地の底へと帰るつもりなのだろう。イヴリーンは声を張り上げた。

「ザハディオーン！　おまえを、わたくしの歌で送らせてちょうだい！」

『汝ノ、歌デ……？　ヤハリ喪ワレタ美ヲ、返シテホシイノカ』

「賭けに、歌声は含ふくまれていなくてよ。……わたくしから歌声を奪ったおまえだからこそ、今の歌を聴いてもらいたいの」

　相変わらず風は暴れているが、〈魔王〉に帰る素そ振ぶりは見受けられない。

　聞き入れてくれたらしいとわかり、イヴリーンは居い住ずまいを正す。

　しかし気配を感じて視線を移せば、リュクシオルが肩を並べていた。彼は呆れ顔で、長剣を振るっている。詩の視し覚かく化かに必要な粉も用意しており、イヴリーンは目を丸くした。

　居い心地ごこちが悪いのか、リュクシオルはぶっきらぼうに答える。

「……力を貸すと、言っただろう。相手が〈魔王〉だろうが、傷しよう心しんの相手に追おい討うちをかけるつもりはない」

「あ、そ。……ふん、無ぶ様ざまな〈楽術ネウマ〉を奏でたら承知しなくてよ」

「なんだ、それは前まえ振ふりか？　やめろよ、お前が言ったらしゃれにならない」

　やはり先ほど血祭りに上げておくべきだったか。

　こめかみをひくつかせる横で、リュクシオルが深呼吸する。




「──浅緋うすあけの滅赤けしあかに　赫あかを讃たたえ　灰より到いたる　不ふ凋ちよう花かを捧ささぐがいい」




　声変わりを迎えているはずだが、透とう徹てつとした声で紡ぎ出される歌い出しに迷いはない。

　再び振ふり撒まかれた朱金の粉に触れ、ぼうっと、長剣は蛍ほたる火びを帯びはじめる。

　それを韻いん律りつを踏んで揮えば、空中に光の軌き跡せきが描えがき出されていく。

　リュクシオルは細腕に似合わず、豪ごう快かいな剣けん舞ぶを披露していた。

　けれど、その切っ先は無ではなく、生き物を生もうとしている。




「──仰ぎ奉たてまつらん〈火色の詠唱アリア・スカルラツト〉……不死鳥フエニーチエよ、啼なけッ！」

　──ピィ──────！




　確かな質感を伴ともなって立体化し、甲かん高だかく啼く。

　場内を飛び回りながら、かの鳥は誕生を歓よろこび、謳っている。

　剣舞で生み出されたのは、不死鳥だ。生と死を超ちよう越えつする、火の鳥。

　不死鳥の讃さん美び歌かは、聞く者すべてを励はげます。なるほど、リュクシオルらしい選せん択たくだ。

（かつてのようには歌えなくても、わたくしの想いは伝わるはずだわ）

　音ほど、奏そう者しやの内面を暴くものはない。恐ろしくも、愛おしい世界の源。

　足で拍ひよう子しを取り、イヴリーンは想像する。〈魔王〉に贈おくりたい、その〈楽術〉を。




「──銀ミ梅ル花テと白ロ薔ー薇ザで褥しとねを彩って

　　　小さな夜にあなたは泣くのでしょうか

　　　骸むくろのごとく横たわる沈黙は火群ほむらのように

　　　愛しくも愛かなしい夜を灼やくのでしょうか」




　イヴリーンが選んだのは古い恋れん歌かだ。一節一節にすべての気力を注ぎこむ。

　天てん井じようから舞い降りる白い花びらは雪のようだ。それが静かに燃える青い炎に変わりゆく様さまを思い描けば、現実のものとなっていく。照明のムジカ石が常にない光を発した。

　太陽の陽射しを閉じこめたような灯あかりが、今は赤と青の光源を散らす。

　飛び回る不死鳥フエニーチエの鳴き声は伴ばん奏そうのように、〈楽術ネウマ〉を彩り、讃えている。




「──トラ、ラララララ、ラ、ラララ、ラ、ラ

　　　終末の墓ぼ標ひように花を捧げましょうか

　　　あなたに寄り添うように　悼いたみの記憶を塗り替えて

　　　小さな慰なぐさめの花が芽吹くでしょう

　　　凍いてつく棘とげを摘つむように　歌で色褪あせた愛を葬ほうむって」




　不意に気づく。遁フ走ー曲ガのように重なる、色の違う声に。驚いて首をめぐらせれば、リュクシオルも歌っていた。いや彼が歌うくらいで驚いたりはしない。

　なぜなら、生徒全員が高らかに声を響かせている。胸を反らし、楽しげに。

　──音とは恐ろしい。奏者の内面を暴くから。

　だから彼女たちの心がどこにあるのか、もう世界の音を捉とらえられなくなった耳でも、魂で理解できた。生み出される音色によって、遠かった彼女たちの距離が一気に縮まっていくのを感じる。とっくに認めていたのだと、そうイヴリーンに語りかけてきた。




「──トラ、ラララララ、ラ、ラララ、ラ、ラ

　　　あなたに出逢える明日　あなたに逢えた今日

　　　孤独の魔物は消え去った　今はあなたと二人」




　業風とは異なる風が湧き起こる。

　それは拍はく手しゆにも似た歓かん喜きの嵐。どこからともなく奏でられる鈴の音が鼓膜を伝う。

　天上のラッパが吹き鳴らされ、イヴリーンは聴いた。




『喪われし魂ものを取り戻さんと足あ搔がき、もがくぬしは麗うつくしい』




　ふっと、耳元に吹きこまれた囁き。直接脳のう髄ずいを揺さぶる声は、人間が発したとは思えない。これほどの美を秘めた声が存在したこと自体驚きだ。

　円まる天井に渦巻いた光こう彩さいの中心で、ひばりをすくい上げた存在が両手をかかげている。




『命短し、さやけき乙女よ。我が愛かなしき嬰えい児じよ──ぬしの音、確かに承うけたまわりき。今いっとき、兄がために力を貸さむぞ。我が〈贈り物レガーロ〉を受け取るがよし』




　その神々しい存在を認識しているのは、どうやらイヴリーンだけのようだった。

　邪じや念ねんすら介かい在ざいできないような囁きに打たれた喉は熱を嚥えん下かし、大きく震わせる。

　歌うことが単純に好きだったあの頃に、魂が逆ぎやつ行こうしていくようだ。

　小こ難むずしいことは忘れてしまおう。音に、そんな概がい念ねんは必要ない。

　頰が紅こう潮ちようしていく。羽が生はえたかのように心は軽く、はずんでいた。ありとあらゆる感情が交差して、イヴリーンを高みへと引き上げる。そうして、力が溢れた。




「──この唇に浮かぶ楽の音が　魔法の歌を紡ごう

　　　その目に映る恋の調べが　あなたの胸に落ち

　　　かすみゆく昨日の呪じゆ縛ばくを　解き放つでしょう

　　　今日こそ　わたしの人生で唯一の幸福な日

　　　今日こそ　あなたの生しよう涯がいで無二な至福の日……」




　歌い終えた刹せつ那な、不死鳥フエニーチエは燃え尽き、ホール内のムジカ石すべてが虹にじ色いろにきらめく。

　その七色の閃光を一身に受けた〈魔王〉の唇がかすかに震えた。




「この光景は、けっしてわたくしの歌声だけで為なせたものではなくてよ」

　イヴリーンは手の甲こうで汗をぬぐいながら、静かに口くち火びを切った。

「……だけれど、これが今のわたくしの歌。かつての伸びやかな美しさなんて微塵もなく、耳障りだったとしても！　これが、わたくしの歌！　人は、かつてのように聞き惚れることなく、耳をふさぐかもしれない。それでも、構わない。だってわたくしは、歌が好き！　はじまりは、けっして手段のためじゃなかった。たとえ音痴になろうと──胸を張って誇れる。恨みはしないわ、ザハディオーン。迂闊な受け答えをしたわたくしが悪いの。なにより、自力で手に入れた今の歌声に満足しているのだから」

『長ラク、忘レテオッタ……アヤツト共ニ音ヲ見出シシ日ノ歓喜ヲ。サレド、ヤハリ吾ガ美トハ宵よい闇やみニアリ。……汝ノ想イ、シカト受ケ取ッタ』

「光と闇。どちらが正しく、優すぐれているかだなんて議論をするつもりはないし、無意味よ。音とは素晴らしい、それだけわかっていれば充分ではなくて？　……伝わったのなら、いいの。二度と、地の底で無様な姿をさらさないことよ。祈いのってやらないこともないわ」

　わざと突き放すように言えば、今度こそ〈魔王〉が微笑ほほえんだ。

　顔の半分は包帯に隠れ、表情に乏とぼしくても、確かに彼は笑った。

「…………は？」

『イズレ再ビ、我ラハ相あい見まみエルコトニナロウ。ソノ刻ときマデ、サラバ。サラバダ──……』

　突如、虚こ空くうに巨大な黒門が出現した。

　朗ろう々ろうと声を響かせながら、姿を影へと変じて、開かれたその闇の奥に消えていく。

　まばたきする間の出来事だった。

（って！　ちょっと待って、賭けに負けたから引き下がったんじゃないの!?）

　会場にはいまだ陶とう然ぜんとした余よ韻いんが残っており、〈魔王〉の発言を問題視する輩やからはいない。

　しばらく憮ぶ然ぜんとしていたら、足元から呻き声がした。ヴァランタンが目覚めたのだ。

　ソンジャンテや国王夫妻、エトワールが壇だん上じように駆けつけてくる。

「ヴァラン！　ご気分はいかがです。意識が戻って、安心しましたわ」

「……エルネスティーヌ……」

　涼しげに切れ上がった青目を見開き、イヴリーンを凝視する。やがて苦しげに頰筋をゆがめてうつむいた。当たりが強いと評ひよう判ばんのイヴリーンでも、この年上の幼なじみには普段のような口を利く気が起きない。だから素直に頭を下げる。

「ヴァラン……あなたを巻きこんでしまって、申もうし訳ありませんでしたわ。いい性格をしたジャンなら、わたくしも気に留とめなかったのですが」

「君、許婚いいなずけに対してひどすぎます。それ、暗に俺なら叩きのめせるという意味ですよね」

「そんなことを言ったかしら。ご安心くださいな、ちょっと半殺しにするだけですわ」

「全然安心できない。そんなんだから、君は口を開くなと言われるんです。これぞまさしく美貌の無駄遣づかいですね」

「ふっ……」

　びっくりして会話を中断すると、ヴァランタンが肩を揺らして笑っていた。

　肌の青白さは痛々しかったが、すぐ表情を引きしめる。

「長かった夜が、ようやっと明けたような気がする。……エルネスティーヌ、貴女あなたに対する数々の非ひ礼れいを詫びさせてもらいたい。……私は、本当にどうかしていた。貴女に、あのような嫌けん疑ぎをかけるなど……許してもらえるだろうか」

「あの時は腹を立てましたが、仕方ないと思っておりますわ。お気になさらないで」

「違う！　貴女に非などないっ。私が、私の心が弱かったせいだ。だから、ラー・シャイにもつけこまれた……陛下！　こたびの騒動の責任はすべて私にあります。罰ばつを与えるならば、私だけに。どうか」

　普段は冷ややかな声を荒らげて否定すると、ヴァランタンは国王の前に跪いた。

　打ち捨てた〈楽師カンタンテ〉の証を拾い上げる国王に、イヴリーンの背せ筋すじも自然と伸びていく。顔を見るのが怖い。弱気になる心を叱しつ咤たしていると、穏やかな低声が耳じ朶だを打つ。

「さて、余はどうすべきか。人の心はままならぬものよ。どれほど鍛きたえたと思うても、弱みは残っているものだ。それが瑕きずなきプティ・エトワールであろうと。だからこそ、人とは愛おしい。醜く争おうと、その中にさえ愛がある。我が息子……いやヴァランタンよ」

「ハッ、陛下」

「弱さを恥じるでない。よいか、誰もが魔物を飼かうておるのだ。そなただけの持ち物ではない、それをどれだけ手なずけたかの違いだけよ。もしかすれば、余よがアレを受け入れておったかもしれない。だというのに、どうして責められよう？　甘いと言われようと、余は己おのが弱さを棚に上げて咎められぬ。そなたが我が息子だからではないぞ。誰にもわからぬ、誰にも予期できぬ事態だからこそ言えるのだ」

　心に染み入る、どこまでも柔やわらかな説せつ諭ゆ。

　気づけば、会場中の人間が国王の口こう上じように聴き入っていた。

　何度、この人が本当の両親だったらと夢む想そうしたことだろう。恩もあった。それ以上に、褒ほめてほしかった。この国王だからこそ、イヴリーンも努力してきたのだ。

　客席の人々が立ち上がり、跪き拝はいする。誰に命じられたわけでもなく、体がそう動くのだ。

「ゆえに、こたびの騒動は不問とする。……今日び起こったことに箝かん口こう令れいを敷しこうと、どこからともなく洩もれるであろう。ならば、下手に隠し立てせぬ方が外がい聞ぶんがよかろうな。騒ぎになるより早く公表するのが得策か」

「陛下の仰おおせの通り。……〈魔王〉の心をも癒いやす〈楽師カンタンテ〉をプティ・エトワールと戴く我が国は、かつてない栄えい華がを誇ることになりましょう」

　え？　はじけるように顔を上げ、凜りん然ぜんとしたエトワールを注ちゆう視しする。

　イヴリーンは困こん惑わくを隠せなかったが、続く国王の発言に仰ぎよう天てんした。

「……いいや、エトワール殿。この娘は、プティ・エトワールたるエルネスティーヌではない。この楽院の、一生徒よ」

「陛下、なにを」

「ここより、余の独ひとり言ごとよ。……余はかつて、目がくらんだ。圧倒的な才を前に、幼おさな子ごの翼をもぎ、鳥とり籠かごに閉じこめてしもうた。自ら〈楽師〉になろうという意志を持たぬ幼子にとって、どれほど重い荷物であったことか。しかしいかに悔くいようと、時を遡ろうが同じ決断を下すであろう。余にとって民は宝、民が在ればこそ国が成り立つ。その宝を後の世へ引き継ぐため、余は十全に執しつ政せいを行なう義務がある」

　屹きつ然ぜんとした眼差しは鋭えい利りな刃物のようでいて、慈じ愛あいに満ちている。

（後悔なされたら、全力で殴りつけているところだったわ）

　それでこそ、イヴリーンが従おうと決めた国王だ。

　誰よりも心優しく、無欲で聡そう明めいな、愛すべき王。

「しかし幼子に犠牲を強しいておったことを、こたびの一件でまざまざと思い知らされた。……幼子は、余を恨んでおるであろうな」

「いいえ……いいえ！　陛下、はじまりは不本意でした。でも、いつだって消えることができたのです。プティ・エトワールの退たい位いを望めば、精霊が叶えてくれたことでしょう。王宮に留とどまることを選んだのは、他でもない、わたくし自身の意志でした」

　国王を悲しませたくなくて、必死に言い募つのる。

　そうだ、きっかけは望まぬ形で与えられた。

　けれど、その後の選択は、イヴリーン自身が摑み取ってきたもの。誰のせいでもない。

「そうかそうか。……では、幼子よ。今こそ問おう」

　首をかしげるイヴリーンの眼前に、国王は突きつけた。

　白鳥と菖蒲イリスの紋もん章しように、裏側に〈渓けい星せいの歌うた姫ひめ〉と彫ほられた、あの〈楽師〉の証を。

「余は聴きたい。この楽院の、一生徒となったそなたの望みを」

「の、ぞみ？」

「そう、望みよ。……恥ずかしげもなく乞こえるならば、余としては王宮に戻ってきてもらいたく思うておる。されど幼子に、もいだ翼を返す時期が来た──そう、考えてもおる。今の意志は、どこにあろうか？　独り言で構わぬ。誰に憚はばかることなく、答えるがいい」

　固唾を吞んで、周囲に見守られているのを肌で感じ取る。

　イヴリーンは戸と惑まどい、国王と証を交互に見やった。

（わたくしの、望み）

　ちらりと、肩越しに視線をやる。リュクシオルも敬けい意いを示すように、片膝をついている。絡まった視線の熱に、イヴリーンは心を決めた。けれど迷いがなくなったわけではない。

　言いあぐねていると、そっと、肩にぬくもりを感じる。ソンジャンテが微笑んでいた。

「俺たちには素直になってくれないのですか？　……忘れましたか、君を妹のように思っていると。あの時の気持ちは今も変わりません。俺は非ひ常じよう識しきな王太子なので建前は使えませんが……たとえ君がプティ・エトワールでないとしても、愛しているに決まっている」

「ジャン……」

「兄上の言う通りだ。……私も、貴女の幸福を祈っている。他でもない貴女がした選択ならば、どんな決断であろうと心から応おう援えんしよう。事じ後ご処しよ理りも、我われらの務つとめのうちだ」

　氷の美貌を解かし、雪ゆき融どけのあとに待ち受ける春の穏やかさを口の端に滲ませる。

　ああ、普段は少しも似てないのに──やはり二人は兄弟なのだ。

　今度こそ吹っ切れたイヴリーンは、国王の緑眼を見つめる。

「……陛下。わたくしは、もう、世界の音は聴こえません。たとえ雨音を聴いても、それが吉きつ兆ちようか凶きよう兆ちようか、申し上げることは叶いません。今は〈楽術ネウマ〉も、調子のいい時でも四よん大だい元げん素そしか扱えない。歌声だって、かつてのように響かせられない。プティ・エトワールとして不完全なわたくしでも……それでも、陛下は証の返上をお望みにならないのですか」

「ムジカ石を最低でも別色五色に輝かせる者しか、最高司祭になる資格を持たぬという規き律りつは、余とて重じゆう々じゆう承知しておる。なれど、そなたに勝まさる〈楽師カンタンテ〉がいるであろうか？こたびの経験を含め、そなたほど〈楽師〉の鑑かがみたりえる者はおらぬ。そなたを知る者ならば、誰もが讃えるであろう。善よきプティ・エトワールを退ける必要が、どこにあろうか」

　穏やかな声色に、イヴリーンはくしゃりと顔をゆがめた。それを聴ければ充分だ。

「陛下……わたくしを育ててくださったこと、本当に、感謝しているのです。けれど願うことが赦されるのならば────謹つつしんで、プティ・エトワールを辞じ退たいしたく思います」

「そう、そうか……そなたは鳥籠の鳥よりも、大空を自由に羽ばたく鳥が似合う」

「いいえ、陛下。わたくしは、鳥籠の鳥などではありません」

　しかとこうべを上げ、イヴリーンは心から微笑んだ。

　数多の選択肢しを与えられようと、イヴリーンの道はすでに決めている。

　──歌うのが好きだ。そして、国王に恩返しをしたい。

　その望みを両立できる道は一つ。今度は自分の意志で、その道を選ぶ。

「先せん刻こくも申し上げたはずです、王宮に留まっていたのはわたくしの意志だと。……今のわたくしは、少しも〈楽師〉の鑑などではありません。慢まん心しんに慢心を重ねた、裸はだかの王様同然の人間にプティ・エトワールはふさわしくない。ですから、返上させていただくのです」

　つまりどういう意味だ、と問う眼差しに立ち上がり、観客席を見据えた。

　生徒や教師、一人ひとりの顔を目に留とめて、イヴリーンはふんぞり返る。

「わたくしは一から鍛え直すために返上するだけであって、〈楽師〉はやめないわ。……たとえ次代がだれの手に渡ろうと、必ずや奪い取って見せる。おまえたちも、このわたくしの好敵手ライバルになるのだから心得ておきなさい。ド三流と競うつもりはなくてよ！」

　高らかにした宣誓に、楽がく生せいたちは呆あつ気けに取られてから表情に決意を滲ませる。

　そうだ、簡単に諦められてはつまらない。国王に向き直り、声をはずませて言った。

「陛下、これがわたくしの望みです。聞き届けていただけますか」

「無論、聞き届けよう。……ああ、とてつもなく大きな独り言をこぼしてしまったぞ。妃よ、この悪あく癖へきは直さねばなるまいな」

「ええ、あなた。王の癖くせが独り言など、駄だ々だ漏もれすぎて支し障しようをきたしてしまいますわ。特に御お髪ぐしが少々お寂しい宰さい相しよう閣かつ下か──いえいえそういったお方とお会いした時、困ってしまいますもの。……ねえ、かわいい小鳥さん。懐なつかない野の良ら猫ねこのようなあなたが慕したってくださって、わたくしは娘を持てたようで本当に嬉うれしかった。わたくしたちは、あなたをずっと見守っているわ。お元気でね、でもこっそりと忍しのんできてくださってよろしいのよ」

　国王の影のようにたたずんでいた王妃が茶ちや目めっ気たっぷりに片目をつぶった。

　その言葉に、エトワールはこめかみを押さえてため息をつく。

「……宮廷に戻ったあとを思うと頭が痛い。私の後こう継けいは振り出しに戻ったわけですか」

「エトワール殿、そう言うでない。そなたは……まぁまだ若い、気長に待て。……アレを癒す代だい償しようとして、エルネスティーヌは息絶えた。史し実じつとして残ればそれが真実となる」

「陛下といえど、私を年とし増ま扱いしたら鞭でしばき倒すとしよう」

「…………うーん。俺はそろそろ、嗜し虐ぎやく性せいを持ち合わせることがエトワールになる必ひつ須す条件な気がしてきました。うちの有能な〈楽師カンタンテ〉はこんなのばっかりだ」

　ソンジャンテらしい軽口に、どこからともなく笑い声が上がる。

　数刻前まで魔物に怯えていたとは思えない、のどかで平和な光景。

　この胸に迫ってくる想いを言葉にできるとすれば、そう。あの恋歌の一いつ節せつだった。




　──今日こそ　わたしの人生で唯一の幸福な日
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　ちらちらと粉こな雪ゆき舞う、雪月ニヴオーズの終わり。

　大競演会グラン・コンクールの最終日にはひと騒そう動どう起きたものの、日につ程てい通りに舞ぶ踏とう会かいは開かれる。

　いっそ白しら々じらしいほど平へい穏おんきわまりない。日程通りに進める執しゆう念ねんさえ感じる。

　普段は素そ朴ぼくな楽がく舎しやの大広間も、これでもかと絢けん爛らん豪ごう華かに飾りつけられていた。

　四季を無視した色とりどりの花が天てん井じよう画がを彩り、無数の燭しよく台だいが浮ふ遊ゆうする。

　その合間を、光の妖よう精せいたちが飛び回っていた。翅はねからこぼれる金色の鱗りん粉ぷんが透明感のある白壁に反射し、まるで万まん華げ鏡きようのような美しい透すかし模も様ようを映うつし出す。

　目がくらむほど幻げん惑わく的てきな風景だ。

　その大広間の中心では、仮装と紛まがう華か美びな装よそおいをした人々が踊おどっている。

　どこを見ても人、人、人。ところによっては多た国こく籍せきな料理が並んだビュッフェテーブルに、壁かべ際ぎわのスツール。この室内に、ひと気けがまばらな場所はないだろう。

　イヴリーンとエルネスティーヌが同一人物だということは、半日で暗あん黙もくの了解となっていた。

　ただし舞踏会にはなにも知らない各界の著名人が訪おとずれている。プティ・エトワールが空位になったという正式な発表はまだなので、イヴリーンは再び髪を黒くしていた。

　イヴリーンはスツールに腰かけたまま、鏝こてで癖くせをつけて垂たらしたもみ上げを指先に巻きつける。髪色以外、髪型や宝ほう飾しよく品ひん、ドレスはすべてお役目の時と似たような仕し様ようだ。

　そのせいか、先ほどから話しかけてくる異性があとを絶たたない。

「お嬢じようさん、よろしければ一曲……」

「足を挫くじいて立てませんの」

「ならば、あちらのテーブルで小腹を満たしながら有ゆう意い義ぎな話でも」

「小腹は満たされましたわ、たった今」

　有う無むを言わせぬよう、にっこりと笑いかける。すると、彼らはぽうっと頰ほおを赤らめた。

　あしらっても、ボウフラのように湧わいてくるのだから迷めい惑わくだ。

（ああ、本当に罪なまでの美しさってあるものね！）

　イヴリーンが悦えつに浸ひたっていると、小皿に料理を盛もったミレイユたちが戻ってきた。

　ザザの神かみ業わざ的てきな手しゆ腕わんによって、男の波があっという間に引いていく。

　渡された小皿を受け取りながら、しかめっ面つらのザザに訊きかれた。

「……アタシ思うんだけど、イヴリーンって将来結婚詐さ欺ぎ師しになるつもりでいるわけ？」

「どうしてそうなるのかしら。おまえがなるならまだしも、わたくしの美び貌ぼうで結婚詐欺師にはなれなくてよ。騙だまされるのではと端はなから警けい戒かいされるのがオチだもの」

「ちょっとー！　それってどういう意味!?　アンタなんて年ねん齢れい詐さ称しようしてたくせに！」

「ザ、ザザちゃん、落ち着いて！　シ、シラクさんはザザちゃんの器量が劣おとっているとかそんなこと一言も言ってないよ！」

「ぐ、ぐさっ……と、友達に後ろから刺されるなんて……ア、アンタもかミレイユ……」

　ドレスが乱れるのも構かまわず、ザザは大理石の床に手をついた。ミレイユは慌あわてて慰なぐさめているが、それが墓ぼ穴けつを掘ほっているとも気づかないのがミレイユらしい。

　……あの騒動を経て、イヴリーンは同級生と軽口を叩たたき合えるようになった。

　これまでの態度を詫わびられたわけではない。

　そもそもイヴリーンも騙だましていたのだからお互い様だ。

　すべてのわだかまりを解とかした、あの時の合唱が真実だ。それだけで充分である。

「なんて言いがかりかしら。わたくしは年相そう応おうな十六歳よ、どこからどう見ても！」

「いや見えないから」

「どこからどう見ても十八歳くらいだよ、いやもっと上？　特に顔とか胸とか胸とか。……これでわたしよりひとつ年下なんて……いろんな意味で騙された気分……」

　なぜか恨うらみがましい視線が殺さつ到とうした。濡ぬれ衣ぎぬもはなはだしいものである。

　しかし、イヴリーンはうっとりした。背中に流れるヴェールを打ち払い、優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「ああ、妬ねたみの視線ってなんて心地いいの。美しさって罪ね、ふふ。いいのよ、もっと羨んでちょうだい。それが美の体たい現げん者しやたるわたくしの宿命ですもの」

「……見た目は精霊の王女様みたいなのに……中身がこれって……残念すぎる……妬ねたむのも虚むなしくなるってこういうことね」

「自意識過か剰じようだって返せないのがまった腹立つわー。……アタシたち踊ってくるけど、アンタは踊らなくていいの？」

「下手に動いてプティ・エトワールを知る人間と関わったら面倒だもの。さっさと後ろ盾だてでも捕つかまえてきたら？　著名人と繫つながりを持つ、いい機会なのでしょう」

　追い払う仕し草ぐさをした手を、その中の一人が握にぎりしめてきた。

　異い様ような目つきである。

「後ろ盾っていえば、金持ちとお近づきになれる方法はっ？　この際、後ご妻さいでもいいから！　あと醜ぶ男おとこでも構わないよ、金持ちなら！　オリヴィエくんの落とし方でもいいわ！」

「端はなから毒殺する気満々でいるクロエがこわい。オリヴィエくん逃げて、超逃げてー！」

「……金持ちの見分け方は、服の仕立てより、言葉遣づかいや振る舞いに気を配るとよろしいわ。生まれ持った品性は、自然と空気に滲にじみ出るものよ。そういう人間のこまごまとした装飾品にも注意することね。あと、まったく金持ちに見えない場合もあるわ。逆にそのまったくという部分が曲くせ者ものなの。演じている可能性を考こう慮りよすべきだけど、そういう人間は扱いにくいから接近しない方が得策よ。ま、御ぎよする自信があるなら玉ぎよく砕さいしてみることね」

「お、お姉様って呼びたい気分……年下だけど！　ありがとうありがとうっ。さっそく金持ちを捕まえてくるわっ、待っていて！　金貨がわたしを呼んでいるっ」

「ちょ、待ってー！　変な男に引っかかったらどうするのっ。じゃ、またあとでね！」

　ぴゅーっと、同級生たちが風のように走り去る。けれど、ミレイユだけ居残っていた。

　今日のために用意された若草色のドレスは、見た目だけなら活発そうなミレイユにぴったりだ。大きく開いた襟えりぐりにあしらわれたレースをいじくり、もじもじしている。

　その花も恥はじらう風情は、結構な確率でえげつない発言をするようには見えないだろう。

「あっあの……あ、あたしも、ここにいて……いい、かな……!?」

「わたくしの許可を得ることでもないでしょう、お好きになされば」

　そっけなく返したのに、ミレイユは嬉うれしそうに頰を赤らめて隣となりに座る。

　花まで飛ばしそうな浮かれ具合から、仔こ犬いぬに懐なつかれたような心地になった。

（……この子も物好きよね）

　編へん入にゆう当初から一貫して態度が変わらなかったのは、このミレイユ・マルソーだけだ。

　イヴリーンにとってムジカ石を虹にじ色いろに光らせるよりも、とても信じられないような奇跡。

　ソンジャンテのように腹に一いち物もつを抱かかえているのではと穿うがってみることも可能だが、今はこれが自然体なのだと素直に信じてみたい気もする。

「そ、それ、それとね……ず、ずずずっと言いたかったことがあって……！　あ、あたしのこと、助け起こしてくれてあり、ありありりりりり」

「ちょ、ちょっとどもりすぎじゃなくて？　マルソー、大丈夫？」

　震ふるえで自己発熱でもしそうだ。腰が引けていると、また人が近づいてくる気配がした。

　空気を読み、壁の花をそっとしておくのも紳しん士しの務つとめではないか。

　そう思い顔を上げ──イヴリーンの口は開けっ放しになった。

「衣ころもは僧そうを作らずとは、まさにこのことだな」

　かつん、とブーツの踵かかとが硬こう質しつな音を奏かなでる。黒瑪瑙オニキスをはめこんだ隻せき眼がんがきらりと輝けば、近くを通った少女がうっとりとため息をつく。

　相変わらず失礼な発言をぶち上げたのは、友人たちと共に現れたリュクシオル・ド・オリヴィエだ。すぐに言い返すところだが、調子を狂くるわせる要よう因いんは服装にあった。

　瞳ひとみの色に合わせた、体の線にぴったりと沿う上着。折り返された襟のそっけなさを、クラヴァットの華はなやかさが補おぎない、裾すそは膝ひざの辺りで揺ゆれていた。

　前を閉じていないので、中の胴どう着ぎに施ほどこされた金糸銀糸の刺し繡しゆうの見事さが際きわ立だっている。

　半年近く経たてば宮きゆう廷ていの流行も移り変わるが、以前よく見かけた意い匠しようだ。

　天敵とも言えるリュクシオルだが、見み目めだけは本当に素晴らしい。

　着慣れているのか実に自然体だ。どんな不ふ届とどき者にも長所はあるものである。

　自分を棚たなに上げ、思わず見み惚ほれてしまったイヴリーンだが、慌てて顎あごをそびやかす。

「よろしければ、わたくしのよく磨みがかれた手鏡を貸して差し上げてもよくってよ。そうすれば、おまえも自身の姿を正しく認識できるでしょう」

「お、おお。中身はいつものシラクなのかよ。女ってすげーな、こんなに化けるのか」

「言っておくけど、これは素顔よ。わたくしは化粧などせずとも美しいの。その滲み出る美しさを隠かくすためにわざわざ変へん装そうしていたのよ、おわかりになって？」

　ふふんと鼻を鳴らすと彼らは顔を見合わせ、再び視線を戻す。

　その残念なものを見る眼まな差ざしはいったいなんなんだ。

「リュークほどの憧あこがれは持っていなかったのに、このがっかり感はなんだろうな……」

「ああ……先入観ってすげーな。口を開くたびに幻げん想そうの壊こわれる音が聴きこえるようだぜ」

「おまえたち、自分の顔を見てから品ひん評ぴようしなさいよ。どいつもこいつも野菜みたいな顔をして。身のほどを弁わきまえるがよろしいわ」

　ぷりぷりすれば、「あー、でもこの罵ば倒とうがねえとシラクじゃねえよなー」なんていう変態まがいの発言も飛び出してドン引きだ。

（本当に、奇き妙みような輩やからばかりが在ざい籍せきする楽がつ級きゆうだったわ）

　変に臆おくすることなく接してくれる同級生たちに、少し救われる。打算もあるだろうし、口止めされたからだろうが、真実を言いふらす気配もない。

　ここは、夢の上を歩くような楽がく院いんだった。

　かつてのイヴリーンが手にできなかったものが詰つまった、本当に夢のような────

　そこで、拡かく声せい器きを通した鬱うつ屈くつとした低声が響ひびき渡った。

　上かみ座ざに視線を移せば、王族やエトワールの他に担任教官のダミアン・ゴメスがいる。

「三年に一度の大舞台である大競演会グラン・コンクールも、今こ宵よいで幕を閉じる。……この四日間を今後の糧かてとし、精しよう進じんしていってもらいたい。まずは、最善を尽つくした生徒たちに拍手を」

　わっと湧いた拍手が途と切ぎれると、ゴメスはますます暗い眼差しで辺りを見回す。

「これより、今期のプルミエを発表したいと思う。まずは初等部────」

「さすがは話の短さに定評のある教官、とっとと本題に入ってくれて助かるぜ！」

「ああ、いったい誰が選ばれるんだろうな。早く高等部にならねーかな」

　声はひそめても、興こう奮ふんを隠せていない。

　しかし一番心待ちにしていたであろうリュクシオルはすまし顔で、炭酸がはじける果か汁じゆうを飲んでいた。よほど自信があるのかと思ったが、本当に興味がないのかもしれない。

　やがて、高等部の番になった。

　もったいぶった沈ちん黙もくに、高等部の生徒たちは固かた唾ずを吞のんで見守る。そして……

「高等部より選出されるは、〈白ベ羊リ級エ〉ミレイユ・マルソー！」

「へ、へえ……シラクさん、ざ、残念だね。ミレイユ・マルソーが今期の…………え？ミレイユ・マルソー？　…………あたしと同姓同名？」

「〈楽師カンタンテ〉としての意識に知識、技術。なにより一人の歌い手としての心が高く評価された。彼女に、大きな拍はく手しゆを」

「マルソーってお前しかいねーだろーが！　最後の最後までとぼけすぎだぜっ。ほら！　立って手を振れって！」

「きゃああっ、ミレイユー！　おめでとー！」

　目を白黒させるミレイユは促うながされるがまま進み出て、操あやつり人形のように手を挙あげる。

　プルミエになるつもりがなかったイヴリーンはもとより、悔くやしいであろう生徒たちも惜おしみない拍手を送った。鳴りやまない拍手の中、ゴメスは続けた。

「それでは三人は壇だん上じように──」

「ちょーっと待ってください、先生がた。一番の目玉は最後に取っておくのが華というもの。……せっかくの舞踏会、今は踊り明かすべきではないでしょうか？」

　にこやかに拡声器を取り上げたのは、ソンジャンテだ。

　その素す早ばやい動きに、引き止めようとしたヴァランタンが硬こう直ちよくしている。

（と、遠目からでもヴァランの怒いかりが伝わってきてよ……）

　怒ど気きを漲みなぎらせる弟をよそに、兄はひとり盛り上がっていく。

　いや、過熱していくのはソンジャンテだけではない。観客から歓かん声せいが飛ぶ。

「さあさ、小さな貴婦人は我が弟と。大丈夫、怯おびえないで。一見強こわ面もてですが、中身は細ほそ面おもてですよ。そちらの紳士に恥じぬ少年は、エトワール様と。エスコート役をエトワール様に取られぬよう、お気をつけを！　そして妖精のお嬢さんは、俺の相手を願いましょう。そのまま精霊の国に帰らぬよう祈いのりますよ。さあ！　皆々様、中央へ！」

「ど、どうしよう。お、踊るなんて聞いてない！　シ、シラクさん、ど、どどどぉおお」

「……マルソー、なんて声を出しているの。並なみいる生徒を蹴け散ちらして、プルミエに選ばれたのよ。ならば、堂々となさい。それが恵めぐまれた者の務めよ」

　目をうるうるさせたミレイユに縋すがりつかれようと、イヴリーンは適当に相手するだけだ。

「このままわたくしを盾にしていれば、無効になると思わないことね。よいこと、彼に常識は通じないわ。ほら……黙だまっていたら、あちらから迎むかえが来てよ」

　人垣をかき分けて、光の塊かたまりのような青年が現れた。ソンジャンテ・ル・イリスだ。

　ひらめく笑顔は陽ひだまりのよう。しかしミレイユは震え上がり、全力で踏ふん張ばった。

　が、ソンジャンテはその上をいく。ひょいっと横抱きにしてから、イヴリーンとリュクシオルを順じゆん繰ぐりに見つめ、周囲を慮おもんぱかってか声量を落とす。

「……こうでもしなければ、もう、君に近づけそうにありませんからね。ちょうどいいところにプルミエ殿がいてくださったので、常識に囚とらわれるのをやめてみました」

　どうやらミレイユを盾に、話しかけるのが目的だったらしい。

　イヴリーンは呆あきれ返る。

「あなたが常識的だったことなんて、一度でもありまして？」

「おや、手て厳きびしい。しかし……悔しいものですね、ぽっと出の輩やからに役目を奪うばわれるとは」

「え？」

「リュクシオル・ド・オリヴィエ、君に忠告があります。……接せつ吻ぷんはかろうじて、不幸の手紙だけで許しましょう。ですが、婚前交こう渉しようをしたら……わかっていますね？」

　うっすらと開眼した不ふ穏おんさに、リュクシオルが後ずさった。

　それを横目に、この麗うるわしき国の王おう太たい子しは軽やかな足取りで戻っていく。

　意味はわからないが、ソンジャンテが楽しそうでなによりだ。

　黄色い悲ひ鳴めいを背に、イヴリーンは壁の花をやめる。

　その足でテラスに向かい、人影のない中庭に下りた。室内と違い、外は身を切るように寒い。けれど、今は不思議と春の陽気につつまれているようだ。

　プティ・エトワールだったエルネスティーヌは死んだ。これからは、イヴリーン・シラクとして生きていく。思い描えがく夢む想そうに、柄がらにもなく気分が高こう揚ようしてしまう。

　誰にも恥じない〈楽師カンタンテ〉になりたい──ひばりのためにも。




「…………シラク、あれでいいのか」




　あとをつけられていたことに気づかなかった。

　勢いよく振り向けば、むすっとした顔のリュクシオルがたたずんでいる。

「おまえこそ、プルミエに選ばれなくてよかったの？　それほどの熱意しかなくて、よくわたくしを詰なじれたものね」

「俺はプルミエになりたかったわけじゃない。プティ・エトワール様を支えるに足りる〈詩人バルド〉になりたかっただけだ」

　片目だけでこの威い力りよくなら、両目揃そろっていたらイヴリーンの心臓は止まっていたかもしれない。その鮮あざやかなまでの眼がん光こうに、舌の根が凍こおりついた。

「……で、いいのか。婚約者だったんだろう」

「…………どうして、そう思うの」

「好きだったんじゃ、ないのか。殿でん下かが」

　不ふ意いに視線を落とし、ぶっきらぼうに言う。予想外の発言に困こん惑わくする。

「王族の婚こん姻いんが、恋愛結婚ばかりとは限らなくてよ。おまえ、侯こう爵しやく家の人間だというのにそんなことも知らないの？　……わたくし、彼を慕したっていた覚えはないわ」

「それなら、さっきの殿下の言葉は……昨日きのうも、愛してるって」

「昨日？　……ああ。夫婦になれずとも、家族にはなれるということよ。わたくしはただ、陛下に命じられたから従っていたにすぎないもの」

　なぜこんな会話をしているのだろう？　我がことながら理解できなかった。

　胸を撫なで下おろしたリュクシオルを見つめ、イヴリーンは迷っていた。

　これを口にしたらなにかが変わってしまいそうな予感がして、なかなか声が出てこない。

「………………どうして、オリヴィエが……そ、そんなことを、気にするの？」

「それは」

「あ、やっぱり撤てつ回かい！　おまえの行動原理なんて興味なくてよ、言う必要はないわ！……なんだか大広間の方、盛り上がっているようね。わたくしも戻って踊ろ──」

　ドレスの裾をからげ、トレーンを引いたヴェールを翻ひるがえす。

　急いで立ち去ろうとしたのに、引き止められた。

「音楽は聴こえる。ここで踊れ」

「はぁ!?　だれとっ!?」

「お前の目は節ふし穴あなか。……ここには、僕しかいないだろう」

　穴が開くほどリュクシオルを凝ぎよう視しした。

　真顔でなんてことを言うのか、信じられない。こいつはやっぱり女たらしだ。

　呆ぼう然ぜんとしている隙すきを衝ついて、リュクシオルは優しく手を取り、優雅な円を描くように動き出す。今流れているのはしっとりとしたパヴァーヌだ。

　年頃にしては小柄だったリュクシオルと、長身のイヴリーン。編入当時は頭一つ分以上の差があった身長も、今は顔を下げることなく目が合う。それが、妙みように感かん慨がい深ぶかい。

　リュクシオルのリードは巧たくみだった。けれどイヴリーンはどうしても、腰に添そえられた手の感かん触しよくを意識してしまう。次のステップを忘れそうになるだなんて、初めてだ。

　足が揃って止まると、音ね色いろも静せい寂じやくに消えていった。次は打って変わって激しい舞曲へと趣しゆ向こうが変わるも、イヴリーンたちはその場から動けない。

　風のざわめきに、イヴリーンはヴェールを押さえて空を見上げた。

　粉雪が横切る、細く笑う鈍にび色いろの月。なぜか、いつもより美しく窺うかがえた。

　笑みをこぼせば、「シラク」と切せつ羽ぱ詰つまった声に呼ばれる。目線を合わせるより早く、腕うでを引っ張られて膝が笑う。目まな交かいに過よぎった激げき情じようと、唇に押し当てられた柔やわらかな感触。
















　雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきが走り──横っ面を引っぱたく。

「お、まえ……なにするの！　一度ならず二度までも、無礼者！　手が早いどころじゃないわっ、なんて最低な女たらし野郎なの！」

「…………僕は、好きでもない女に口づけなどしない」

「へっえ？　気に入らない女にも接吻できるなんて、よほど飢うえているようね。……おまえなんて、大きらい！　最低っ」

　手ての甲こうで唇をぬぐう。疼うずくような甘い痺しびれが残っている。

　一回目はイヴリーンを正気に戻すためだとしても、この二回目の意味は──こんな感覚、噓うそだ。

　なにもかも否ひ定ていしたいのに、顔を真っ赤にしたリュクシオルがやけっぱちに叫さけぶ。

「シラクが──イヴリーン・シラクが好きだって言ってんだ！　気づけよっ、鈍にぶいにもほどがあるだろ！」

「鈍いってなによ、鈍いって言ってる方がにぶ…………え」

「あー、くそ。そうだ、順序が間違ってた……こんな予定じゃなかったのに……」

　頭を抱えてぶちぶちとぼやく様子に、イヴリーンもじわじわと理解できてきた。

　早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうに、全身が火ほ照てってくる。が、すぐ冷や水をかけられたように静まった。

　〈詩人バルド〉として力を貸す、と言われた時は嬉しかったのに、今は素直に受け取れない。

「…………わたくしが、プティ・エトワールだったから……なの」

「それは、違う」

「なにがよ！　だって、そうじゃなかったらおかしいわ。ずっと突っかかってきたじゃない！　わたくしのどこに、おまえがよろめく要よう素そがあるとでも!?　なに、顔!?　確かにわたくしの美貌は、三日経たとうが見み飽あきぬほど完全に完かん璧ぺきに美しいけれど！」

「お前は、前向きなんだか後ろ向きなんだかわからないな」

　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうでまくし立てるイヴリーンに、リュクシオルは半はん眼がんになる。

「確かに、僕はプティ・エトワール様が好きだった。だが間抜けにも、とある変な女が気になったせいで、好意の種類が違うと気づいた。プティ・エトワール様のそばに行けずとも、なにかの形で力になれたら充分だと……その変な女は違う。息をするごとに敵を作るだなんて、危なっかしくて遠くで見守ってなんていられやしない。目の届く場所にいなければ安心できない。……噓くさく聞こえるかもしれないが、その二人がたまたま同一人物だっただけだ」

　もう〈楽師カンタンテ〉の証あかしを下げていない胸元を握りしめ、愚ぐ直ちよくなまでの視線を受け止める。

「……お前が、珍めずらしく笑ったりするから……いろいろと、考えていたのに吹っ飛んだ」

「じ、自分の手の早さを責せき任にん転てん嫁かする気!?　ほ、本当におまえなんて大──うぐっ」

　立てられた人差し指を、開きかけた口に押しつけられた。

「負け惜しみだろうと、今は聞きたくない。言うな」

「…………な、なによ。いつもの皮肉はどこにいったの……」

「ひばりにも言ったが、オリヴィエ家の男は噓はつかない。……音おん痴ちだろうと、なんだろうと、どうだっていい。お前の性格に勝まさる欠点なんて、ありはしないんだからな」

「なっ」

「自分でも、女の趣味が悪いと思うが……お前だから惹ひかれた、そばにいさせろ」

　態度は自信に溢あふれているのに、その隻眼はなによりも雄ゆう弁べんだった。

　懇こん願がんするような光は弱々しい。目にしてしまったら、もう見て見ないふりはできない。

「…………わたくしの男の趣味も、相そう当とう悪いようね」

「それは、どういう──」

　熱い吐と息いきが、粉雪を融とかす。身を寄せれば、その分だけ心臓の音が耳じ朶だを打つ。重なり合った鼓動を聴きながら、顔を近づけた。頰に触ふれた雪が、一筋のあとを残す。

　特別なものなんて、ほしくなかった。

　ありきたりでいい。この大陸に、ごくありふれたものでよかった。

（黒々としていて、今にも吸いこまれそうだわ）

　だけど、違った。ありふれたものでも、時には特別な意味を持つのだと知る。

　黒瑪瑙オニキスを鏡に映し出すヘーゼルの瞳に、飢き餓がの色はなかった。

　腹を空すかし続けた子供は、もうひとりぼっちじゃない。

　夢は叶かなう。だってここは破やぶれた夢が折おり重かさなり、やがて大きな夢へと変わる学まなび舎や。

「そんなの、返事は自分で決めるがよろしいわ」

　当とう惑わくする隻眼に笑いかけ、今度はイヴリーンからその形のいい唇を塞ふさぐ。

　凍りついていた瞳に理解が広がり、燃えるような甘い熱が吹きこまれた。

　すぐさま力強い両腕が背中に回り、背骨が軋きしむほど抱きしめられる。

　降り積もった雪に落ちる影は一つ。二つに分かれるまで、あと少し。




　──どこか遠くでひばりが美しくさえずっている。

　　　二人の行く末すえは、それこそ音のみぞ知る……。





〈ＥＮＤ〉
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　初めまして、朝前あざきみちるです。読み方は『あざきみちる』ですが、『朝あさ飯めし前まえ』と覚えていただきましても大変光栄です。よろしければ、以後お見知りおきを！

　このたびは第十五回エンターブレインえんため大賞ガールズノベルズ部門にて、特別賞をいただいた作品を改稿してデビューすることと相あい成なりました。

　こうして夢にまで見た後書きを書いていても、あまり実感が湧わきません。

　選考中は、通過するたびに近所の神社にお参りし、鎌かま倉くらの神じん社じや仏ぶつ閣かくでは「作家になりたーい！＠某ぼう妖よう怪かい漫画」とお願いし……あれっ神頼み効果……？

　そんな現実から目を逸そらして、ネタバレしない程度に本編に触れたいと思います。

　執しつ筆ぴつ当時の日記には「ツンデレ！　ケンカップル！　ギャップ萌もえ！」しか書いてなくて絶望しました……除じよ夜やの鐘かね程度では煩ぼん悩のうは滅めつしないようです。

　とりあえず、性格も口も悪すぎるヒロインと、物理的に手が早すぎるヒーローでお贈りする、楽院ハートフル（？）ファンタジーです！　語ご弊へいはありますが、よろしくお願いします！

　紙幅も尽きてきましたので、謝しや辞じで締しめさせていただきます。

　まずは見守ってくれた家族に友人、励はげまし合った投稿仲間のみなさん。特に友人Ｔ子。迷走するたびに泣きついて世話をかけたけど、本当にありがとう。

　さらに本作を評価してくださった関係者のみなさま。空回りするときだけ超高速回転の私を根気強くご指し導どうくださった担当Ｉさんに、校正さんやデザイナーさんをはじめ、刊行にあたりご協力いただいたすべての方々に、心から感謝しています。

　そしてイメージ通りでいて、想像以上に魅力的に描いてくださったカズアキ先生。

　好きです。どさくさに紛まぎれて告白しましたが、お忙しいなか、引き受けてくださって本当にありがとうございます！　お名前を聞いた時はもう大だい興こう奮ふんで、美麗すぎて震ふるえたイラストは我わが家やの家か宝ほうです。永久保存です！




　最後に、本書を手に取ってくださった読者のみなさまへ。

　書物とは、読んでくださるお方がいてこそ完成すると思っています。ここまで目を通してくださってありがとうございます。

　本作はたくさんの好きを詰めこみました。一緒に少しでも楽しんでいただける物語をお届けできたのなら、なによりの幸せです。またご縁えんがあることを祈って。





霜しも焼やけに怯おびえる、とある冬の吉日に　朝前みちる　










著者

朝前みちる

Michiru Azaki




１月17日生まれのＡＢ型。千葉県在住。

第15回えんため大賞ガールズノベルズ部門にて、特別賞をいただきました。

ヤケ酒よりヤケ炭酸派な炭酸好き。炭酸のようにスカッとした、キラキラな物語をお届けしたいです。

ギャップ萌えを盛りこんでみたデビュー作も、どうぞよろしくお願いします！










イラスト

カズアキ

Kazuaki




イヴとひばりちゃんの殺伐としつつも愛ある応酬にほんわかします。

こいつら可愛い。
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本書に関するお問い合わせ先
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（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）
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